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序

加賀塚遺跡のある中野谷地区は、碓氷川の南側、妙義山の麓に広がる横野台地にあり

ます。この横野台地は、こんにゃく、ネギ、ゴボウ等を中心とした畑作地帯であり、緑

豊かな自然との共存した地域であります。そして、最近では、県営畑地帯総合整備事業

によって、県内でも有数の農業地帯として生まれ変わりつつあります。また、工業団地

造成や県道建設の整備も行われ、新たな産業の発展も期待されています。

こうした開発に伴い多くの遺跡が発見され、発掘調査を実施してきたところ、旧石器

時代から、との地に人々の営みが続けられてきたことが明らかとなりました。

今回報告する加賀塚遺跡は、安中市土地開発公社が計画する横野平工業団地 (A団地)

分譲事業に伴うもので、平成 17年度に一部を発掘調査し、その成果は、平成 18年度に

報告しました。発掘調査の結果から、古墳時代を中心とする住居祉が多数発見され、こ

の地域の拠点的な集落が存在していたととが明らかとなりました。

本報告が、学術分野に寄与するだけではなく、地域を学ぶ郷土資料として活用される

ことを願ってやみません。

最後に、過酷な気象条件の下で発掘調査に従事していただいた方々、調査にど協力い

ただいた各関係機闘をはじめとする皆様には感謝申し上げる次第です。

平成 23年2月

安中市教育委員会

教育長中津四郎



例言

1 本書は安中市土地開発公社が計画した横野平工業団地 (A団地)分譲事業に伴う加賀塚遺跡(遺跡

略称G-46 C)第 4次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書である。なお、 1-3次調査の成果は、平成

18年度で報告している(Ii'加賀壕遺跡 1.n)。

本報告書では、遺物観察表、各種集計表、写真図版等をデータ化し、 CD-ROMとして添付した。

2 加賀塚遺跡は安中市中野谷字加賀塚地内に所在する。

3 確認調査については国庫補助金・県費補助金により、平成 18年度に安中市教育委員会が実施し、

本調査及び遺物整理は、安中市土地開発公社の負担により、平成 20-22年度に安中市教育委員会が

直営で実施した。

4 確認調査及び発掘調査、資料整理は安中市教育委員会学習の森文化財係主査(文化財保護主事)井

上慎也が担当し、発掘調査については、(有)毛野考古学研究所との管理委託業務にもとづき、石丸敦

史が調査員として従事した。資料整理業務については、(有)毛野考古学研究所(図面、写真関係)、(有)

前橋文化財研究所(遺物関係)に委託した。報告書作成業務は、(有)毛野考古学研究所に委託した。

5 確認調査は平成 19年2月26日より 3月29日まで実施した。発掘調査は平成20年 10月 1日よ

り平成 21年3月31日まで、実施した。遺物整理は、調査終了後より平成 22年 11月30日まで実施

した。報告書作成は、平成22年4月6日より平成23年2月28日まで実施した。

6 本書の編集は石丸・井上が行い、全体総括は、井上が行った。本文執筆は、 I、E、E、N-l・

2の一部・ 3・6の一部、 V-2は、井上、 N-l・4・5• 6の一部、 V-3は、石丸、 V-lは、

三浦京子氏((有)前橋文化財研究所)、縄文土器は日沖剛史、埴輪は菅原龍彦が行った。

主な作業分担は以下のとおりである。

遺構図作成・トレース及び各種挿図作成・デジタル編集・写真データ編集:(有)毛野考古学研究所

遺物分類・台帳作成・復元・遺物実測・観察標作成・遺物写真撮影:(有)前橋文化財研究所

7 遺構の写真撮影は石丸・井上が行った。

8 航空写真撮影及び遺構測量は、(株)測研に委託した。また、基準杭測量、グリッドの設定、トレ

ンチ設定図作成及びビニール図面の遺構実測用写真は、(株)大成測量に委託した。遺物写真撮影の一

部は、(有)前橋文化財研究所(古墳時代土器)、写真家小川忠博氏(集合写真、口絵用等)に委託した。

9 発掘調査の記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。

10 発掘調査及び遺物整理の期間中次の方々にど指導、ど協力をいただいた。記して感謝の意を表し

ます(敬称略・順不同)。

外 山 政子早田勉長井正欣深津敦仁坂口一右島和夫青柳泰介朴展鎮中里正憲

須民俊彦鈴木徳雄横野平土地改良区

11 調査組織(平成20-22年度)

教育長中漕四郎
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例凡

遺構の実測図は 1180を基本としたが、遺構の大きさにより 1140、11200とした。

遺構図中の北マークは磁北である。なお、座標は日本測地系を使用した。2 

本文中で使用した地区は国土地理院発行の 2万5千分の 1地形図「富岡」、安中市都市計画地図

(1/2500)である。

遺物実測図の縮尺は次のとおりである。3 

(実測図脇の・は須恵器を示す)土師器・須恵器:1/4 縄文土器:1/4 

(中・大形)1/4 (石製品)1/2 (小形)縄文石器:2/3 

(大形)1/4 (石製品)古墳時代の石器:1/2 石製模造品:1/2 

鉄製品・土製品:1/2 

遺物実測図のスクリーントーンは土器内外面は黒色処理(煤)の範囲を示す。4 

土層説明中での記号、略称は次のとおりである。5 

土層名称及び量の基準:r新版標土色帖」による。

色調<:より明るい方向を示す(暗<明)

x なしム:あまりない0:ゃゃあり。:ありしまり、粘性

ム:少量 (5-10%)0:多量 (15-25%) 。:大量 (30-50%) 

※:若干 (1-3 %) 

混入物の量

RB:ロームプロック(固まりの状態)RP:ローム粒子(溶け込んだ状態)混入物

窃 60cm以上@ 40~59cm 。 20~39cm

y P :;板鼻黄色軽石

。 O~19cmピットの深さ6 
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遺物写真データ (CD内)の縮尺は任意である。遺物写真図版の大きさ8 

集合写真の縮尺は任意である。

本書で使用した座標は、前調査地との整合性を保つため 2002年4月改正以前の日本測地系を用い

ている。

9 
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I 調査の経緯

1 調査に至る経過

安中市土地開発公社が計画する横野平工業団地分譲事業に伴う埋蔵文化財発掴調査は、平成 16年度

に、順次分譲が予定される部分について、埋蔵文化財の取り扱いを協議するととになった。平成 17年

度には、 A団地の一部について発掘調査を実施し、平成 18年度に報告書を刊行した(第 1集『加賀塚

遺跡 1J 2007年)。平成 18年度には、 B団地全域について発掘調査を実施し、平成 19年度に報告書

を刊行した(第2集『向原皿遺跡J2007年)。

平成 18年 11月7日、市土地開発公社から横野平工業団地 (A団地)分譲予定地の埋蔵文化財の状

況について、安中市教育委員会へ照会があった。該当場所は、周知の埋蔵文化財包蔵地(市恥 405)内

であるととと、該当場所の一部については、平成 17年度に発掘調査を実施し、古墳時代を中心とする

集落が存在することが判明していた。そこで、同年 11月 15日、市土地開発公社へ事業地内の土木工

事等に係る意見書を提出した。その後、事業計画地における埋蔵文化財の取り扱いについて協議し、工

事に先立ち確認調査を実施することになった。平成 18年 11月 17日、市土地開発公社から市教育委員

会ヘ確認調査の依頼があり、平成 19 年 2 月 26 日~3 月 29 日に市教育委員会で、事業地の残地部分を

対象とした確認調査を実施した。調査の結果、今回の事業予定地内においても、古墳時代を中心とする

遺構が多数確認され、集落跡が広い範囲にわたって存在するととが判明した。同年3月 29日、調査結

果を、市土地開発公社へ伝え、再度、埋蔵文化財の取り扱いについて協議することを伝えた。協議の結

果、現状保存措置及び計画の変更は困難であるととから、工事によって遺跡が影響を被る部分を対象に

発掘調査による記録保存の措置を講ずるととになった。

平成 19年 8月 20日、市土地開発公社から、発掘調査の依頼があり、同年9月 26日付で必要書類(法

94条関係、添付書類)が幽された。その後、市土地開発公社と発掴調査に向けて、工事計画等との調

整を行い、調査期間、調査体制、調査費等を協議した。協議の結果、市教育委員会が主体となって、実

施することになったが、同じ時期に県営土地改良事業に伴う発掘調査が予定されていたため、調査担当

者 l人では、発掘調査に対応しきれない状況であった。そとで、調査を円滑に進める緊急性から、調

査担当者を補佐する調査員を民間発掘調査組織に委託するととになった。平成 20年 10月 1日付けで、

市土地開発公社と市教育委員会との闘で埋蔵文化財発掘調査委託契約を締結し、平成 21年3月31日

までの5ヶ月聞を調査期間として、調査を開始した。

(井上慎也)

2 調査の経過

(1)発掘調査の経過

横野平工業団地 (A団地〉の分譲事業に先立つ発掘調査は、平成 17年度に一部実施し、平成 18年

度に報舎書を刊行している(1~3次調査)。今回の 4 次調査については、前回の残り約 119，OOOrrl.を

対象として、範囲確認調査を平成 19年2月 26から 3月 29日まで実施した。確認調査は、事業区域全

域を対象として 54本のトレンチ(幅2m)を設定し、遺跡の範囲確認を行った。調査の結果、事業区





域の西半分で前回調査された古墳時代中期~後期の集落跡の広がりを確認した。東半分については、縄

文時代中期の遺物包含層、古代の溝等が数カ所確認されたのみで、遺構の密度が薄いととが判明した。

また、今回の調査区には、東横野6号墳(加賀塚古墳)と推定される地割りが存在していたが、確認調

査によって古墳とされる範囲内は、浅間B軽石の純層と厚い黒色士が斜面に沿って自然堆積することが

判明し、との部分が古墳ではないととが明らかとなった。との古墳の位置については、東に隣接する畑

地で平成 17年度に発見された古墳 (K-1号古墳)であったことが確定した。

本調査は、現調査体制と調査期間の制約のもと、古墳時代の集落が存在する事業区域の西側半分を調

査区に設定し、遺構の分布を確認しながら可能な限り調査区を拡張する方針とした。

調査の経過は、平成 20年 10月 1日からユニットハウス等の搬入を含む調査のための準備を行った。

表士掘削は、パックホーCO.7m3)でC区北側から開始し、順次南側へと移動していった。 E区については、

遺構分布の範囲を絞るためのトレンチ調査を実施し、その後、調査区の拡張を行った。表土掘削が進ん

だ段階で、人力による遺構確認を行った。遺構確認は、耕作による撹乱が著しく、土坑及びピット等の

小さな遺構を確認することが困難な状況との理由から、遺構精査は、住居祉中心となった。遺構の精査

は、表土掘削及び遺構確認と並行して北側から開始し、主に住居祉を中心に順次南側へと進めた。表土

掘削が終了した範囲では、随時、遺構及び遺物の位置を記録するためのグリッドの設定を行った。遺構

精査が終了した範囲については、随時、デジタル遺構測量による記録を行った。また、 3月上旬には、

発見された遺構精査がほぼ終了し、ラジコンヘリコプターによる遺跡の全景写真を撮影した。3月中旬

から下旬にかけては、住居祉の掘り方及び竃等といった遺構と石製模造品が多数出土したグリッドの補

足調査を行なった。 3月下句には、全ての調査が完了し、発掘調査現場に設置したユニットハウス等の

撤去、道具等の片づけを行なった。

調査面積は、当初、 20，000trlを予定していたが、調査区を拡大した結果、 最終的には 34，000trl以上

に及ぶものとなった。

(2)資料整理の経過

平成 21年度

資料整理は、平成21年4月 1日から平成 22年3月31日までの問、断続的に実施した。本年度は、 4・

5月に遺物の洗浄・注記を中心に基礎整理の一部を直営で行なった。 6月以降は、資料整理のうち、記

録類(図面、台帳、写真等)の整理と遺物整理(分類、接合、遺物台帳作成、遺物実測等)を民間調査

組織に委託して、 3月まで行った。

平成22年度

本年度は、報告書作成を中心に平成 22年4月 1日から平成 23年2月 28日まで行った。遺構及び遺

物関係等の版下作成、写真図版、観察表、デジタルデータ化等の報告書作成及び編集業務を、市教育委

員会の監理のもと有限会社毛野考古学研究所に委託して 11月まで行なった。報告書の全体編集は、12

月に行い、 1月から 2月まで校正及び印刷製本を行った。なお、遺物の一部(石器等)の版下作成は、

直営で行った。また、報告書編集では、パソコンを使用し、全ての版下をデジタルデータ化した。

(井上慎也〉
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H 調査の方法

1 発掘調査の手順

発掘調査の方法及び手順は、安中市の調査で採用している独自の方法を基本としている。

発掘調査は調査区の設定後、パックホー (O.7rrl)で遺構確認面 (ill層下部からN層上面)まで掘削し、

人力でジョレンを用いて遺構確認を行った。表土掘削後、基準杭測量及びグリッド設定を行った。検出

された遺構については、遺構毎に遺構略称と番号を付け、遺構の内容に応じた精査を行い、土層断面状

況及び完掘した遺構をリバーサル及び白黒フィルム (35mm)で写真撮影を行った。遺構精査終了後、

ラジコンヘリコプターで遺跡の全景写真撮影を行なった。

2 遺構調査の方法

(1) 竪穴住居祉の調査方法

竪穴住居祉の調査は、「分層 16分割法」で行った。遺構の範囲を確定後、住居祉の中心を東西南北

に直交する 2本のベルトを設定する(ポイントは赤)。さらに、その聞を 16分割するための補助点を

設定し、 16分割区をつくる(ポイントは黄)。南北方向のベルトに平行してサプトレンチを設定し、土

層を分層しながら床面まで人力で掘削する。住居祉深さと大きさが決まった後、分層毎に掘り下げを行

う。遺物の取り上げは 16分割を基本とし、上層の遺物は取り上げ、床直及び下層の遺物はそのまま残

し遺構を掘り下げる。理、土坑、ピット等の関連遺構の遺物は遺構毎に取り上げる。ベルトを残しなが

ら床面まで精査が終了した後、土層断面写真を撮影し、土層説明を記録する。土層断面図は「ビニール

転写法」を用いて原寸大に転写する。士層の記録が完了した後、ベルトを崩す。床面を精査し柱穴(ピッ

ト)、貯蔵穴(土坑)を確認し精査する。平行して瞳の精査も実施する。電は半分を精査し、土層堆積

状況を記録した後、完掘する。竃平面図の一部については、デジタルカメラで垂直撮影し、微細図を作

成した。遺構番号は、 H-52-154である。

(2) 円形周溝状遺構の調査方法

溝の範囲確認後、溝部分を土層堆積観察用のベルトを十字に設定し、闘をさらに分劃して分割区を設

定した。古墳の可能性も考えられたが、円形内を精査した結果、主体部等の明確な遺構は確認されなかっ

た点と同時期に類似する遺構が存在する例があるととから、周溝状遺構とした。溝内の遺物は区毎に取

り上げた。遺構番号は、EM-4である。

(3) 士坑、溝の調査方法

士坑は範囲を確認後半裁し、士層断面図を作成後、残りを精査し完掘した。士坑番号はD-38から

である。

溝は任意に土層観察用のベルトを設定し、掘り下げを行った。溝番号は、M-3からである。
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(4) 遺構測量、遺物の記録の方法

遺構の平面図:全ての遺構の平面図は、 1140を基本とした。遺構完掘後、デジタル測量によりデー

タ化 (DWG.EPS形式)し、作成図面の校正及び修正をした。

土層断面図・遺構微細図:幅2mの農業用ビニールを使用して、遺構及びその断面にあて原寸大でマ

ジックで転写する方法 (iビニール転写法J)で作成した。

遺物の出士記録:遺構出士の遺物は、分割区毎、層別に取り上げ、遺物出士量を袋の大きさで相対的

量(大量・多量・少量・微量)に置き換え、カードに記録し分布図を作成した。なお、土坑、小規模な

遺構の覆土中のものは「覆土一括」で取り上げ、出土量を記録した。調査区出土は、グリッド単位で記

録した。石製模造品が集中する場所では、通常の肉眼による取り上げと、グリッド単位で土壇洗浄を行っ

た。

(井上慎也)

3 資料整理の方法

(1) 整理の方針

加賀場遺跡の特徴は、古墳時代中期から後期にかけての大規模な集落遺跡であり、集落景観の復元老

目的とした遺構、遺物の整理を行う ζとにした。そζで、本報告では、遺構、遺物の事実記載及びデー

タを中心に掲載し、遺跡の総括は、今後の報告で検討することにした。

なお、作業全体の効率化を図るためデジタル機器を使用して挿図の作成、報告書の編集、写真・デー

タの編集等の作業を行った。

(2) 遺構図整理の方法

住居祉:住居祉の時期は下層及び竃の遺物によって時期を決定した。 重複のある場合は土層堆積状況

と遺物出土状祝により新旧の判断をした。報告書には各住居祉の平面図、土層断面図、遺構断面図、遺

物分布図、竃・士坑等の平面・断面図、士層説明表、住居祉観察表を掲載した。平面図には柱穴 (ピッ

ト)の深さを示し、配列が分かるようにした。

円形周溝状遺構:円形周溝状遺構は、掘り込みが無く全周する溝のみの検出であったため、溝出土の

遺物から時期を判断した。報告書には平面図、士層 (遺構)断面図、遺物分布図、士層説明表、観察表

を掲載した。

士坑:全ての土坑については、特定の機能を示さないで用いる「土坑」の用語で統ーした。土坑の中

には「墓」、「貯蔵用」、「陥穴」と考えられるものもふくまれるが、明確に機能を区別できるものは少な

い。時期及び機能については特定するのが難しいため、本報告では形態と出土遺物の性格から判断する

ことにした。報告書には平面図、土層(遺構)断面図、土層説明表、観察表を掲載した。

溝 :遺構の時期については、確認面及び覆土中の遺物から判断した。集石については礁の石材、状祝

を検討した。報告書には平面図、土層(遺構)断面図、土層説明表、観察表を掲載した。
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(3) 遺物整理の方法

土器の整理:土器は縄文土器、弥生土器、古墳時代の土器(土師器、須恵器)に大別し、器種毎に分

類した。土器は「量」を把握するために重量を区、層毎に記録し、 16分割を基本とした分布図を作成した。

縄文士器は出土遺構毎にまとめ、覆士中の遺物を「群」として捉え土器群を検討した。古墳時代の土器

は、廃棄により覆土中(1、2層出土遺物〉から出土したものと床面直上及び住居に伴う遺棄 (3層及

び竃等の遺構出土)されたものとに区別し、後者を一括性をもっ土器群として捉えて検討した。

土器の分類は、破片と復元できる個体に分け、破片については器種毎に重量を記録した。復元できる

個体については重量を記録した後、復元率によってランク付け (A-D)を行い、個体台帳を作成し、

器種、接合状態、重量を記録した。土器の実測については、住居別、器種組成を優先し、完形もしくは

完形に近いものについては極力図示に努めたが、器種内で同形態の土器が多数ある住居では、代表的な

土器を図示し、その他は割愛した。遺物の出土量を記録するととで破片についての情報も活用でき、遺

構全体での遺物の出土傾向が把握できる点で有効性をもっと判断した。報告書には遺構毎に土器群の特

徴が検討できるものを優先して掲載した。実測した土器については、個別に観察表を作成した。また、

古墳時代の土器群については、特徴及び編年的位置付けの所見を掲載した。

石器の整理:石器は各時代毎に安中市の分類基準で分類し、石器台帳を作成した。縄文時代の石器に

ついては、遺構出土のものと時期が特定できるものが少ないため、全体の器種のみを集計し、写真撮影

を行い、図示はしなかった。弥生時代の石器は、全点図示した。

古墳時代の石器の整理は、平成 17年度の整理方法に準じている。石器は、形態と製作方法で器種を

分類し、製作にかかわる遺物(素材剥片、破片等)についても全点観察表を作成し、石器全体の器種組

成と石材組成(点数と重量)を作成した。との台帳をもとにして遺構毎に器種別の分布図を作成した。

また、石製模造品等の器種組成、石材組成、器種別各種計測グラフを掲載した。編物石とその他の石器(台

石等)については、集計表と各種計測グラフを掲載した。報告書には、各器種の全点、製作工程に係わ

る遺物の一部を掲載した

用語については、古墳時代の石製道具を「石器」として一括した。石製模造品については、学史的に

「滑石製模造品」、 i(広義〉石製品」等呼称については定まっていないが、本報告では本来の機能性をも

たない二次的(祭閥的)機能をもっ石製品を本来の製作工程を経ないで製作される「模造」によるもの

として「石製模造品」の用語を用い、道具として実用的で機能と用途が一致する「石製品」とは区別した。

石製模造品の器種分類では、製作工程を把握するために完成品と未成品、原石・石核、素材剥片、調整

剥片・砕片に分類した。各器種の大きさと重量を比較するため長幅グラフ、重量度数分布グラフを作成

した。また、図示は完成品と未成品を中心にしたが、製作遺物については原石・石核、素材剥片も図示

した。それぞれの器種の時期については、製作から廃棄に至るまでの過程があり、単独で時期を特定す

るととが困難であるため、あえて時期細分をせずに一括し、個別の型式学的特徴によって時期差をみい

だすことにした。

その他の遺物:鉄製品は、ほとんどが錆による廊食によってクリーニングしでも形態が判別できるも

のが少なく、無理な分類は行わなかった。住居祉覆土から出土した埴輸については、分類し、図示した。

土製品は、分類し、閏示した。
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(4) 写真整理の方法

現地で撮影した写真については、リバーサル(カラー)、白黒、ネガ(カラー)別にファイルし、ア

ルバムを作成した。また、カラー写真は、その後の保管(保存)・活用を考慮し、デジタル化した。

遺構写真は、画像を全てデジタル化し、遺構毎のフォルダを作成した。使用カットは遺構全景、遺構

土層堆積状況(セクション)、遺物出土状況を基本とし、必要に応じてカットを追加した。デジタル画

像は全てカラーとした。

遺物写真は、全てデジタルカメラによって撮影(委託)し、遺構写真と同様、画像をデジタル化した。

遺物写真図版は、単体及び集合写真とし、土器については実測した個体は全て単体で撮影し、一括遺

物は集合写真とした。また、石器、石製品、石製模造品、その他の遺物は、器種毎に単体あるいは集合

写真とした。

(5) デジタル編集の方法

遺構図及び遺物実測図については、出来るだけデジタル機器を使用して編集した。遺構図については、

原因を修正した後、スキャナーで図面を取り込み、デジタルトレースで挿図を作成した。

手書きのトレースや地図については、スキャナーで取り込み、画像を編集し、掃図を作成した。

遺物観察表は表計費ソフトを使用して作成した。写真図版はリバーサルフィルムをデータ化(コダッ

クフォト CD)して、必要な写真を選別し、画像を編集した。

(井上慎也)
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E 遺跡の地理的・歴史的環境

1 地理的環境

安中市は関東平野の周縁部である群馬県西部(西毛地域)に位置する。市の西部から北部にかけては

山地が広がる。碓氷峠付近を水源とする碓氷川が西から東へ椀れ、市域を南北に分断する。また、碓氷

川の北側には並行して九十九川が涜れ、安中市東部で碓氷川に合流する。これらの河川流域には、河岸

段丘が発達し、下位段丘(磯部、人見地区)、中位段丘(安中・原市地区)、上位段丘(横野地区)が存

在する。

加賀壕遺跡は安中市中野谷字加賀塚地内に所在する。本遺跡が存在する中野谷地区は、安中市南部、

碓氷川河岸段丘の上位段丘面に存在する。との台地は「横野台地」とも呼ばれ、幾筋もの細長い台地が

形成され、その低地部分には湧水点も存在し、小河川が涜れる。現状では起伏は緩く、平坦地が続いた

地形である。加賀塚遺跡は、低地に接する南斜面に存在する。遺跡の標高は 250~ 260 mである。

(井上慎也)

2 歴史的環境

中野谷地区では、大規模土地改良事業、工業団地、道路建設等の開発に伴い、地区のほぼ全域が調査

されている。これらの調査の結果、中野谷地区には縄文時代の大規模な集落遺跡と古代の牧関連遺構群

を柱とする多数の遺跡が存在する地域として知られている。

とこでは、各時代について概観する。

|日石器時代

中野谷松原遺跡でAT下位(暗色帯)の石器が出土している。注連引原E遺跡では黒曜石製の尖頭器

が出土している。浅間山給原とするローム層の堆積状況が厚いことから、との時代の遺跡は少ない。

縄文時代

草創期の遺跡は、石器のみが採集されている。早期では、金井谷戸遺跡で押型文土器群とその石器群

が検出されている。前期前葉以降、遺跡が増加し、住居祉が列状に並ぶ中原遺跡、有尾・黒浜式期から

諸磯b式期にかけての拠点的集落である中野谷松原遺跡、中期前葉から中葉の大規模環状集落である砂

押遺跡、中期終末から後期初頭にかけての柄鏡形敷石住居祉群を主体とする集落の中島 I・E遺跡、後

期後半の配石遺構である大道南遺跡、後期後半から晩期まで継続する祭租遺構の天神原遺跡等がある。

縄文時代の遺跡は、低地を望む斜面部あるいは台地平坦部に存在する。加賀場遺跡の東に隣接する天神

林遺跡では、前期中葉の焼失住居祉、中期初頭の遺物が確認されている。なお、西横野地区では、中期

後半を中心とする集落遺跡が多数発見されている。

弥生時代

前期末以降で注連引原遺跡、中期前半の注連引原E遺跡、大上遺跡、原遺跡の集落遺跡と遺物を出土

する遺跡が横野台地で点在する。中期後半は、加賀壕遺跡で遺物が出土し、長谷津遺跡では、集落が確

認されている。後期初頭になると上北原遺跡で櫛描文系土器群と共伴して、磨製石鍍の製作が確認され

ている。後期後半では大下原遺跡、原遺跡で住居祉が確認されている。弥生時代の遺跡分布は、中期前

-8-
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遺跡名 |日
縄文 弥生 古墳

奈良 平安 中世 近世 備考
草 早 前 中 後 晩 中 後 前 中 後 終

1 加賀塚 。 。 * * 。 。 。 古墳集落円墳

z 加賀塚古墳 東横野E号漬、時期不明

3 磯郎2号墳 。 円墳、竪穴系

4 硯郎3号墳 。 前方後円墳か、竪穴系

5 向山 。 。 古代牧

6 中野谷原 。 。 。 。 。 弥生中耳目集落、古境集蕊古代牧

7 上北原 。 。 。 。 古墳・弥生集落、古代枚

8 天神林 。 ム ム

9 天神原 。 。 。 。 。 。 縄文俊晩期配石、古代鍛冶

10 中野谷松原 ム 副幹 。 。 。 。 。 縄文前期集落

11 中島 l'II 。 。 。 。 。 縄文・古墳集落

12 砂押 l'II.m 。 。 。 。 縄文中期現状集落、古代牧

13 砂押原 。 。 質文配石、古墳集落

14 人見東原 。 吉".谷系土器群

15 上原 。 古代牧

16 大道甫・大道南E 。 。 縄文中・後期集落、配石

17 上宿甫 f:， 。 。 古代牧

18 人見大谷樟 。 A 。 。 。 古墳前期集落、古代放

19 下高田原遺跡調陣 。 。 。 。 。 古代牧関連遺構群

20 商向原 。 。 。 縄文前期集落、古代般

21 真光寺原 A 。 。 古代牧

22 向原 l'n. m 。 。 。 。 。 。 古代牧関連遺構

23 細回 。 f:， f:， 。 。 。 縄文前期集落、古代牧

24 和久岡 場思 * ム 。 。 古代牧

25 下宿東 キ 。 t与 。 。 。 。 古墳前期集落、古代牧

26 北東・堤下 。 f:， 。 。 古墳後期集落

27 下塚困 f:， 当事 f:， f:， f:， 古墳~古代鍛冶

28 中原 ム 。 * ム 。 。 縄文前期集落、古代牧

29 官事合・官事合E * 2ド * * 本 i主 。 。 古代牧

30 平塚 * 。 。 。 古墳群(円墳)

31 注連事I原 。 f:， 。 弥生前~中期集落

32 注連引原E 官民 。 * ム ム 。 ム 。 。 。 ム 弥生前~申期集総古代枚

33 大上 。 。 A 弥生中期集車庫

34 経塚古墳 。 円績、野様、石型機造品

35 荒神平・吹上 t主 。 。 。 。 。 。 。 。 古墳~古代集落

36 よノ久保 。 。 。 。 。 。 。 古墳~古代集落

37 諏訪ノ木 。 。 。 弥生・古墳集落

38 下原・賓神 。 。 。 。 弥生~古代集落

39 蔵畑 。 。 古墳集落、石製模遺品

40 日向後原 。 。 古墳前期古墳周堀

41 野毛良 キ 。 。 。 。 古墳集落

42 国中国・久保回 。 方形周溝墓

43 縄訪辺 。 古代集落緬僚船

44 西裏・西新井 ム 。 * 。 。 。 。 古墳~古代集落〔議部期防

45 人見北原 。 。 A 古墳~古代集落@駒鞍船

46 松井図工業団地 * 。 。 。 。 。 古墳~古代集落匂島都期防

47 人見大主寺 。 。 f:， f:， 古墳~古代集落@臨戦船

48 塚原古墳群 。 十数基の小円墳群

49 集積二子塚古墳 。 前方後円墳、横7帯、石製模遺品

50 清水1-羽 。 ム 。 。 。 。 。 A 古墳~古代集落、中世土ー鵬成黛

51 榎木剣 。 。 。 。 。 古境~古憎鰭

。:大規模な遺跡 6制醐・古墳斡 0:中規模な遺跡(住居祉・牧闘逮斡

ム:'J煩棋な遺跡は筑・溝等) * :遺物が出土した遺跡

第 1表遺跡一覧表



半では、台地の崖端部に分布し、注連引原遺跡群をはじめとする遺跡群を形成する傾向が認められるが、

中期後半以降、集落は少なくなり、広い台地に点在する傾向となる。

古墳時代

前期~中期初頭にかけての集落遺跡が点在し、下宿東遺跡、天神原遺跡等で住居祉が確認されている。

中期以降の集落遺跡は、今までは少ない地域とされてきたが、今回の加賀塚遺跡をはじめ北堤・堤下遺

跡、中島 I遺跡、原遺跡、上北原遺跡等で確認されている。集落の占地は北堤・堤下遺跡を除き、加賀

塚遺跡周辺部に存在する。古墳時代の集落は継続性が認められず、短期聞に形成、廃絶する傾向がある。

加賀塚遺跡には、隣接して加賀塚古墳が存在する。また、北側には中期の磯部2号墳、磯部3号墳が存

在する。磯部3号墳では石製模造品が出土している。なお、西横野地区では、加賀塚遺跡と闇連性のあ

る古墳時代中期前半を中心とした拠点的な集落(人見枝谷津・東向原遺跡、人見向原遺跡、人見西原遺

跡等)が多数確認されている。

奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺構として特徴的なのが、牧に関連する遺構群である。この牧は古代上野固に置か

れた官牧ではなく、記録にはない。主な遺構は中野谷地区全域を区画する大溝であり、地形によって鰻

つかの単位で検出され、中原遺跡、下宿東遺跡、上宿南遺跡、原遺跡、上北原遺跡、天神原遺跡等で確

認されている。また、関連して鍛治工房跡が天神原遺跡、下壕困遺跡で確認されている。中原遺跡では

区画溝と併設する溜井が確認されている。台地下の下位段丘面には大王寺・新寺地区遺跡群(松井田工

業団遺跡、西裏・下新井遺跡等)では、古墳時代以降から継続する古代「磯部郷」に関係する伝統的集

落が存在する。この遺跡群では鍛治関連遺構や官街的色彩の強い掘立柱建物群等が確認されており、牧

の経営に関与した遺跡群と推定されてる。原遺跡では、炭焼土坑が多数検出されている。なお、西横野

地区では、牧関連遺構の大溝(区画溝)と伝路と推定される道路状遺構が広範囲に確認されている。ま

た、これらの遺構と同時期の集落跡が周辺に分布する。

中世以降

中世以降の遺跡は少なく、遺構としては溝及び土坑等が検出される例が多い。これらの遺構は覆土中

に浅間B軽石を含むことから、 12世紀以降の所産と思われる。確認できる遺構としては中野谷陣屋(荒

屋敷地区)がある。本遺跡名である「加賀塚」の字名は、近世七日市藩の「前田氏」に関連したものと

推定され、調査地付近には「前田神社」と把られた石塔が建立している。

平成 17年度調査の加賀場遺跡の概要

加賀塚遺跡は、平成 17年度に 3次にわたって発掘調査を実施した。調査の結果、縄文時代では、有

尾・黒浜式期の住居地2軒、加曽利E式期の住居祉 1軒、時期不明 1軒、五領ケ台式期の士坑等が発見

された。弥生時代は、石錬、石鍬のみが出土した。古墳時代は、中期から後期にかけての住居祉 51軒、

円形周溝状遺構3基、竪穴状遺構2基、土坑 16基、溝2条、終末期古墳 1基が発見された。また、集

落内で集中的に滑石製石製模造品を製作する工房祉が確認された。終末期古墳は、「東横野6号墳」と

して周知されていたが、確認調査によって、周知の場所から東へ約80mの位置していたととが判明した。

(井上慎也)
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層序3 

C区の土層堆積は、畑作地という状況加賀塚遺跡は碓氷川右岸の上位段丘(横野台地)に位置する。

から、表面的な耕作による揖乱(土壌改良及びトレンチャーによる耕作溝等)が及んでいたが、遺構の

存在が確認できるE層以下では、堆積状況が良好な場所もみられた。平坦部では、削平により、黒色土

の堆積が薄く、 1a層(表土)の下がN層あるいはV層にいたる場所が広い範囲でみられた。斜面部は、

黒色士が厚く、浅間A軽石 CAs-A:1783年)の純層(lb層)と浅間B軽石 CAs-B:1108年)の純層 Cll

b層)の堆積がみられた。古墳時代の遺構は、遺構のプランが明瞭となるW層上面で確認できた。また、

N層では、縄文時代前期から中期にかけての遺物包含層を確認した。

調査区内において、士捨て場を兼ねてローム層の堆積状況を観察するための深掘りを実施したとこ

ろ、横野台地一帯でみられるローム層(浅間山の噴火による火山灰及び軽石など)の安定した堆積がみ

られた。ローム層の堆積は、浅間板鼻黄色軽石層 CAs-YP)、浅間大窪沢第 1軽石 CAs-OPl)を含むロー

とその層群中で暗色帯を境に分けられる浅間室田ム層、広義の浅間板島褐色軽石層群 CAs-BPGroup) 

軽石層 CAs-MP)、さらに、その下層は、粘土層(黒色帯)となり、上部には姶良Tn火山灰 (AT)の

純層が堆積が確認できた。黒色帯までの深度は、地表下約5mである。

(井上慎也)
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N 検出された遺構と遺物

1 遺跡の概要

概要

加賀塚遺跡は、「横野台地」の北縁部にあたり、その北側は碓氷川河岸段丘による急峻な崖が形成さ

れている。全体的には北から南へ大きく傾斜するが、北側では碓氷川方向から入り込む小支谷に向かつ

て東へ傾斜している。

発掘調査はこれまで3次にわたって行われ、縄文時代前期前半及び中期初頭の遺構群、古墳時代中期

末~後期初頭の集落跡、古墳時代終末期の古墳等が確認されてきた。

今回の調査では、前回調査を行った地区(~加賀塚遺跡 1 ~)の北側及び東側が対象となった (C ・ E 区)。

そとでは前回調査に連続する集落祉とその範囲を確認した。なお2次調査において、 C区の一部を調査

しており、古墳時代中期の住居地 l棟を調査・報告している (H-51号住居社、「加賀塚遺跡 U)。

主な遺構は古墳時代に帰属し、住居祉(竪穴建物)103棟、周溝状遺構 1基、竪穴状遺構2基、土坑、

溝である。なお周知されていた東横野6号墳は、前回調査したK-l号古墳であることが確定した。

その他、縄文時代の遺物を包含する遺構は検出されず、前期前半、中期初頭の遺物が少数出土した。

また、弥生時代の土器・石器も少数出土した。古代以降の遺構・遺物は少数である。

C区

C区は、 A.B区の北側に相当する。古墳時代前期~後期に至る住居祉が 101棟検出され、大規模

な集落祉が斜面地全面にわたって南北にのびるととが確認された。南側の遺構群は前回調査に連続する

一群である乙とが判った。

その他の時代に帰属する遺構・遺物は少ない。縄文時代では、前期前半、中期初頭の包含層を検出し

たが、陥穴 1基以外の遺構は確認されなかった。主な遺物は、関山E式、有尾・黒浜式、五領ヶ台式、

加曽利E式の土器、石艦、打製石斧、スクレイパー、凹石、磨石等である。弥生時代では、中期後半の

石器、土器片が出土した。 7世紀代のものが下限で、古代以降の遺構は確認されなかった。

E区

E区は、 B区の東側に相当する。集落の東側部分の範囲を確認するためのトレンチ調査を実施した結

果、 2軒の住居祉が検出されたのみで、乙れ以上の範囲は認められず、集落の東側範囲が今回の調査に

よって明らかとなった。

調査区東側部分

トレンチによる確認調査のみである。県道部分までの東側部分では、 D区及びE区を境として古墳時

代の遺構は確認されなかった。縄文時代では、土坑等の遺構、遺物が少数検出されたが、集落の存在は

確認できなかった。また、少数の溝を確認した。調査対象面積が広範囲にわたるにもかかわらず、遺構、

遺物ともに密度は低いことが明らかとなった。県道部分で発見された天神林遺跡の範囲は、今回の調査

対象範囲までは広がっていないととを確認した。

(石丸敦史・井上慎也)
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2 縄文時代の遺構と遺物

(1) 遺構 (第 101図)

縄文時代の遺物を伴う遺構はなかったが、 D-28号士坑は陥穴である可能性が指摘される。

(2) 土器 (第8図)

1 • 2は関山E式で 1は単節羽状縄文後コンパス文、 2は組紐文を施すものである。 3 • 4は同一個体

で、薄手で胎土に繊維を含んでおらず、口唇部が平坦な探鉢である。文様は口縁部文様帯に先端が鋭角

な工具により縦位単枕線を充填させ、休部に単節RL縄文を縦位に施すものである。、前期末~中期初

頭に帰属するものと想定しておく。 5~7 は十三菩提式で 5 ・ 6 は集合沈線後に結節浮線文が施される。

7 は突起で全体的に結節浮線文を充填させ、中央頂部のみ円形状に陰刻する。 8~27 は五領ケ台式で、

8は横位平行洗練により上下に区画し、区画の上位に集合洗練、下位に瓦状の押引文を施すものである。

9は波頂部にあたり、短沈線が施される円形状の突起が付される。また口縁下には短沈線を充填させた

玉抱三叉文が施される。1O~ 12は棒状工具による斜位及び弧状の太い枕線区画内に単沈線・三叉文

を充填させる特徴を持つ。 13は「く」の字状に内折する口縁部形状を呈し、横位平行沈線聞に格子目

文を施す。口層部には単節Lの撮り糸を連続して押圧している。 14・15・17・19・22・23は縦・横・

斜位、弧状の平行沈線による区画内に格子日文が施されるもので、 14・15~こは区画空白部に三叉文が

配置される。また、23に限り平行洗練は陸帯に沿って施され、休部には斜位の単節LR縄文が施文される。

16・18は横位平行沈線で口縁部を区画し、平行沈線から区画内へ向けて三叉文を連続して配し、区画

の空白部に単沈線の充填が施される。 20・21は刻みを有する横位隆帯により口縁部を区画し、 20には

隆帯脇の洗練より三叉文が派生し、 21には棒状工具による多段の横位洗練が陸帯に沿って施され、口

唇部には連続する刻みを有する。 24~26 には結節回転文が施されており、 24 ・ 25 には羽状と想定さ

れる単節縄文、 26には単節LR縄文が縦位に施文される。 27には横位・三角形・格子日状の平行沈線

が施され、文様の空白部に三叉文が配される。なお、最上位の平行枕線は有節となっている。

(日沖剛史)

(3) 石器 (第 10図)

石器は、土器と同様、遺物包含層及び古墳時代住居祉等の遺構覆土中から 569点(石器 139点、剥

片類 450点)出土した。石器の時期は、一部を除き、特定するととは困難であるため、ことでは、縄

文時代の石器を一括して報告する。主な器種は、石鍛32点(うち未成品5点)、スクレイパーA類(黒

曜石) 2点、模形石器2点、スクレイパーB類 30点、石匙B類 1点、打製石斧36点(欠損部分含む)、

石核状石器 1点、凹石 14点、磨石 18点、石皿2点、台石状石器 1点である。剥片は、黒曜石、黒色

頁岩が主体である。

石鍛は、凹基無茎式を主体とするが、凹基有茎式(1~4)、凸基式 (5) も認められた。 4 は、片

側縁辺のみに突起がある。打製石斧は、 E形態が少数認められた。なお、有茎のものは、弥生時代の可

能性もある。石器石材は、石蝕には非在地の黒曜石が多用され、石畿の一部、打製石斧、スクレイパー

などには、在地のチャート、頁岩、安山岩が多用されている。磨石、凹石などの礎石器には、在地の安

山岩が多用されている。本遺跡から出土した石器は、時期は不明であっても、周辺地域の縄文時代の石

器及び石材との共通性が認められた。

(井上』慎也)
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3 弥生時代の遺物

(1)土器 舗9図)

C区北側の古墳時代住居祉覆土中から弥生土器片が出土している。それらには、 1・5のような弥生

中期後半、栗林式の聾・壷や2のような古墳時代初頭、吉ヶ谷式の曹が認められる。出土した弥生土器

片は、おおむね弥生中期後半から弥生時代後期、古墳時代初頭に帰属するものである。包含層は削平さ

れていたが、遺物分布の状況から判断して、北側を中心とする範囲に中期後半の遺構が存在していた可

能性がある。

(井上慎也・石丸敦史)

(2) 石器 (第 10図)

石器は、磨製石鍛 1点と石鍬3点が出土した。いずれも遺構に伴うものではないが、形態から判断し

て土器群と同時期で、中期後半に帰属するものと，忠われる。磨製石鍛 (6)は、有孔無茎式である。鋪

は研磨によって平坦となっている。基部の凹み部分には、 2カ所の挟りがみられる。石鍬は、剣形 (7・

8)の欠損品(基部、刃部が欠損)と未成品あるいは両側縁が平行の短冊形である。直接打撃による交

互剥離調整が施されている。石材は在地の安山岩である。

(井上慎也)
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4 古墳時代の遺構

( 1 )遺構

1 住居祉窃 11図~第98図)

概要

住居祉としたものは、いずれも竪穴建物社である。平面方形基調の竪穴を有し、いずれもローム層ま

で掘り込まれている。ただし、小規模で浅い竪穴のもので機能的にも住居地と判断しかねるものもあっ

たが、調査過程において便宜的に住居祉とした。

時期

出士士器から判断される住居祉の時期は以下の通りである。

3世紀後半 :3棟/4世紀 :6棟(前半2棟・後半 l棟)/5世紀前半:28棟/5世紀後半:24棟

/6世紀前半:10棟/6世紀後半:5棟/時期不明:26棟

検出状況

まず、遺構の平面検出は容易にプランが確認できたものとそうでないものがあった。その要因として

まず調査区全域にわたってトレンチャーによる撹乱が広がっていたことが考えられる。しかし、それだ

けではなく、遺構検出面を高く設定したことによって竪穴周囲の状祝が把握されたことが挙げられる。

H-65号住では、方形竪穴の周囲にテラス状の浅い掘り込みが確認された。そのテラス状の掘り込

みは外側へ緩やかに立ち上がっているが、竪穴の周囲を全周せず、西側を中心にめぐっている。同様の

テラス面は H-62・H-88・H-109・H-118・H-126・H-129・H-146号住で確認されて

いる。いずれも外側の立ち上がりが緩やかであり、平面検出時には、不明瞭なプランとして視認できる。

なお多くの場合、全周せず標高の高い側で確認されていることから、傾斜地に立地する竪穴建物の壁

面の高さを平坦に調整した結果と考えられる。また外側への緩やかな立ち上がりは周堤帯との関係が想

定される。

次に住居祉は 102棟を数えるものの、切り合い関係が認められたのは 3ケ所に止まった。 5世紀前

半の H-65号住では覆土中に浅間B軽石が堆積しており、古代に至るまで竪穴が埋没していなかった

ととが想定される。そのため埋没していない竪穴が避けられ構築されたと想定される。なお覆土上層で

土器が多量に出土するような状況は認められず、土器を多量に竪穴に投棄した様相は窺えなかった。

規模

住居床面面積(住居下端での計測値)でみると、その規模はおおむね 1: 49rrl以上、 n: 49rrl未満

-36rrl以上、 m: 36rrl未満-25rrl以上、 N: 25rrl未満-16rrl以上、 V: 16rrl未満に分類される。規

模不明のものを除いた各住居件数は以下の通りである。

1 : 2棟/n:7棟/m:19棟/N:39棟/V:35棟

Nに分類されるものが最も多く、 5mX5m-4mX4mの床面が主体をなしていると言える。

覆土堆積状況

覆土は自然堆積と想定されるものが大半を占めた。また斜面地に立地しているが、ローム層が短期間

に疏入したような堆積はみられず、土砂流出といったような状況も認められなかった。

H -62・H-65・H-88・H-99・H-118・H-129・H-138号住では浅間B軽石がレンズ

状に堆積しているのが確認され、古代に至るまで竪穴が残存し緩やかに埋没していったととが判る。そ
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の一方で、 H-52・H- 144号住では士葺き屋根に由来すると考えられる士層が確認された。とくに

H - 144号住ではハードロームを多く包含するローム層が住居内に平面ドーナツ状に堆積しており、

土葺き屋根が崩落した状況が想定される。そのドーナツ状に広がる状況からも、屋根頂部には土は葺か

れていなかったものと推測される。またこの H- 144号住では、覆士上面において柱痕が平面検出さ

れたととから、とくに柱を抜き取るようなととは行わず、上屋構造は自然崩壊したものと考えられる。

炉・カマド

炉はいずれも地床炉である。住居北側、主柱穴聞に設けるものが多い。安山岩製の炉石を置くものが

多く見られる。

カマドは住居北側もしくは北東側に設置するものが最も多く、東または南東側に作るものもある。そ

の構造は地山ロームで作られるもの、地山ロームと天井・袖に一部礁を使用するもの、石組のものの3

つがある。石組のカマドを有するものは、 H-99号住と H- 113号住がある。 H-99号住は 5世紀

第E四半期に位置づけられ、 H- 113号住は時期不明である。 H-99号住では、平坦面を内側に向け

て並立された袖石は住居内に長く伸び、天井石を懸架する。煙道は短く、地山を掘削して作られる。火

床および袖石の顕著な被熱は認められなかった。使用された石はいずれも安山岩である。 H- 113号

住も同様の構造をしているが、柚は H-99号住ほどは長く伸びない。柚石基部は地山ロームをわずか

に盛って固定している。

住居内土坑

住居内土坑にはいわゆる「貯蔵穴」とされる床面から掘り込まれるものと、「床下土坑」と呼ばれる

床面下において掘り込まれるものがあった。

貯蔵穴は平面形態が円形のものが多いが、その周囲に方形枠状の高まりが周るものが認められた。お

そらく板材による蓋が想定されるものの、土層観察によって確認されることはなかった。貯蔵穴内から

は土器が出土することが多かったが、いずれも士坑底面から検出されることはなく覆土中から出土して

いる。 H- 115号住では多量の土器が、周囲から貯蔵穴へ流れ込んだ状況が確認され、貯蔵穴の周辺

に多量の土器が設置されていたことが想定される。

床下士坑は H-84・H- 107・H- 109・H- 124・H- 126・H- 127・H- 138・H- 144・H

- 150号住において確認された。いずれもカマドを有する住居跡である。多くのものは、住居の中央

に設けられている。その平面形態は円形を基調とするが、 H- 144号住のように不整な方形を呈する

ものもある。深度は深いもので、 120cmを計測するが、80cm程度のものが最も多い。断面形状は方形

もしくは底面付近が外側ヘ広がるフラスコ状を呈する。覆土は黒褐色土・ロームブロックを主体とする

が、おおむね人為的埋土と判断される。遺物は包含していない。

柱穴

柱穴は4本主柱穴を方形に配置するあり方が基本となっている。明確な2本主柱穴は確認されていな

い。柱披き取り痕が確認されたものはなかった。またH- 126号住では、壁外柱穴が確認された。標

高の高い住居北側で 3基確認され、そのうち 2基の深度は 80-1Q0cmを計測する深いものである。

柱穴が無いもしくは不明なものは、とくに住居規模の小さいもので認められた。竪穴外での確認も行っ

たが、検出できなかった。

遺物出土状況

出土した遺物には、土師器・ 須恵器、石製品・石製模造晶・石器、鉄器、土製品がある。いずれも遺

必
せっF

H



棄されたものと考えられ、明確に廃棄された状況が把握されたものはなかった。燃焼施設に炉を有する

住居祉は、とくに顕著な集中箇所は認められず、必ずしも貯蔵穴周辺や炉周辺といった住居内施設に集

中する状況は見られなかった。その一方でカマドを有する住居祉では、カマド脇もしくは前面に出土土

器が集中する傾向が認められる。

須恵器は 5世紀第N四半期から 6世紀にかけての住居祉で出土している。 H-126号住では貯蔵

穴に涜れ込むような状態で出土している。 H-137号住では貯蔵穴の東側床面で出土している。 H-

146号住では貯蔵穴北側前面で出土している。須恵器は貯蔵穴周辺もしくはカマド周辺で出土する傾向

があるようである。

石製品・石製模遺品は住居覆土中より出土するものが大半を占めている。ただし H-153号住の琴

柱形石製品は床面上より出土している。またH-132号住では、浅い住居覆土中より多量の白玉が出

土している。ただし、出土する箇所は住居内でも限られていた。

2 周溝状遺構 舗 99図)

C区南側で 1基確認された (EM-4号周溝)。その平面プランは明瞭に検出された。

浅い掘り込みの溝が隅丸方形状に廻り、南北2ケ所に溝が切れる箇所がある。周囲および周溝内側で

ピットが確認されたものの、その深度は浅い。遺物は出土していない。

遺構の希薄な一帯にあたり、住居群と何らかの関係性が想定される施設であったと考えられる。

3 溝(第 100園)

C区東側に南北に走る溝が 1条検出された(M-3号構〉。北側は谷の落ち込み稜線上から南に向かつ

て走っている。一部後世の土地改変で損失している部分もあるが、南北に直線的に伸びている。 B区に

おいて検出されているM-2号溝は本溝に連続するものと考えられ、おそらく B区US1号溜池に接続

するものと想定される。

本溝より東側へは集落は展開しないことから、境界としての機能も有していたものと考えられる。

(石丸敦史)

5 古代以降の遺構

( 1 )遺構

1 土坑 (第 101図)

土坑は 4基確認されたが、いずれも遺物を包含しておらず時期不明である。 E区で確認された土坑4

基 (D29 -33号土坑)は覆土の堆積状況なEから中世以降のものであると考えられる。

(石丸敦史)
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Qx.d xxx x 
01阪 x x x x x 
0 1医6. 6. x x x 
o x x 副長 x x x 

備考屑名

0-1 

前1'1 1 貧揺色土居7.5YR x 
2 黒褐色土周IOYR 2<1 0 
3 暗褐色士周IOYR 0 
4 晴褐色土周1町四 4<3 0 
6 黒褐色土周IOYR 5>2 0 
6 崎褐色士周10lR 6>8 0 
7 黒褐色土周IOYR 0 
目黒褐色土周IOYR 8<6 0 
1 鳳褐色土周1町四 0 
2 県構色士周IOYR 2<1 0 

遺構名|周暑色蘭しまP粘性 混入物 価考

RPRBAs-C臼 E炭焼土

xxxxQxx 。xx x xxx
O x.d. xxxx  
O 企d. X X XX

o 6. 6. 6. x x x 

O x xxxxx 
o x ※6. x x x 
0 6.6. xxxx  

屑名

H一泊11 費褐色土居7田11. x 
2 果樹色土層山lR 2<1 0 
3 厩補色土層10Yl! 3>2 0 
4 黒縄色土居1肝11 4>3 0 
5 黒褐色土層10Yl! 5>3 0 

Hー10111 鳳褐色土眉1回11. 0 
阜 県褐色士膚1凶1 2<1 0 
冒 県福色土層司0Yl! 3>2 0 

遺構名|肩書

H-99・101号住居牡(1)実測図
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H-99号住 土11・石鰭分布
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第 49図 H-99・101号住居祉 (2)実測図
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土師楊坪1.434g
直 2，115g

計 3，596g

口• 

H-l∞号住

/ 

7区サプトレ............

•• 
15区サプトレ・・・........... 

3層

.B 

h
p
A
ω
 

〆
日
に
炉

。。A. 

E・

/ 
石器分布

2層

..三三j;焼土

、と七寸三三一~ -) 
7区サプトレ+
15区サプトレ・.F 

4m 

土器重量

1層

色蘭しまり給性 混入物 備考

R PRBAs-<陪E炭焼土

01民 x x x x 議長

4m 。
。

周名

z均
-唱

摘
艶
町
田

幡

酎

土

遺構名|肩書

色調しまり結性 混入鞠 傭寄

R PRBAs-C晶4炭焼土

o .d. x I“x x x 
O 桜 x d x x x 
O 様×企 xx x 
O 様 x .d. x x x 

。. 

.B 

園名

H-l02号住

A・

1 黒褐色士屑loYR 0 
2 黒褐色土居10官 2>1 0 
3 賂褐色土居1出13<20 
4 黒褐色士肩loYR4> 1 0 

。
• 

遺構名|周番

H-]∞ 

4m 

4m 

。1 賂褐色土居loYR

。
日-102

。

日
N
.何
個
N

・υ.B -u A・263.2m 

H-100号住居祉・ H-102号住居祉実測図
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土師器杯IO.201g
要ヨ凪757g

計 41.0閃E

3区サプトレ ・・・・・・・・・ 15区サプトレ ・・・・・・...... ・・・・・・・・
7区ザブトレ ....... D-1 ••••••••• 

.... ・・・・・・..
11区サプトレ・

•••••••• 
石器重量

1層

z
・

巨
H
E
N也
N

・0

悶

Q 

• 

• F 

• B 

。
⑮ 

ミ詰主ヲ

仁3

も

⑬ 

⑮ 

H-I03号住

E・

A・

D-l 
I・261.8mP4 1'5・J

P震当よJ
¥ 2 )P3 

E
H
N申
N

・υ
-c;.!) • 

A・262.lm U ・B
、qと r-...l ー下一f

E・262.lm P -ー .F

ザプトレl層 A 

P-l " 

-三
色調しまり粘性 温入鞠 働者

R P RBA島ε̂'トB炭焼士

0 企 X d. XXX

O 縦 割縦 割反 x x x 
o LI. x LI. x LI. x 
Oxx Ll. xxx  
o x 滋 x x x x 

唐名遺構名|肩書

4m  

4m  。
。0

0
0
0
0
 

H-I031 1 鳳褐色土眉1慣宜

2 黒褐色士膚l凶R2<1
3 鳳褐色士肩1凶R3>1
1 黒褐色土居I慣宜

Z 黒褐色士屑11l'lR

D-I 

H-103号住居社実測図
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国
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H-I04号住
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E・
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僧考色調しまP粘性 混入物

R P R B As-< As-B炭As-A
Oxxxxx 議

O 様 × ヨ!II: X X X 

O d. x xxxx  
oc.c.c.xxx  

層名遺構名|層番

H-I041 1 巣縄色土居1加1 0 
Z 黒褐色士屑1田12>1 0 
3 属褐色土居10'113>2 0 
4 馬褐色土居1出14>2 0 

土醐痢15g
直4，763g

附乱開Ig

士樽

7区サプトレ・・・・
11区ザプトレ・・・・・・
15区サプトレ・••• 

D-I・..・......
石器

2屑圏

百......

•• •••• J.... 

土器・石器重量
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画面
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•••• ••• 
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。

H-I04号住居祉実測図
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.F D-l 
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粗利グ
石縛
Z区ベルト 。

4m  
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備考土器

ヨ区サプトレ・・・・ Dー 1・・
7区サブトレ哩 P-[・••••• :.._._._~_ P-2・・・・11区サブトレ...... c -"" ____  ̂  

・・・ U 
IS区サプトレー••••••••• 

色餌しまり粘性 混入鞠
R PRB......Cb-B炭焼土

O L'> x L'> xxx  
O 当授 業 機 x x x 

膚名

1 鳳緬色士層lDYR 0 
2 照褐色土周1凹R2>1 0 

遺構名|肩書

H-l05 

ロ• 
。
• H-I06号住

杯

車

時

捕

許。
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。
四

iBぞ

k J 

土器・石器分布
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E円
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A・263.3m 

H-I05号住居祉・ H-106号住居祉実測図
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K・263.5m ・L
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カマド
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モ三三二二二ご二1
E・264，lm ・F

1m 

べζミ聾
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U
片
隅
州
問

色調しまり結盤 混入物

R P R B As-C As-Bシルト焼士

企滋 x x 0 x x 
o L'l. )( L'l. )( X X 

O L'l.L'l. xx  x x 
O L'l. Oxx  x x 
o x 0 x x x 磁 力マド崩糖士

OxOxxxO  
o x 0 x x x 様

O i関 x x x x ~鹿 住居覆士
O L'l. xxxx L'l. 1防

情考唐名

方マド

1 鳳褐色土周IOYR x 
2 黒褐色士周IOYR 2<1 0 
3 県福色土居lDnl 3>2 0 

4 暗褐色土周IOYR '>3 0 
1 貧褐色士周1.5YR 0 
2 貨梅色土周1.5YR2>1 0 
3 貧褐色土周1.5YR2>3 0 
4 展褐色士周IOYR 4<2 0 
5 黒褐色土周1凹R 5<4 0 

遺構名|眉番

H-l07 

石様分布

圃

土器分布

土師事ー杯947g

費四，岨7g

須恵棒坪1駒z
車田5g

計 1凪回目E

カマド@
D-l " 

床下士説 。

カマド・・.......•••••••••••• ••••••••• 
口口困 問

3区ザプトレ，...

7区サプトレ&∞∞∞0
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。

H-I07号住居祉(1 )実測図
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床下土坑
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H-I07号住措置り方

A・

4m 。
E
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田町・

υ

4m  

備考

1 黒褐色土膚1位I 0 
Z 黒褐色土届1M2>1 0 
3 暗褐色土眉1M3>2 X 

4 黒褐色士膚1M4<3 0 
5 暗褐色土居1位15>4 X 

8 黒褐色土居1償16<5 0 
7 黒褐色土屑1位17<1 0 
8 黒褐色土眉1位18<7 0 

色薗しまり粘性 混入物
E P R B As-C As-B V.ルト健之

o X 様 x x 機 X

o X ~ X X I民 X

X X 0 X X 議長 X 

O 燦 X X X X X 

xxQxx  x x 
O 様 X X X 0 X 

O 様 X X X 0 X 
O 機 x x x 0 x 

圃名遺構名|層番
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働考色町しま坦精性 混入絢
R P R B.Is-<' As-B炭焼士

O 滋 x x x x 緩

o x ム x x x ~僕
o I医 x x x x x 
Ox.d xxxx  
o x I民 x x x x 担方

周名遺構名|膚番

出マ戸I1 黒褐色士周W!'R 0 
2 ij百貨褐色土層7.5YR2> 1 0 
2 暗褐色土周1加盟 3<2 0 
4 晴褐色士周lOYR 3<' 0 
5 鳳褐色士層1町田 5<2 0 

備考

H-I09号住

色刷しまり粘性 混入物
R P RB担-c""-1炭焼土

H-I順n 黒褐色土眉lOD xxxxxOxx  
2 黒縄色土周IOYI 2<1 0 0 灘 x x x x x 
3 鳳褐色士届1田I 3>2 0 0 x .d x x x x 
4 黒褐色士屑IOYI 4> 2 0 0 0 0 x x x x 
1 黒褐色土届1町I 0 0 拠隠 .d. x x x x 
2 鳳褐色土眉1凹I 2<1 0 0 X I医 x x x x 

増石器姉圏

屑名遺構名|層番

3層2属1層

D-l 

11区サブトレ・....
15区サプトレ・・カマ1'.....••• ••••••••• 

土師繊同og
"566g 

斬 6，821g

4m 。

国
-

百
守
門
申
肉
・
0

-
T
 

白. 

昌司
v
.
【
申
向
・

υ

/ 

• F 

.B 

• 

。

I.@) 

~ 

o 

@ 

。

。

口

• 

8 

⑬ 

③ 

、

~~ 

H-l11号住

A. 

E・

D-l 

1・260.8m ・1

7ザ

.B -(.) -u 

一て 子二二エご一一一十一一てァ 6 7 

4m  。

.F E.261. 4m 

H-I09号住居牡・ H-l11号住居祉 (1)実測図

-72-

第57図
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o 0 t. 企 x x x 
O 滋ム泌 x x x 
O t.t.t. xxx  
O 磁波灘 x x x 
o t. x 様 x x x 
o x x ※ x x x 

届名

l 黒褐色士周1m 0 
2 誕掲色土届1回12>1 0 
3 暗褐色土眉1凹13>1 0 
4 黒褐色士周1m4<1 0 
5 県福色土層1凶i5>1 0 
目 黒褐色土居1凶16>1 0 
1 黒褐色土層1日程 0 
2 皐褐色土居1m2<1 0 
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日-111

/ 
盟石器分布

1・2層

日一 l

土器分布
1層

T-
• • • • 1

l
J

・
目"田・副・

••• 
面ー.....1...
•••• If......・・・・・・・1・・・-・

4m  。11区サプトレ園
D-l 園

D-I....... ・・・・・....3区サプトレ・・・・・・・・
7区サプトレ・
15区サプトレ・・・・・・・・・...

土師趨柄9g
聾1，6668

計 1，125g

寸1•• 

•• 

••••• ••••• :.. . t:・•• 
• ••••• 

L--ノ

国

-

3区サブトレ・・-
D-I ・・・・・・・・

• ++++ 

困

A 

• .. 
¥、 」戸/

石器分布

1層

E
申
.
【
回
向
・

0

ロ
• 

内
広
輯

E ... 
H 

~ . 
u 

・B

.B 

.F 

。

Z

-

ロ
• 

む

。亀

〉
・1
・1

.、‘.e・・・J

、，
.
J

・・・
J

a-----
-一

三回
一-
J

・・一J
-

I

・E

・E

・-.、

・・目，
，.

J

-

e

k
 

，t
l
h
t
 

7
 

h
J
'
J
 

U---4
 

2-
-
-

/
句
目
宅

、ソJ

」

RE---e 

。

窃

。

H-1l2号住

E・

A・

-o -u 
A・261.7m 

三己主:;焼土

D-l 

1・261.3m ・J

寸

• F 
E .261.6m 

P-l .. 
D-1。備考色調しまり粘性 温入物

R P R B As-C As-B民焼土

o t. 様 t. x x x 
o x L'.聾 x x x 
O 機 x x x x x 

属名遺構名|属番

4m  。
1 黒栂色士屑1回I 0 
1 黒褐色士膚1m 0 
2 県御色土居1田12<1 0 
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H-l11号住居祉 (2)・H-112号住居祉実測図
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15区サプトレ・・・
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土師鱒杯ω4g
聾2，291g
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色調しまり粘性 混入物 備考

RPRB担屯担 E炭焼土

xxxxOxx  
o.xxxxx  
o L'. x 議 x x x 
O L'.L'. xxxx  
QxOxxxx  
O L'. xxxxx  
o x x 議 x x 0 
QxOxxxx  

O x O x x xL'.主マF廃材

o x 企 x x x x 
o i属 x x x x x 

属名遺構名|周署

H-1131 1 黒褐色土居10Yl x 
Z 賠銅色土層l町12<1 0 
2 鳳褐色土周lDYR3>2 0 
4 黒褐色土周1Il1'R4<3 0 
5 鳳緬色土居lDYR5>4 0 
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H-126号住

色置しまり粘性 混入物

R P RB仕 E品-1YP焼土
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O .d. xxxx  機住居覆土

o !挺 x x x x x カ..."鋼方
OxOxxx Ll.カマF厨棋士

O Ll. xxxx Ll.カマF置土
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0
0
0
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l 黒褐色土層IOYR
2 鳳褐色土居IOY宜 2<1

3 矯縄色土居IOYR 3< 1 
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O Ll. xxxxx  
o 1属 x x x x x 

鑑著園名

A
0
0
0
0
0
 

1 鳳褐色士層IOYR

2 黒褐色土周IOYR 2< 1 
3 黒褐色土居間四 3>2
4 晴褐色土層lDYR 4>3 
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3 黒褐色土居1位13<2 0 

4m 

H-126号住居祉 (2)実測図

-86-

。

第 71図



土節暢坪絹句・5368
酔 1，似司E

z
・

。
• 

-B 

-F 

H-127号住

G 

品⑨

運夢。

@ 

同臼

• 

-H 

E・

A・

石墨
16区掴り方+

土器

P-l・・
:JrマF・・・・・・・・・

E
h
.ド
m
N

・0

叫
巨
回
以
回
N

・υ

4m  

4m  。
。

カマド
I・257.8m ・J

地山〆'T"

/' ____2 j 

ミ三二キこ三三ゴ
-B -u A・257.8m

僻考

カマF崩落士

色調しまり粘性 温入物
R PRB....-c As-B炭焼土

o I民※LI. x x x 
o LI. LI. LI. x x x 
o LI. 0 機 x x x 
O 液凝 x x x x 
OxO x x x Ll. 
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l 黒褐色士周IOYB
2 思褐色士属IOYR2> 1 
1 馬褐色土眉1肝E

Z 黒褐色士厨1町B 2> 1 

1 鳳褐色土眉IOYR
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H-I潤 1I 鳳縄色土層1OY1

H-141 J 2 黒褐色土居1OY12> 1 
3 馬栂色土居1OY13<2
4 易構色土周1OY14> 1 

5 黒褐色土周1OY15>1 
6 鳳褐色土層1町田 6>1

7 晴褐色土周1肝117>6
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色調しまり粘性 混入物
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OXsXXXX  

O . X X XX 様 煙道置土
o X 様 X X X s 

o x 桜 x x x 0 
o X X 援 X X 様住居IW:土

備考屑名

1 黒褐色土居100 0 
Z 黒褐色土居100 2>1 0 

カマド I 1 鳳褐色土居100 0 
Z 黒褐色土居100 2>1 0 
3 にぷい檀色土周1.5lR3>4 0 
4 恩褐色土居1償1 4>1 0 
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3 黒褐色土周1ぽR 3<2 0 
4 見褐色土周100 4>3 0 
5 鳳褐色土周1町1 5<2 0 
6 黒褐色土周1凶1 6<2 0 
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6 古墳時代の遺物

(1) 土師器・須恵器 (第 103閏~第 135図)

概要

住居祉からは多量の土器が出土している。土師器が多くを占めているが、須恵器も一部出土している。

その他の遺構において出土した土器は少量である。出土した土器は古墳時代前期~古墳時代後期に至る

までのものである。以下、特記される土器および出土状況について列記していく。

H-52号住では、多くの小形柑とともに土師器瞳 (8)が出土している。 8は、覆土上層(1層)

から出土している。小形柑が多く認められるが、その出土位置はまとまっておらず分散している。

H-56号住では、把手付の甑(8)が出土している。把手は通有のものと異なり、下向きに付いている。

H-56号住は小規模な竪穴状遺構であるが、住居北隅を中心として多量の土器が出土している。

H-57号住では、口縁~肩部にかけて縄文を施す台付聾(1 )が出土している。吉ヶ谷式の系譜を

引くものと考えられる。 H-57号住は、住居中央にロームプロックを主体とする堅織な土層が堆積し

ており、台付費はその上から出土している。

H-59号住は、 5世紀第E四半期に位置づけられるが、高坪転用羽口 (8- 11)が出土している。

台石が出土しているが、その位置はそれら高坪とは離れている。

H-62号住も、 5世紀第E四半期に位置づけられるが、高杯転用羽口 (6-10)が認められる。深

度のある住居跡で貯蔵穴 (D-1)を中心として床面に広くわたって土器が出土している。高坪転用羽

口はその他、 H-70号住でも出土している。

H-65号住は、最大規模をなす住居祉であるが、その出土土器量は目立つて多くはない。費・壷・

坪とともに土製匙 (11)が出土している。

H-69号住では、土師器甑 (3)がカマド東脇で認められた。土師器坪 (2)は、カマド覆土中か

ら出土している。カマドは焚口に天井石・袖石を据え、その他はローム土を用いるものである。

H-73号住では、土師器費 (5)がカマドにかけられたと想定される状態で出土している。カマド

は焚口に天井石・袖石を据え、その他はローム士を用いるものである。

H-76号住の土師器高坪 (3)は、カマド内から伏せた状態で出土している。支脚としての使用は

窺えなかった。

H-77号住では、脚部に穿孔を施す古相の脚部屈折高坪 (3)が認められる。貯蔵穴 (D-l)東

脇南壁際から出土している。

H-88号住では、古墳時代前期の土器群がまとまって出土している。土師器壷 (6・7・8)は、

貯蔵穴 (D-1)東脇の東壁際から並んだ状態で出土した。

H-89号住では、土師器庫 (6)が出土している。共伴する土器群は 5世紀第E四半期に帰属する。

H一 103号住は、浅い竪穴住居祉であるが、多量の土器が住居全面にわたって出土している。出土

土器は 5世紀第E四半期に位置づけられる。

H -111号住では、木器槙倣とされる高坪(9)が認められる。また口縁端部が肥厚する土師器壷(10)

があり、貯蔵穴 (D一 1)脇、南壁際より出土している。

H -115号住では 5世紀第E四半期に位置づけられる多量の土器が出土している。とくに貯蔵穴 (D

-1)の脇および貯蔵穴内より出土している。貯蔵穴内からは貯蔵穴上、南側から落ち込んだような状
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態で出土している。

H -126号住では、須恵器坪 (4・5)が出土している。 5の須恵器坪は土師器甑 (6)とともに

貯蔵穴 (D-1)へ落ち込むような状態で出土している。

H - 134号住では、貯蔵穴 (D-1)覆士上層より、喪・壷・坪などの多くの土器が出土している。

H - 131号住からは須恵器杯(1 )が認められる。貯蔵穴 (D-1)脇より出土している。またカ

マド東脇からは土師器聾 (5)、カマド西脇からは土師器壷 (4)の上に有孔鉢 (2)が乗せられた状

態で検出された。

H -146号住では、須恵器坪(1 )が住居東壁傍から出土している。カマド東脇では土師器費 (3)

が認められる。編み物石・磨石が覆土堆積状況に合うように住居南壁から中央にかけて広がって出土し

ている。

全体的な出土状況は、炉を有する住居祉では住居全面に広がるが、カマドを設ける住居祉ではカマド

周辺もしくは貯蔵穴周辺に集中する傾向がある。細部をみると、貯蔵穴底から出土するととはなく、貯

蔵穴周辺に置かれたものが貯蔵穴に涜れ込んだような状態で検出されている。その状況は、炉・カマド

いずれの住居社でも見るととが出来る。またカマドを有する住居祉では、カマド東脇から費・甑が出土

するものが多く認められた。カマドは費一つ掛けが最も多かったが、 H-107号住では、二つ掛けの

状況が看取された。

土器の保有状況 (第 102図)

第 102図は、住居祉出士土器の重量比を表したものである。グラフは『加賀塚遺跡 1.!1の成果も含

んでいる。重量は全点計測を行っている。費系としたものは、器種としては費・壷類宅E含む。坪系とし

たものには、器種としては坪・鉢・高坪を含んでいる。

古墳時代前期については資料数が限られているため、十分な結果は得られてはいないが、総重量で

1，000gに収まるものとそれを超えるものとに分けられる。顕著に土器が出土する住居祉は認められな

し、。

5世紀前半段階では、 10，000g(費系 7，000g・坪系3，000g)に収まるものが最も多い。しかし、そ

れを超えるものも少なくなく、相対的に大きく杯系の重量が多いものと費系の重量が多いものとに分け

られる。なお完成品としての重量は聾系と坪系とは異なるので、あくまでも相対的な括りとして坪系(横

軸)に傾くかそれとも費系(縦軸)に傾くかの判断である。

5世紀後半段階になると、全体的に縦軸(費系)に分布が寄ってくるが、賓の長胴化によって費自体

の重量が増すためと考えられる。総重量が 19，000g(聾系 15，000g・坪系4，000g)に収まるものが最

も多い。ぞれを超えるものについては、相対的に大きく費系が多いものと、坪系が多いものとに 5世紀

前半段階より明確に二分される。

6世紀のものは資料数が少ないため、一括してプロットした。総重量が 14，000gに収まるものが一

般的で、ぞれを超えるものは 1棟だけ認められた。

とのように 5世紀段階になると、一般的な保有量を超えるものについて、費系と杯系どちらか一方に

偏重する傾向があることが導き出せる。おそらく一部には倉庫のような機能を有するものもあったと考

えられ、保管・保有に際して費系すなわち煮炊き・貯蔵用土器と坪系すなわち飲食器との区別が行われ

ていたと想定される。
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ぞれ以前の古墳時代前期には、資料数は限られているものの、そのような状況は認められず、総重量

によって二分されるのみである。 とのととからしでも、 5世紀段階における杯系飲食器の導入がいかに

大きなインパクトがあったかが推測される。

6世紀も資料数が限られているが、 5世紀段階のような状祝は認められていない。ただしこの段階の

集落では、賓が多く出土する住居社と杯が多く出土する住居祉は比較的よく認められるため、 との後継

続しない加賀塚遺跡の歴史的事象と何らかの関係性があるのかもしれない。

(石丸敦史)

聾系重量g
4α別

古墳時代前期

3鉛∞ト一一ー一一--，

草加∞ト一一+一一・4・

25000卜十 J

20000ト一一一

15000ト一一↓ー

1∞∞卜ー------，・ 4 トトー------，-: --i 
罰則卜三一一一一一一- ~一一一--1一一一一十一一一一ト一一一一ト一一一十一一一

FI  

喪系重量g

4αm 

3剛 卜卜トトト一一一一一一一一一一一一一一一一一十トト←一一一一一一一一一一一一一十一

5世紀前半

3凱α}()()∞ト卜ト.一一.一一.一一.一-斗一一+一ベ+一一.一--一一.一.↓ 一一+一一---tト一一-一一-一一-一-担置回-一一-一一争-+←+一一-べ

Z珊トー斗-----~--- ._ {一一;一一ート一一 ↓ __J___ 

2鵬トー÷一一一一一一一一→一一.一一一↓一一一;

1見∞ト 圃 1・， ， ト骨 f
十 圃十

1糊蜘卜ト卜川.一一…….一一….一一斗十十-一→十十十}トト+一+一一…ベ+一一ベ+一斗一一一…ベ一斗斗ト-一i争巴.巴-.ι-一一…-一一-一斗-
1_ _: :-

m∞目t一一戸・--~--_- 1一一一;一一一ート一一一↓一一-，

ー・。 0-
|∞~.系重量g 。z∞o 4000 依田町 関∞ 10000 1却ω14C同町 1ω∞探系E量g

5世紀後半
費系重量9
4αm 

l薗 -

35は即卜一一

却制卜一一十一一面一--1一ーす一一一「一一十一---1

• 25叩 卜一一十一十一一十一一ト__.aト一 寸

申・i
g淑加卜一一一

回 1

15000 f-_-.--i 十+圃一聾 1 
|・ 1 ・1・|・・i .. 

1蜘置3一E.巴ヲ寸十十十JJJJ.一一……….一一…….一一….一一十-一+
町恒.:- -

5α10.盲目t・-・4・ーーー---f-----寸ーーーーーートー----十一ーーー十

費来E量g

40000 

6世紀

35∞oトーー十一十一一ト トー 一 一寸一一一

3脱却0ト一一÷ーーベ一一--1一一一ト一一一ト一一÷一ーベ一一一

-25∞0トイ 十 ， ，トイイ

2即日ト一一一÷一一一÷一一一一一;一一一ート一一一一一→一一一

15脚 トー十一ぺ -----.，------r-一一十一ーイ一一十一一

・;
10000卜----i----寸 一一十一十 一一十一一十一一十一一

ー・・15∞O~τ-・ト一一一一十一一-i一一一ト一一一ト一一一ト一一--:一一一

。l・0

日 2脚 4∞。 “}()() 8000 10000 12∞o 140∞ 16000杯系重量g
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第 103図 H-52号 ・H-53号 ・H-54号 ・H-55号 (1 )住居祉出土土器実測閏
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第 104図 H-55号 (2)・H-56号住居祉出土土器実測図
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第 105図 H-57号・ H-58号 ・H-59号 (1 )住居祉出土土器実測図
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6区2眉+6区3眉

6 6区3層+16区3屑

o 1 : 4 10四

第 106閏 H -59号 (2)・H-60'号 ・H-61号・ H-62号 (1)住居祉出土土器実測図

- 123-



H-62号住

4区3層+6区2層+ 9 
16区Z層+16区3層

8区3層 10

D-l十12区2層+16区2周 12

H一回母住

~ープ;J

11区3層No.3 11 

D-l 13 

H-65号住

14区l層N0.1 9区ベルト 1屑N0.1 

5 L面
9区3層 11区3層 E区3屑

7区3層+8区3層 8

6区3層+6区3屑No.3

8区3屑+16区3膚+10区3屑No.3+
10区2層+9区1層+6区3厨+2区Z届+
6区2周+11区3層+12区1眉+11区1周+
4区3周+12区3屑+11区3屑NO.3

11区3層NO.2

ミ~
0-1 

16区3層+14区3屑+3区0-2

2区3届+5区Z層+5区3層+ 9 
6区3周+13区2屑+12区1肩+
15区2届+16区2層+15区溝

o 1 : 4 10佃

第 107図 H-62号 (2)・H-63号 ・H-65号 (1)住居牡出土土器実測図

-124-



H-65号住 H一回号住

11 

9区掘り方N0.1 
D-l 

16区3属NO.l+11区2属+14区2層+
4区2居+14区張出+16区1層+3区3層+
4区張出+10区3層+11区サブトレ2居+4区3層

Z区+8区

H-69母住

カマドN0.1 

3区 l層+3区1層N0.1 

H-70号住

、長グ1

10区ベルト
2 2区l層 10区l層 3 7区サブトレ1屑 4 

H-71号住 H-72号往

~1 ~Jl 
16区2屑

2区ベルト 1屑

第 108図 H-65号 (2)・H-68号 ・H-69号 ・H一 70号

. H-71号 ・H-72号住居祉出土土器実測図

-125-

。 1: 4 10c血



H-73号住

ミ~ ~J
カマドN0.1内 カマドNo.3

カマドN0.1 

12区カマド内 3 カマドN0.2 

¥ 

D-1 

H-74号住

~?)I 
3区1層 4区1屑

2 

+
 

層1
層

区
1

7
レ

+
ト

層
ザ

ノ
区
区'A

弔，

H-75号住

16区掘り方

l区掘り方

2 D-l 

。 1 : 4 10cm 

第 109図 H一 73号 ・H一 74号 ・H一 75号住居吐出土土器実測図

-126-



H-76号住

H-77号住

H-7!}号住

lr 
抵張

カマド内+3区サプトレ1贋+
14区ベルトZ層+Dー 1+
12ベルト 2屑No.l+3区1層+
カマド束十9区拡張+2区1屑

16区1層+D-1

D-l 

H-ω号住

D-l 

4 

kミ長主警警F1
12区2層

9区2屑+13区1層

カマドN0.1 

14ベルト 2周+13区1層+
カマド掘り方十14区1層

16区Z層+No.l

4区1層+8区2層+8区3層

。

第 110図 H一 76号 ・H一 77号 ・H一 79号 ・H-80号住居牡出土土器実測図

-127-

3 

3 

1 : 4 10cm 



H-83母住 I H-84辱住 I H-85号住

カマドNo.l 10区3層+15区2層

H-86号住

9区3層+14区2層

H一郎号住

一-一一ーて《 、 J 

Tー------=---l""人γ¥λ) ¥ - ヤつ-f:/J z:::ート---，((.
一一一

司三二五正士三ィ--- 1 '¥¥¥ルドJγ 2 V /.J-つ~， 1/ I 
、一二ー一ー 一~- 't1'ご 十二斗Y ノ 3

1区2屑+6区2屑+8区2層 12区3層 通占ヰ午J

11区3膚

16区3層N0.1 

H-89号住

忌I~， 
¥町〈

3区3屑

言語
15区1層+15区3屑+
15区サブトレ2属十
15区サブトレ3層

6 

14区3屑N0.1 

、

出ず2

7区l層

12区3層+Dー 1

12区3層+12区3層NO.2 4 

4 

11区サブトレ1屑+14区2層+
15区サブトレ2層+
15区サブトレ3層

14区ベルト 3層。 1 : 4 10咽

第 111閏 H-83号 ・H-84号 ・H-85号 ・H-86号 ・H-8B号 ・H-B9号住居祉出土土器実測図

- 12B-



H-90号往

p-] 

H-93号住

再 l

三~，
16区1層

2区1層+2区3層No.1 + 
3区1層+3区2層NO.l

H-92号住

1 

0-] 

2 

8区1層 0-1+0-1No.l 

ミノ3

0-1 

0-1 16区2層NO.2

10 

16区2屑NO.l十16区3属N0.1 

11区2層+12区1層+
15区サブトレ1層+15区2層

11区1層+11区2屑+
]2区1屑

12区2層No. ] 

12区Z層 12

自

。 1: 4 10αn 

第 112図 H-90号 ・H-92号 ・H-93号 (1)住居社出土土器実測図

-129-



H-95号住

H-96号住

H-99号往

2区2層+11区1層+12区2層+14区1層
14区ベルト 1屑+16区1層+16区2屑

4区2層No.l

4区l屑十4区2層 4 

11区1層

ミヨ1

H-94号住

市 2
2区1層N0.3 

16区1層

3 

3区Z層

3区Z層+4区2居

5 

15区1眉+16区1膚+16区2膚

2 

7区1層

カマドNo.3

3 

8区1層+12区1屑+12区ベルト 1層

。 1 : 4 10岨

第 113図 H-93号 (2)・H-94号 ・H-95号 ・H-96号 ・H-99 (1)号住居牡出土土器実測図

-130-



H-99号住

カマドNo.4

H-l∞号住

~げ1 迫二イ
4区3層N0.1 

H-103号住

3区1層+3区1層No.3

3区サブトレ+10区1居+
10区サブトレ

2 

1区1周+2区1層+2区2屑+2区サプトレ1層+3区l層+
3区サブトレ1屑+4区21膏+5区1屑+6区3屑+7区2層+
7区3層十10区1層+15区サプトレl層+カマド十カマド内+カマド東

H-I01号住

4区Z層

l区2層十2区1層十2区2屑+

5 

3区1層+3区2層+4区1眉+4区2層

D-l+D-1 No. 3 3 D-1+D-1No.1 
4 

。 1: 4 10佃

第 114閏 H-99号 (2)・H-100号・ H-101号・ H-103号 (1)号住居祉出土土器実測図

-131一



H-I03号住

D-l+D-INo.6 5 

8 

4区1膚

6 

3区1屑NO.l+2区ベルト 1属+
4区1層+7区1層+16区l居+
D-INo.l 

16区1周

4区1層+8区1層+12区l層+
15区1層+D-INo.4

11 。
第 115図 H-I03号 (2)住居祉出土土器実測図

-132-

7 



H-I04号住

C:E} 
8区2層

2 

2区ベルト 2層+6区2属

2区1層+3区1屑+4区2属+
6区1層+7区l層+16区1層

H-I05号住

~ 
2区ベルト 1層

12区l層

眉区

3

十

6
屑

+
l
層

レ
ー

ト
区

プ

4
サ

+

区
層

。a
'
A

十
ト

屑
ル

ーペ
区
区

。，u
q
6

H-I07号住

ミ間 2

カマドNO.2

¥ζヴ 3

3区3周

16区3層

カマドNo.3

カマドNO.5

15区3層N0.1 

o 1 : 4 10c血

第 116図 H-104号 ・H-105号 ・H一 107号(1)号住居社出土土器実測図

-133-



H-I07号住

16区3層

カマドN0.1 

カマドNo.6

カマドNo.4

カマドNO.3
。 1: 4， 10咽

第 117図 H-107号 (2)住居吐出土土器実測図

-134-



H-lω辱住

カマド

H-l11号住

「ミダ:
D-INo.3 

D-INo.2 

5 

9区2居N0.1 

7区1層+8区1層+ 8 

8区Z層No. 1 +12区l眉

2 

11区ベルト Z屑+11区3層+
12区3屑+12区ベルト 31膏+カマド

2 3 

D-INo.l 

出 6

16区2属NO.3

D-INo.5 

6区2属+9区2層+10区2屑+ 9内

12区2居+14区2層+Dー 1No. 4 

9区2層

7 

1: 4 

第 118図 H-I09号・ H-l11号(1)住居祉出土土器実測図

-135-

10cm 



H-111号住

D-1 +16区2属NO.2

16区2膚N0.1 

D-1No.4 

H-112号住

D-1 

12区1層

第 119閏 H-ll1号 (2)・H-112号住居祉出土土器実測図

-136-

。

F ， 

t 、

1; 4 

11 

10四



H-1l5号住

て三二弾F
13区2層

電コ 4

D-1No.1O 

16区2屑

0-1 N 0.12 

15区Z層N0.1 

16 
D-INo.B 

三」lJY=:i¥W 
=.t:::::::.____ 2 

D-1+D-INo.7 

唱似 s

6区2厨

三副8

D-l 

ーコ 110-lNo.9 

15区Z層N0.3 

0-1No.1l 
17 

もをd
D-1No.2 

D-1No.4 

ua 
0-1 

『理是主主空三_/ 12 

0-1 

0-lNo.3 

0-lNo.7 

o 1 : .. 10四

第 120図 H-115号 (1)住居祉出土土器実測岡

-137-



H-1l5号住

D-l 19 

1 6区2周 21 0-1 22 

0-INo.l 23 12区2層+0ー 1 24 

26 

15区1層+15区2層NO.2

。

H-115号 (2)住居祉出土土器実測図

-138-



H-115号住

2区2層+1区1層+6区1層+6区Z屑+
7区1屑+7区2層十7区サブトレ2届+
11区サプトレNo.2+11区2層+
11区サブトレ2層+12区2眉+14区1層+
15区1厨+16区2層+2区1層+5区1膚

5区2層NO.l

5区l層+6区1屑+6区2膚+
7区2層+14区1層+16区2屑+
11区サプトレ3屑

12区2属+15区1層+D-l

o 1 : 4 10倒

第 122図 H-1l5号 (3)住居祉出土土器実視j岡

-139-



H-115号住

2区2層+5区1層+6区2層+7区2層

7 

0-1+カマド+15区掘り方

9区ベルト 2層+10区Z層+カマド+
カマドNo.2+カマド内

H-1l7号住

カマド内No.A

H-1l6号住

10区ベルト 3層

巳臼
1区l層

0-lNo.2 

カマドN0.1 

0-INo.l 

0-1 N 0.4 

6 

0-lNo.3 

10区ベルト l層+10区ベルト 3層+
11区ベルト 3属+12区ベルト 3屑+
15区サプトレ2層

もEf2
16区3層+カマド内

。 1・4

第 123図 H-115号 (4)• H-116号 ・H-117号(1)住居祉出土土器実測閏

-140-

10c皿



H-117号住

カマド内

16区3層N0.1 

H-119号住

掘り方ー精+カマド内

2区3層+6区3層

4区3屑十カマド周辺

10区2層+12区サプトレ+11区l層+
11区ベルト 3届+9区2層+1区1膚

o 1 : 4 10佃

第 124図 H-117号 (2)・H-119号住居祉出土土器実測図

-141-



H-12(}号住 H-122号住

4区3層
12区3屑

0-1 

H-123号住

2 

カマド内+カマド周辺+3区l層 16区1屑+D-l
4区3層N0.1 

H-124号住

カマド内+9区掘り方

カマド内+3区3屑

2 
9区掘り方+10区1層

7区掘り方+カマド内
o 1: 4 10四

第 125図 H-120号 ・H-122号 ・H-123号 ・H-124号住居祉出土土器実測図

- 142-



H-125号住

1も~，
4区2層No.l

旬三三》 3

3区Z層N0.1 

H-126号住

ミプ1

14区2層N0.1 

ーL~2
8区1層+4区2居

三J
14区ベルト 3眉+10区ベルト 3層+
11区サプトレ+15区3屑

予 告〉4 下三三5

D-1No.1 

8区l層+15区l屑

10区3層+6区2周+
Dー 1+15区3属

7区2層+7区3層+カマド

7 

o 1 : 4 10cm 

第 126岡 H-125号 ・H-126号住居祉出土土器実測図
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H-12.7号住 H-12.9号住

15区3層No.2
2 

覆土1 15区3属N0.1 

D-1No.1 

D-2 

9区Z層+16区3層+
6区3層+6区ベルト Z層

11区3層N0.1 
8区3層+7区3膚

D-2+7区3層

5区3屑

。 1: 4 10佃

第 127図 H一 127号 ・H-129号 (1)住居祉出土土器実測図

-144-



H-129号住

15区Z屑+8区Z屑+6区Z層+カマド内+2区3屑+
3区1屑+11区3屑+11区2周+7区2屑+3区サブトレ+
7区サプトレ+P-2+6区2届+D-2+10区3届+
15区1層+2区1眉+3区サプトレ+11区サプトレ+
16区3屑+2区1屑+12区3屑+6区3屑

10 

15区2膚+7区3周+P-1+11区3屑+11区サプトレ+
D-2+6区2届+11区2層+10区Z厨+16区2層+
15区3層+7区サプトレ+6区2層+11区1層+16区3眉+
15区サブトレ+11区2屑+13区3屑+14区

H-I30号住

主主問
7区1屑+4区1層

。ι

一一一日二三

=
~
一
と
た
な
、

14区1層+10区1層

3 

8区11膏+3区1屑+7区 1屑

H-131号住

11区1層+7区ベルト 1層+

7区サブトレ+11区サブトレ

12区3層

16区3屑

H-133号住

16区3層

16区3属

カマド内+3区3屑

D-l 

vj5 
¥司ジf8

o 1 : 4 10佃

第 128図 H-129号 (2)・H-130号 ・H一 131号 ・H-133号 (1)住居吐出土土器実測閏

-145-



H-133号住

15区3層

12 
D-2No.2 

14 

D-l 

11区3眉+15区2層+14区ベルト 2膚+
14区ベルト 3膚N0.1 

15区3層

D-2No.1 

カマド内十D-2

10 

11 
12区1周+12区ベルト l層+
8区1膚

15区2居+16区1J回+16区2屑+
16区3眉+11区サプトレ+12区1屑

D-l +16区3層+8区1.

。 1 : 4 

第 129図 H-133号 (2)住居祉出土土器実測闘

-146 -

10cm 



日一134号住

D-INo.l 

4 
D-INo.5 

7 

カマド内+カマド+14区ベルト2層+
10区2属+15区2層

8区2屑

4区2屑

2 

D-INo.3 

有量~ 5 

カマド内

D-INo.4 

D-INo.2 

第 130図 H-134号住居祉出土土器実測岡

-147-

カマド周辺

ミ~6
11区ベルト2層

11区2周

16区2届+カマド内

7区Z周。 1: 4 10ω 



H-136号住

2区2層N0.1 

9区ベルト

12区2層+D-1+3区サプトレ

H-137号住

三L主;

2 
カマドNO.2

カマドN0.3 

14区3屑

1区3層No.1 +カマド

D-1No.1 

カマドNO.4

0 

第 131図 H-136号・ H一 137号 (1)住居祉出土土器実視j閏

-148-

1: 4 10四



H-137号住

カマドNo.l+カマド
12区ベルト 3層

H-138号住

μ三苧ミミi
• 3区1層

2区3層N0.1 

l区2屑+1区3屑

三以 4

1区3層

" / 5 

2区3層+3区3層+2区l層+10区Z眉+11区2層

o 1 : 4 10c血

第 132図 H-137号 (2)・H-138号 (1)住居祉出土土器実測図

-149-



H-I38号住
H-141号住

D-l +15区1届+12区2層+4区カマド+
11区サブトレ+8区3層+1区2層+2区2層+
3区2層+16区2周+6区3層+12区1屑

H-143号住

3区2層

H-144号住

4区2層No.l

H-145号住

周辺一括

H-l46号住

F一 一一一一仁二二二1=¥¥

.-==二=副三Lー ____./ 1 

3区1層+12区3層

4区3層No.l

15区ベルト l層+15区Z層

15区2居

3区3層+4区3層No.l+7区3層

10区2屑N0.1 

o 1 : 4 10佃

第 133図 H-138号 (2)・H一 141号 ・H-143号 ・H-144号 ・H-145号 ・H-146 

号住居祉出土土器実測図
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H-149号住

H-lω号住

H-151号住

14区3層No.l

1 V-46a+ 1 V-46c 

0-2 

0-1+0-2 

定亨 1

5区Z層

〉ピ
2区l層

2 
9区3層+2区ベルト 2層十8区3屑十3区3層+
11区サブトレ1層+2区2層+13区2層+4区3層

、 1/ 3 

9区l層+13区l層+13区Z層+
14区1屑+15区1層

H-152号住

三世断2

。 1: 4 

第 134閏 H -149号 ・H-150号 ・H-151号 ・H-152号 (1)住居祉出土土器実測図

- 151一

lOcm 



H-152号住

H-153号住

カマド内+6区3屑 14区1層
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第 135岡 H-152号 (2)・H-153号住居祉出土土器実測図
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(2) 石製品・石製模遺品・石器 (第 136図~第 156図、第2表~第4表)

今回の調査では、中期前半を中心とする石製品・石製模造品及び関連遺物(未成品、素材、石核・原石、

剥片)が出土した。また、古墳時代住居祉の一部では、編物石、砥石、台石等が出土した。平成 17年

度の調査で出土した石製模造品が、中期後半以降を中心とする点で対照的である。

古墳時代の石器分類

A類(石製品)・・-玉類(勾玉・管玉・小玉等、臼玉は除く)、特殊遺物(実用品・呪術用)

原石・石核(工程品)

剥片類:未成品、素材剥片、調整剥片・砕片(工程品)

B類(石製模造品)・・・(石製模造品):勾玉形、剣形、白玉、有孔円桓・方板等(非実用品・察記用)

原石・石核(工程品)

剥片類:未成晶、素材剥片、調整剥片・砕片(工程品)

C類(石製品=石器)・・・紡錘車(実用品)

原石・石核(工程品)

剥片類:未成品、素材剥片、調整剥片・砕片(工程品)

D類・・・その他の石製品(石製模造品以外の石製品、用途不明)

E類(石器)・・・砥石、台石、蔽石類及び磨石(1類:石製品・石製模造品製作工具、 2類:ぞれ以

外の工具)

F類(石器)・・・編物石(実用品)

石器出土状況及び器種組成(第3・4表)

石製品・石製模造品は、住居祉41軒で出土した。また、遺構外でも 2カ所で臼玉等の製品が集中す

る範囲が認められた。他時期の石製品・石製模造晶が混入している可能性もあるが、遺構の時期及び共

伴遺物との関係から、中期前半を主体とする。なお、住居堆からは、製品あるいは原石・石核のみが、

単独あるいは数点で床面直上から出土する例も多数みられた。また、一部の遺物では、中期後半以降も

他時期の住居祉覆土中への廃棄あるいは混入による出土がみられた。

住居祉出土の器種組成をみると、製作段階で生じる剥片類(製作関連遺物)が極端に少なく、製品、

未成品、素材の占める割合が高いといった特徴が認められた。また、製品では、剣形が最も多く、他に

勾玉、管玉、白玉等の玉類、有孔円版・方板、紡錘車が少数ある程度で、特定の器種に偏る傾向がみら

れた。編物石が最も多くの住居祉でみられ、砥石、台石等は一部でしかみられなかった。とれらの石器

は、床面直上で出土することが多いことから、使用された状態で遺棄されたものと推定できる。

A類では、玉類(勾玉、管玉と未成品を含む)は、住居地で6点、遺構外で3点出土した。

B類では、剣形及び未成品(住居社 16軒)、有孔円版・方板及び未成品(住居祉8軒)、白玉、算盤玉(住

居祉2軒)と剣形を中心とした製作遺物(石核5軒、素材は 16軒、未成品 1軒)が出土した。事J片類は、

15軒で出土した。白玉はH-132号住と遺物集中地点(ブロック 1・ブロック 2)で各 100点以上出

土した。

C類では、紡錘車は3軒で出土した。 E類は、台石は、 15軒の住居祉、砥石は 13軒で、蔽石と磨

石は各 1軒で出土した。石製品・石製模造品の製作に関連する 1類は少なく、作業台あるいは鉄製品の

研磨に使用された 2類が多い。 F類の編物石は、74軒で出土した。 3点以上出土したのは 49軒みられ、
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そのうち 10点以上出土したのは、 14軒である。なお、 1、2点出土したのは、 25軒である。

住居祉以外では、 2カ所で石製模造品の集中範囲がみられた。ブロック 1では、 1 R-28付近で、

臼玉25点が出土した。ブロック 2では、 1U -1 W -51 -54付近で勾玉、管玉、白玉 84点、剣形

14点が出土した。集中外では、剥片を中心に 19点出土した。 2カ所のブロックは、石製模造品のみ

が集中的に出土しているととから、集落内における野外祭組の場であった可能性が考えられる。とのよ

うな例は、中期後半以降、多く認められる。

器種組成では、前回調査でパターン化されたものと比較して、住居内では、大量に製作するための工

房祉的な場(パターンA)はもたず、それぞれ必要に応じて部分的な製作活動(素材獲得と加工中心)

を行うパターン (B)が若干みられる程度で、ほとんどは、住居祉覆土中から、完成品あるいは未成品

のみが出土する使用廃棄 (c)パターンと剥片類のみで廃棄時に混入した廃棄混入パターン (D) とな

るととが判明した。との点は、工房社と工程を示す遺物が多数出土した前回調査とは異なるもので、製

作の在り方の時期差を示している。

石材組成(第2表)

A類-c類(石製品・石製模造品)の石材は、緑色の滑石(蛇紋岩系)は、 6.100g、白色の滑石は

476.8 gで、滑石以外の石材は、ほとんど利用されていない。蛇紋岩系の滑石が多い点は、白色の滑石

を多用した前回調査とは、対照的である。滑石と蛇紋岩は石質的には同一石材であり、細分によって区

別された石材である。本報告では、緑色の滑石については、「蛇紋岩系」と呼称する。滑石と蛇紋岩は、

藤岡・甘楽地域(群馬県南西部)に広がる「三波川帯」で産出が知られていることから、加賀塚遺跡の

石材も肉眼観察による比較と産出地との地理的状況から同地域のものが利用されている可能性が高い。

E類と F類の石材は、在地の安山岩が主体的に利用されている、砥石は、疏紋岩、頁岩が少数利用さ

れている。涜紋岩は、「砥沢石」と呼ばれる南牧村付近で産出する石材と類似する。

石器各説(第 143図~第 156図)

A類(石製品 :玉類)

勾玉(1-4) 

勾玉は 4点出土した。石材は全て青緑色の蛇紋岩系である。 1は、整形による角を丁寧な研磨により、

滑らかにする断面楕円形となる形状である。 2と3は、削り痕が残る荒い研磨によって整形し、断面肩

平である。勾玉の模造品に近い調整である。 4は、穿孔後の未成品である。大きさは、長さ 2crn前後で

ある。中期後半の住居祉、ブロック 1から出土。

官玉 (5-7)

管玉は、 3点出土した。石材は、全て青緑色の蛇紋岩系である。 5は、細型で片側から一直線に穿孔

されている。 6は、縦に欠損したもので、太型である両側からの穿孔が認められる。 7は、管玉未成品

で、縦方向の削り段階で、細長い多面形で穿孔はない。中期の遺構及びグリッドから出士。

B類(石製模造品)

剣形 (8- 36) 

剣形は、 I形態(背表面にY字状及び平行する稜をもっ形態)と E形態(両面が平坦となる形態)に

分類できる。 1形態は 8-15である。それ以外は全てE形態(16-36)である。両面、側面とも研
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磨により整形され、断面が三角形(刃がつくもの)と四角形(刃が無い色の)に分けられる。穿孔は 1

カ所あるいは縦横に 2カ所認められる。表面に穿孔痕が円形に残るものもある。石材は、緑色の蛇紋岩

系である。申期の遺構(時期不明を含む)が、中心で、中期前半 (W期を中心)の遺構が最も多く、中

期後半 (V• VI期)も少数みられる。型式による時期差は、 I形態が古く、 E形態が新しくなる傾向が

ある。

剣形未成品 (37-42) 

無孔のものを未成品とした。剣形の製作は、「板状の横長剥片を素材押圧剥離等によって微調整→表

裏面の研磨による厚みを均一にする→側面研磨により平面剣形に調整する」工程が認められる。欠損し

ているものは、穿孔前に廃棄された遺物である。製品と同様、中期の遺構からが多い。

有孔円板 (43-45) 

周縁を削って裏表、側面を研磨によって円形に整形されている。形状は、円形ボタン状である。穿孔

は、 1あるいは 2カ所ある。中期後半 (V期)が多い点は、前回と同様である。

無孔未成晶 (46・47)

有孔円版の研磨工程を示す未成品である。

有孔方板 (48-50) 

素材の両端を折断、研磨によって方形に整形する。 1あるいは2カ所の穿孔がある。剣形及び有孔円

板の製作技術との共通性がみられる。 5世紀前半の遺構からの出土がみられたが、後半の遺構を主体と

する。

有孔石製品 (51)

両面が研磨された板状の石製品である。穿孔部分の分割面には、分割後の擦り痕が観察される。石材

は、滑石ではなく、青黒色の粘版岩系である。単独出土であるため時期は不明。滑石製でない点で、他

時期の可能性がある。

琴柱形石製品 (52)

琴柱形石製品の欠損品がH一 153号住居祉覆土中位から出土した。推定される形態は、下部に半月

状の穿孔が3カ所、側縁は浅く挟られる。中部は、横位の細い線刻が施され、欠損した上部には、細長

い角窓状のものがあり、その上部に小孔をもっ装飾された横の枠があったものと推定される。石材は、

在地ではみられない滑石である。欠損部の摩滅が著しいことから、二次的転用が考えられる。とのよう

な石製品は、「垂飾」としての用途が考えられている(亀井 1972)。県内では、下佐野E遺跡、熊野堂

遺跡から、前期の製作工程品を含めたものが出土し、集落内から出土する傾向が指摘されている(女屋

1986)。

算盤玉 (53)

形態的には白玉と同じであるが、大きさで区別した。形状はやや算盤形となり、表裏面、側面とも研

磨し、穿孔されている。 6世紀前半の遺構から出土。

白玉・臼玉未成品 (57-275) 

臼玉はH-132号住で111点、その他の遺構で l点、 2カ所の臼玉集中地点で109点(1R -28グリッ

ド周辺25点及び 1y-52グリッド周辺 84点)、その他グリッド2点、合計223点出土した。

H-132号住居地の白玉は、大きさの平均は、径5mm、厚さ 3mmである。単独で出土しているは、

H-154号住居祉のみである。住居祉及びブロック 2出土の臼玉は同規格である。ブロック 2 (1 R 
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-28周辺)の白玉は、プロック 1と比較して大形である。石材では、プロック 2の白玉は、緑色系の

滑石(蛇紋岩系)、住居祉及びブロック lは、白色の滑石が多かったが、両石材が混在する。臼玉は全

て搬入で、製作工程は、認められなかった。未成品と欠損品の状態から、円形に形割りした素材に穿孔

をし、その後、表裏及び側面に研磨を施すことで、形状を均一的に仕上げている。今回出土した白玉の

形態から、中期後半以降と推定される。

仁類(石製品=石器)

紡錘車 (276-277) 

紡錘車は住居祉から 2点出土した。大きさは 5-5.5園、厚みは lcm前後、断面はレンズ状、肩平で

浅い逆台形である。調整は、ノミ状工具で同JL¥円状に削った後、研磨によって表面を滑らかに仕上げて

いる。石材は、黒味の強い蛇紋岩系である。中期前半の遺構から出士。

石製品・石製模造品製作工程品 (278-295) 

石核 (278-281、283、284)、原石 (282)、大形素材 (285-293)、素材剥片 (296-308、

317 -321)その他の未成品 (309-316、322-330)、剥片類に分類した。製作工程品は、 5世紀

前半(町期)の遺構を中心に出土。中期後半以降は、単独出土が多い。

石製品・石製模造品を含む「玉作」の基本工程は、寺村光晴氏が示した i1原石採取-2荒割-3形

割-4微調整(側面打裂)-5研磨-6穿孔-7仕上げ(修正)-8完成」といった工程が一般的であ

る。(寺村 1960・1980・2004)。今回調査分では、原石及び素材と製品を主体としており、製作工程

の段階を示す調整剥片、砕片は極端に少ない。とのことから、原石から作出される素材版片は、素材と

なる大きさの剥片を獲得し、あまり手を加えずに素材の形状を生かした調整(直接研磨等)を施した色

のと推定される。

石核・原石・大形素材

石核は、重量が 1kg程の大形礁と棒状の離があり、表面には、金属器による削り痕と敵打痕が観察さ

れる。 284は、石核2点と剥片3点の接合資料で、金属器による削りが観察できる。また、蔽打によっ

て分割されている。 7世紀のH-122号住から出土し、本来の組成時期とは異なる。原石は、重量が

l 胞を超える台石状のもので、表裏には金属器による細い線条痕と削り痕が観察される。

大形素材は、厚手の矩形剥片あるいは縦長状剥片で、剥離及び削り、一部研磨等も確認できる製作工

程を示すもので、剣形の素材となるものである。 294は、勾玉の製作工程を示す物で、削りによって勾

玉の形状(挟りをもっ)に荒く仕上げたものである。 295は、円形に荒削りされた紡錘車の製作工程品

である。製作途中の欠損により廃棄されたと考えられる。石材は、緑色の蛇紋岩系である。

素材剥片・未成晶

素材剥片は、石製品の形状に適した剥片に荒い調整(1次調整)を施した剥片段階のもので、未成品は、

研磨等の2次調整を施し、石製品の仕上げ段階のものとした。ただし、両者とも製作段階の違いで区別

されるだけで、素材としては同じ工程品であるが、目的とした器種が特定しにくい。素材剥片は、縦長

で先端が尖る菱形となるものが多く、剣形を意識して作出されたものと考えられる。また、矩形あるい

は円形のものは、有孔円版・方板の素材と考えられる。未成品には、剣形 (309・310、322-325)、

有孔円版・方板 (311-316)、剣形あるいは他の石製品 (326-330)がある。

石製模造品とその工程品を検討した結果、剣形の製作を中心にしていたことが推定される。また、そ

の製作工程で作出される素材を用いて、副次的に円版・方板等が製作さている。
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H-111号住居祉出士の製作工程品 (331-335) 

本住居祉では、蛇紋岩の素材が5点出土した。素材の表面には、削り痕が観察され、縦長が多いとと

から、剣形の素材と考えられる。中期後半 (V期)。

D類(石製品)

石製模造品以外の石製品の出土は、確認できなかったが、用途不明の結晶片岩の搬入離が2点出土し

た (341・342)。中期の遺構から出土。

E類(石器)

砥石 (336--340) 

砥石は、 17点出土した。涜紋岩製のものは、平面楕円で断面肩平の形態 (336、339)と角柱状で断

面四角形となる形態 (337、338、340)がある。裏表、側面の研ぎ面は、研磨により平滑である。中

期前半 (ill• lV期)の住居社から出土。

台石 (343-350) 

台石は、 21点出土した。出土状況には床面に置かれた状態と覆士へ廃棄された状態がみられ、比較

的台石を組成する住居祉が多い特徴が認められた。表面には、敵打痕あるいは平滑面が残るととから、

作業台として石製模造品の製作以外にも使用されたと考えられる。石材は、安山岩の大形自然礁が多い。

他に牛伏砂岩製のものもある。 346は、 3世紀後半の住居地、 343は、 5世紀後半 (V期)、他は5世

紀前半 (ill• lV期)の住居社から出土。

F類(石器)

編物石(第 140図~第 141図)

編物石は、 511点出土した。編み物石は、長さの集計によって、概ね6-17園、幅4-8cmに集中

するものとした。それ以外の規格のものは、用途を特定しない搬入醸とした。大きさの平均(カッコ内

は前回調査分の数値)は、長さ 12.8咽 (13.0岨)、幅6.2岨 (6.1cm)、厚さ 4.4cm(4.4cm)、重量514.3

g (548.6 g)で、前回調査分と同様の規格をもっ結果となった。また、大きさによって大小2つのグ

ループが存在し、小形(長さ 6-9 cm)では、楕円形、大形 (9-170岨)では、長幅比が3: 1に近

い棒状となるものが多い傾向が認められた。重量度数は、 400-500 gが最も多く、その前後 (300

-700 gの間)に集中する。時期別に編み物石毛E集計した結果、中期前半では、大きさに大小の2つ

のグループがみられる。中期後半では、大形のものが多く、大きさも均ーとなる。後期後半では、大形

のものが多いが、大きさには幅がみられる。後期後半では、大形のものが多いが、中期後半のものに比

べやや小振りのとなる。同様な傾向は、前回調査分でも認められるととから、時期による大きさの違い

の存在が考えられる。編み物石の石材は、頁岩 1点を除き、全て安山岩の自然喋である。前回調査分の

編物石と同様に、一部には、磨面、線条痕、蔽打痕が認められた。本来の用途である「錘」としての機

能ではなく、異なる用途にも兼用した石器であったと考えられる。

搬入礁(第 141図)

住居牡から出土する編み物石の規格から外れる自然礁で、長さ 2crnの小礁から、 20佃を超える大形

躍が、住居堆から多数出土した。一部編み物石の規格を満たす離も含まれるが、大きさ、形状から判断

される用途・機能は不明である。重量度数では、 100g以下の小礁、大形礁は、 1-1.5kgに集中する。

(井上慎也)
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滑石 蛇紋岩 その他 合計 その他の石材

点数 重量ω 点数 重量ω 点数 重量ω 点数 重量ω
H-53 2.2 2.2 
H-54 1 94.5 1 94.5 
H-55 l 1.5 1 1.5 
H-56 2 22.3 2 22.3 
H-58 3.3 3.3 
H-59 2 125.9 2 125.9 
H-61 1 6.9 1 6.9 
H-62 z 4.7 2 4.7 
H-65 6 64.4 2 42.2 8 106.6 片岩

H-77 1.2 1 0.4 2 1.6 片岩

H-89 1 15.1 6 847.2 7 862.3 
H-93 1 11.3 2 33.7 3 45 
H-95 4 2452.7 4 2452.7 
H-97 2 1.5 2 1.5 
H-98 14.4 14.4 
H-99 3 27.3 3 27.3 
H-I00 4 16 4 16 
H-I03 5 380.8 5 380.8 
H-I04 2 80.4 2 80.4 
H-I05 3 60.2 3 60.2 
H-I07 l 1.4 1 1.4 
H-l 1 1 1 2.1 11 918.5 12 920.6 
H-l 12 2 114.3 2 640.2 1 15.5 5 770 片岩

H-l 13 3 7.7 3 7.7 
H-l 16 1 39.3 1 39.3 
H-l 17 2 47.4 2 47.4 
H-l 18 2 8.9 2 8.9 
H-l 19 5.8 5.8 
H-122 5 243.4 2.8 6 246.2 
H-129 2 4.4 2 4.4 
H-130 1 0.9 2 14 3 14.9 
H-132 13 29.5 121 93 134 122.5 
H-135 8.4 8.4 
H-141 2 6.6 2 6.6 
H-142 l 1.8 1 1.8 
H-144 0.5 0.5 
H-146 2.3 2.3 
H-149 z 109.5 z 109.5 
H-152 l 3.2 1 3.2 
H-153 2 3.2 2 3.2 
H-154 0.4 0.4 

小計 27 476.8 20B 6100.2 4 58.1 239 6635.1 
グリット 1 4.7 196 200.8 2 9.2 199 214.7 粘板岩

一括 2 1.2 2 1.2 
小計 1 4.7 19B 202 2 9.2 201 215.9 
合計 28 481.5 406 6302.2 6 67.3 440 6851 

第2表石製品・石製模造品石材組成表
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室 室 製 最
要産品

皇 素材 原石 孟 査晶 型 型
キ理

方板

H-53 1 1 

H-54 1 

H-55 1 1 

H-56 2 2 

H-58 1 

H-59 2 z 
H-61 1 

H-62 z z 
H-65 z 2 2 l l 8 

H-77 1 2 

H-B9 1 1 4 7 

H-93 3 

H-95 1 3 4 

H-97 z 2 

H-98 l l 

H-99 z 1 3 

H-100 1 z 4 

H-103 1 1 1 1 5 

H-104 2 2 

H-105 3 3 

H-107 1 1 

H-1 1 1 1 l l 5 z 12 

H-1 12 1 3 1 5 

H-1 13 1 z 3 

H-1 16 l 

H-1 17 2 

H-1 18 l 1 z 
H-1 19 l l 

H-122 1 3 2 6 

H-129 z 2 

H-130 1 3 

H-132 3 111 17 1 11 134 

H-135 1 

H-141 z z 
H-142 1 

H-144 1 

H-146 1 1 

H-149 z 
H-152 1 

H-153 1 1 z 
H-154 l 

小費十 2 3 1 01 23 3 1 2 3 3 1 11 112 29 1 7 40 2 2 1 11 239 

グリット 1 1 14 z 1 1 109 5 61 58 199 

一箱 l z 
小計 。1 1 14 2 。1 。1 。01 110 5 。。61 59 。。。01 201 

合計 3 3 2 37 5 1 3 3 4 1 11 222 34 1 7 71 99 2 z 1 11 440 

第3表 石器・ 石製品遺構別組成表 (1)
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書 警 警 警 カ カ カ カ
マ .マ 、マ マ

天井材F 
材ド

2 高石
台石 砥石 警 膚石 カ カ カ カ

マ マ マ .マ

材ド

高

H-52 1 1 H-119 2 2 

H-55 l 1 H-120 2 2 4 

H-56 8 8 日-122 16 16 

H-57 2 3 H-123 3 3 

H-58 7 7 H-124 11 1 12 

H-59 22 2 1 26 H-126 6 6 

H-60 1 2 H-127 4 4 

H-61 3 3 H-129 11 11 

H-62 5 51 日-130 2 2 

H-65 8 9 H-131 1 

H-67 z z H-132 1 

H-68 1 H-133 3 3 

H-69 9 9 H-134 l 

H-10 1 1 H-136 1 

H-11 20 21 H-137 5 5 

H-12 2 2 H-138 15 15 

H-13 4 4 H-140 4 4 

H-15 9 9 H-143 1 

H-16 9 9 H-144 6 6 

H-11 9 z 12 H-145 11 1 12 

H-18 1 1 H-146 25 26 

H-19 18 18 H-149 3 4 

H-83 3 4 H-150 20 1 21 

H-84 1 1 H-l 5 1 日 1 10 

H-86 7 7 H-152 17 11 

H-81 2 2 日-153 5 6 

H-88 9 z 12 H-154 1 

H-89 20 20 小書十 513 21 17 z 1 1 1 21 559 

H-91 2 2 グリット

H-92 9 9 一括

H-93 15 1 17 小書十

H-94 2 2 合計 513 21 17 2 1 l l 21 559 

H-95 15 z 1 18 

H-96 2 2 

H-91 1 1 

H-98 。
H-99 4 4 

H-I00 1 1 

H-I03 7 1 9 

H-104 5 5 

H-I05 6 6 

H-I06 1 1 

H-107 17 17 

H-I08 l 

H-I09 4 5 

H-l 1 1 18 3 1 22 

H-l 12 5 1 6 

H-113 3 4 

H-115 16 2 18 

H-l 16 9 10 

H-117 2 2 

H-ll日 2 z 

第4表石器・石製品遺構別組成表 (2)
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(3) 鉄製品 (第157図・第 158図)

鉄器および鉄津が出土している。また関連する遺物としては、高杯転用羽口がある。

鉄器には鉄鉱・万子・鋤先がある。その他器種が明確でないものもあり、棒状のもの (13)や石突

状のもの (19)、ヤリガンナと想定されるもの (20)などがある。

方形鋤先は、 H-96号住・ H-99号住から出土している(14・15)。いずれの住居社も 5世紀第

皿四半期に位置づけられる。 H-96号住は、浅い竪穴状を有する建物祉で、その規模も非常に小さい。

緩やかに立ち上がる壁際から出土しており、椀入したものかEうかは判断できなかった。 H-99号住

は石組のカマドを有する住居祉である。覆土最下層より出土している。

鎌は、 H-55号住・ H-93号住から出土している (5・12)0H -55号住は出土土器から 5世紀

第E四半期に位置づけられるが、覆士最上層より出土している。左鎌と判断される。 H-93号住は、

出土土器から 5世紀第E四半期に位置づけられ、その覆土最下層より出土している。

(石丸敦史)

(4) 土製品 (第 158図)

土製品には紡錘寧がある。その他、匙がH-65号住より出土しているが、第 1項「土師器・須恵器」

に掲載した。

土製紡錘車はH-73号住・ H-93号住から出土した(1・2)0H -73号住は、出土土器から 6

世紀第 I四半期に位置づけられ、カマド内より出土している。 H-93号住は、出土土器より 5世紀第

E四半期に位置づけられ、その覆士最下層より出土している。

lは断面台形を呈し、2は断面方形を基調とし中膨らみとなる。

(石丸敦史〉

(5) 埴輪 (第 158図)

H-90、92、121号住の覆土中から、円筒埴輪片が約 30点出土している。ほとんどは 92号住居出

土であるが、いずれも小片で摩滅が激しく接合可能な物はないが、比較的残存が良好な 4点を図示した。

いずれも外面調整はタテハケ、内面は指ナデが施され、外面はやや還元焼成気味なのが特徴である。突

帯はほとんど欠落しているものの、断面は稜のある台形状を呈する。透孔は円形と思われる。

近隣に古墳を伴う古墳はなく、製作工房の様な遺構も見つかっていない。住居内で使用した痕跡はな

く外部からの意図的な搬入と思われるが、なぜ小片を運び利用する必要があったのかは不明である。

北に約 lkmの碓氷川河岸段丘中位にある塩ノ久保K-l号墳で当該埴輪と同様、外面が還元焼成気

味の円筒埴輸が出土している。しかし、半円透孔をもち、胎士に黒色鉱物粒を含むなど、当該埴輪と異

なる特徴を持っている。

(菅原龍彦)
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V 成果と問題点

1 古墳時代の土器編年

1 はじめに

本遺跡では、古墳時代前期から後期にわたる竪穴住居が 102軒検出されている。すでに南側に接す

る『加賀塚遺跡 1J (A・B.C区の一部)では古墳時代中期から後期の竪穴住居が 51軒検出されており、

今回の調査と合わせて 154軒の大きな継続する集落であることが判明した。特に大半が古墳時代中期

に属し、とれまで希薄であった当該期の資料を多く得るととができたのは、との地域の歴史解明に大き

な役割を果たすことができるものと考える。そとで、集落の変遷を知るための基礎的作業として土器の

分類と変遷を検討したい。

2 土器の分類

ここでの分類は前期に属する資料は少数のため扱わず、中期から後期の資料を対象とする。『加賀塚

遺跡 1Jlの分類を踏襲したいが、時期的に本遺跡の方が古い段階を含むため分類名称が変わらざるを得

ないものあり、『加賀塚遺跡uの分類名を()で表示した。

出土した土器には、土師器坪・鉢・柑・高坪・小形壷・小形費・甑・費・台付費、量は極めて少ない

が須恵器蓋・杯などの器種が見られる。分類に際しては、整形技法や胎土を含め形態の特徴によって分

け名称を付けた。さらに、アルファベットの小文字を付したものは細分であり、数字は型式組列を想定

できるものとしてイ寸けたものである。

坪

基本的に『加賀塚遺跡 1.!の坪分類と同じであるが、今回は C類と形状は類似するが内面に放射状箆

磨きの施される D類が新たに加わる。

A 1 :丸底及びやや平底気味のものとがある。体部は丸みを持ち内湾する口縁部に至る。大きさや口径

と器高のバランスは個体差があり、全体的にやや歪みのあるものが多く、口唇部の厚さなどは不均質

である。内面に放射状箆磨きを持つものは、中心部から口縁部に向かつて施す傾向にある。色調も鈍

い黄褐色や赤褐色など多様である。 (A1) 

A 2:丸底、球形の体部から内湾する口縁部に至る。上面から見ると正円形で整った形のものが多い。

色調は赤褐色を呈す。放射状の箆磨きは底部の中心からよりも、 2/3程の深さの所から斜めに口融部

に向かつて施し、磨きの始点が横に線上に揃うものが多い。 (A2) 

B 1 :平底の底部から休部は丸みを持ち、口縁部が外傾する。全体的にやや歪みのあるものが多く、口

唇部の厚さなどは不均質である。外面は箆削りか箆撫で、内面は箆撫で、色調は鈍い黄褐色や赤褐色

など多様である。 (B1) 

B 2:丸底ないしは平底気味の底部から体部は緩やかな丸みを持ち、口縁部が外傾する。全体的にやや

歪みのあるものが多く、口唇部の厚さなどは不均質である。しかし、口縁部の長さや外傾の度合い、

器高も浅いものから探いものまで個体差があり、分類が難しいため上記の大枠の特徴によって一括し

て扱う。調整は、外面が箆削りか箆撫で、内面は箆撫で、内面に放射状箆磨きを施すものは中心部か

ら口縁部に向かつて施すものが多い。これも色調は鈍い黄褐色や赤褐色なE多様である。 (B2) 
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B 3:口径 12.4- 14.4畑、器高 5.1-5.6cmとやや幅があるが、形態・胎士に非常に統一性が見られる。

形態は底部から体部が弧状に緩やかな丸みを持ち、口縁部が外傾、稜線は明聴で、口唇部を薄く上に

摘みあげる。正円形で形が整い、器厚が薄手で均一である。色調はほぼ一様に赤褐色を呈す。放射状

の箆磨きは底部の中心からよりも、 2/3程の深さの所から斜めに口縁部に向かつて施し、磨きの始点

が横に線上に揃うものが多い。 (B3) 

C a:丸底、体部と口縁部の墳に稜を持ち、口縁部は直立する。 (C2) 

C b:丸底、体部と口縁部の境に稜を持ち、口縁部は外反する。 (C3) 

C c:丸底、体部と口縁部の境に稜を持ち、口縁部は内傾する。

C d:丸底、体部に稜を持ち、-s.内傾気味に立ち上がり口縁部が外反する。

D a:丸底、体部と口縁部の境に稜を持ち、口縁部は外反し上位がやや内啓気味になる。口縁部にA2・

B 3に類似する丁寧な放射状箆磨きが施される。

D b:丸底、体部と口縁部の境に稜を持ち、口縁部は外反もしくは、外反し上位がやや内脅気味になる

ものがある。底部から口縁部に箆磨きないし放射状箆磨きが施される。

柑

加賀塚遺跡では小形と大形に分類したが、小形のもののみを柑とし、大形は直口壷と改めた。

A:器形は多様であり、底部の形態には丸底のものや、中央が小さな上げ底で周辺が平底気味のもの、

平底などがある。胴部は丸みを持つが、球状のものや、下半部ないし上半部に最大幅があるものなE

様々である。頭部は稜の明瞭なものと緩やかなものがある。口縁部の長さや傾きなとにも個体差が大

きく、これらの要素の組み合わせが明瞭でないため細分は行わなかった。調整は口縁部は横撫で、胴

部は箆撫でや箆削りである。 (A1) 

置口壷

A:丸底で胴部は球形を呈し、口縁部は逆ハの字状に聞く。口縁部は横撫で、胴部は箆撫で下位は箆削

りである。

B :胴部は球形を呈し、下位がすぽまり平底となる。口縁部は逆ハの字状に聞く。調整は口縁部は横撫

で、胴部が箆削りないし箆撫でである。

高坪

A al :口縁部と体部の墳に明瞭な稜を持ち、口縁部は外反気味に聞く。脚部が下半部で屈折し裾部を

作るもの。全体的に丁寧に磨かれている。

A a2:口縁部と体部の墳に明瞭な稜を持ち、口縁部は外反気味に聞く。脚部が下半部で屈折し裾部を

作るもの。調整は基本的に口縁部や裾部は横撫で、体部・脚部は箆撫でである。 (A)

A b:坪部の形状は同様だが、脚部があまり聞かずに細く 、裾部が水平に近く聞く 。

B :脚部は円錐状を呈し、脚部と裾部の境は明瞭ではなく、裾部がやや聞く。

C :坪部口縁部と脚裾部に段を持つ。調整は箆磨きが施される。(B ) 

D:短脚の高坪。杯部は口縁部の外傾するタイプである。(加賀塚分類のDと同じであるが、本遺跡の

ものは内面に放射状箆磨きが施されずより古いタイプである。)

E :短脚の高杯。坪部は口縁部と体部の境に稜を持つ須恵器模倣坪のタイプであるが、内面に放射状箆

磨きが施され黒色処理されるものもある。

甑
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加賀塚遺跡では小形と大形に分類している。小形甑は甑として使用されたものか疑問があり、有孔鉢

とも呼ばれているものであるが、一応甑として分類しておく。さらに蜜と類似する形態のものを加え三

種類に分けるが、 Cには中形が見られる。

A:小形であり、形態は逆「ハ」の字状に聞くものが多い。 (A)

B :顕部は括れて口縁部は外反し、胴部は丸みを持つ。底部は筒抜けとなるが、形状は同時期の賓と良

く類似している。調整は外面が箆削り、内面は箆撫でであるが、箆磨きするものもある。

C :口縁部は外反する。頭部はあまりしまらず、胴部はやや丸みをもち、底部は筒抜けである。時期を

下るに従って胴部が丸みを失い直線的になって行く変遷が見られる。調整は基本的に外面が箆削り、

内面は箆撫でであるが、内外面または内面を箆磨きするものもある。 (B)

聾

賓の形態は多様であり、特に中期の費は各期にそれぞれ多様な賓が見られるため分類が困難である。

その中でもA及び台付聾Aは特徴的で他遺跡においても識別が容易と考えられる。またL・Mは後期を

通して長胴化していく賓の系譜にあると思われる。

A:口縁部は「く」字状に外反ないし外傾し、頭部内側の稜がシャープである。胴部の最大幅が上位に

あり、下位は台部に向かつて直糠的にすぽまり平底の底部となる。全体的に歪みが少なく整った形状

である。調整は外面斜横位の箆削り、内面は横位ないし斜横位の箆撫でである。 (D)

B :口縁部は外傾し、胴部は中位に丸みを持ち下位がややすぽまって平底の底部となる。調整は外面が

斜縦位の箆削り、内面は斜縦位の箆撫でである。

C :口縁部は外傾するが外側がやや膨らみを持つ。胴部は丸みを持ち、平底である。口縁部も含めて全

体的に器肉が薄手である。

D:口縁部は外反し、胴部は丸みを持つ。下半がややすぽまり平底となる。頭部の括れの度合いや口縁

部の長さなどに若干違いがあるものの、基本的にはこのタイプの費が多く見られる。調整は外面は斜

縦位の箆削り、内面は斜横位の箆撫でである。色調は鈍い黄褐色から黒褐色を呈するものが多い。

E :口縁部は外反し、胴部は丸みを持つがDよりは弱い。底部はやや丸底気味の緩い平底である。

F :口縁部は大きく「く」の字に聞き、内面の頭部の稜はシャープである。胴部も大きく丸みを持ち、

平底と思われる。調整は外面斜横位の箆削り、内面は斜横位の箆撫でである。とのタイプも歪みがな

く、比較的形の整ったものが多い。色調は黄樺色のものが多い。

G:口縁部は外傾するが外側がやや膨らみを持つ。胴部は丸みを持ち、平底である。Cに似た薄手の作

りであるが、形の歪みが顕著である。

H:厚手で手担ね土器のように指撫でや指頭痕の痕跡が顕著である。形態は一定せず歪みもあるが、胎

士や調整の類似によって識別は可能であると考える。

1 :口縁部は外反し、胴部は大きく丸みを持つ。底部は平底で、器商の低いものである。

J :口縁部は一旦直立気味に立ち上がってから外反する。胴部は丸みを持ち、下半がややすぽまり平底

となる。調整は外面斜横位の箆削り、内面は斜横位の箆撫でである。色調は檀色である。

K:口縁部はやや受け口状に聞く。胴部は長くやや丸みを持ち、丸底である。器肉は口縁部まで全体的

に薄手である。調整は外面は縦位箆削り、内面は斜横位箆撫でである。

L :口縁部は「く」の字状に聞く。胴部は長くやや丸みを持ち、底部は平底である。調整は外面は縦位

箆削り、内面は横位箆撫でである。
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M:口縁部は外反し、頭部の括れは緩やかである。胴部は長くやや丸みを持つ。底部は平底である。調

整は外面は縦位箆削り、内面は縦位箆撫でである。

台付聾

A 1 :口縁部は「く」字状に外反ないし外傾し、頭部内側の稜がシャープである。胴部の最大幅が上位

にあり、下位は台部に向かつて直線的にすぽまる形、台部は「ハ」の字状に聞く。全体的に歪みが

少なく整った形状である。

A 2:口縁部は外反し、頭部内側の稜が緩やかである。胴部は全体的に丸みを持つが細長い形状である。

B:口縁部は外反し、頭部内側の稜が緩やかである。胴部は全体的に丸みを持つ。

3 各期の様相

1;期

I期はH-57・88号住が言察当する。出土した資料は少ないが、土師器鉢・高坪・台付聾・台付壷・聾・

壷などの器種が見られる。

鉢は平底で体部は丸みを持って聞く形状、箆削りか箆撫で調整されるが、輪積痕が残りやや雑である。

高坪は東梅系の小形高坪の系譜にあるものと思われる。壷は樽式系であるが、球胴化が進み文様は消失

している。費は形状に樽式系の要素はないが、内面を箆磨きすることに古い要素を残している。台付費

は大きく丸みを持つ球胴状を呈し、口縁部から胴部上位にかけて縄文が施される。台付壷は胴部が下膨

れで弱い稜を持つ外来系のタイプである。

H期

E期はさらに資料が少なく、土師器器台・高坪の他にミニチュア土器が僅かに出土するに過ぎない。

資料が混在しているものもあるが、 H-60・70・72・80・85・90・94・151号住が該当する。器台

は受け部が丸みを持ち、やや深い傾向にあり箆磨き調整される。高郎は小形と大形が見られる。

川期

H-56・58・61・62・74・77・112号住が該当する。器種は、土師器増・高杯・甑・費・台付費・

ミニチュア土器などが見られる。

坪・椀類は資料が少なく検討できないが、との期には出現しているものと考えられる。鉢は一点出土

しており、平底で体部は聞き上位にやや丸みを持ち口縁部が大きく聞く形態である。増の形態は多様性

に富んでおり、この期に最も多量に出土すると思われる。口縁部は全体的に長くなっている傾向が認め

られ、口縁部と胴部の長さがほぼ同程度のものも存在する。底部は、丸底や小さい上げ底気味のもの、

平底のものと見られる。また、増に穿孔した麗も存在する。高坪は二種類が存在する。 Aalは脚部が

下半部で屈折し裾部を作るもので、全体的に丁寧に磨かれている。 Aa2はAalの系譜にあるもので

調整は撫でが多く、器高もやや低くなっている。 Aalはこの期の中でも古い方か前期に属す可能性が

考えられる。 Bは脚部が円錐状を呈し、脚部と裾部の墳は明瞭ではなく、裾部がやや聞くものである。

出土量は少ないが次期にも続けて存在する。甑は Bが見られ、との期の賓と同じく胴部の大きく丸みを

持つものである。喪はA・B・Cが見られる。 Aは台付費の形態と類似するもので、この系譜と考えら

れる喪が次期にも加賀塚遺跡 lに見られる。胴部上位の張りは弱まる形状となっているが、胎土は良く

似ている。大きさに大小が見られる。台付費はAlが存在する。全体的に歪みが少なく整った形状である。
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IV期 ( ~加賀塚遺跡 u の I 期相当)

H -52・53・54・55・59・63・65・68・86・89・93・95・100・101・103・104・105・115・

120・153号住が該当する。

坪の出士量が増加し、 A • B 1・B2が存在する。 B1は平底で口縁部が外傾するものを分類してい

るが、形態は定型化しておらず体部の開く程度や口縁部の形状など個体によって様々である。 B2は

加賀塚遺跡 1では次期に配置しているが、この期から見られる。丸底の底部から体部は聞き、次期より

も体部の丸みが少ない傾向にある。増は前期より出士量はやや減少する傾向にあると思われる。形態は

やはり様々であり変化が不明瞭だが、頭部のしまりが強くなる傾向が見受けられる。直口壷にはA・B

があり、とれにも平底・丸底の両方がある。やはり前期よりも頭部のしまりが強くなる傾向にあると思

われる。高坪はA・B'Dが存在する。 Aは脚部が聞くタイプと聞きの少ない柱状のものがある。 Bは

E期のものよりも坪部がやや浅くなっている。 Dは短脚のものであり、坪部は杯Bの形態と同じである。

喪も D.E・F'G・Hなど多様な形態が存在している。 E期のA類は本遺跡では出土していないが、

隣接する加賀塚遺跡 lで分類したD類の賓がこの系譜にあるものと考えられる。 Fは口縁部から頭部が

Aに類似する点もあるが胴部が大きく丸みを持つ器形である。台付曹は A2が見られ、下半部にも丸

みを持ち、やや間延びした印象となる。

V期(r加賀壕遺跡 1.!1のE期相当)

H-71・76・83・96・99・111・116・117・127・129・130・133・144・146・149号住が該当する。

杯が主体的に在在するようになる。 A1・B2が主であり、双方ともN期のものより体部の丸みが強

くなる傾向が窺われる。柑の出土量は激減する。直口壷Aは前期のものより胴部が横に大きく丸みが強

くなり、口縁部が短かい。また、高坪も出土量は減っているが、種類はA・c・Eがある。 Aは器高の

低くなる傾向が見られる。 Cは坪・脚部に段を持つもので、その出現期はm.w期に遡ると思われる。

Eは短脚の高坪で、坪部の形態は坪C2と同じであるが、内面が黒色処理される。甑はA・B• Cが

出土している。 Aは逆「ハ」の字状に聞く器形である。 Cは若干頭部にしまりがあり、胴部にやや丸み

を持つ。聾はD ・Iが見られる。 Dは前期よりもやや胴部の丸みが少なく、長胴化の傾向が窺われる。

この期にも台付賓が存在する。しかし、台付費も長胴化する傾向にあるが、 H-111号住-486の台

付費は胴部が球状を呈しm.w期に見られるものとは異なるタイプと考えられる。

VI期 ( ~加賀塚遺跡1.!1のE期相当)

H-123・124・131・134・136・141・152号住居が該当する。

坪は定型化したA3'B3が圧倒的に多く見られ、 A2・Da・Dbが少量存在する。 C類も存在す

ると考えられるが本遺跡では良好な資料は出土していない。高坪はAの系統にあるものと考えられるが

器高のかなり低くなったものが出土している。甑はB・Cが出土している。 Bの甑は費に類似する形態

のものであるが、との時期にも見られる。 H-134号住-693は全面的に箆磨きが施される特異な甑

であるが、胴部の形状などは同じ住居の聾と類似している。 Cは中型と大型が見られる。共に胴部の丸

みが少なくなり、頭部はしまらずに口縁部が外反する。費はJ• K・L • Mが存在する。 K'L'Mは

長胴化しており、 L • Mのタイプは次期の長胴曹に繋がっていくものと考えられる。前期のD類などが

この喪の祖形となろうか。 Kは出土量の少ない聾だが、器肉が薄手で胴部下位がやや括れる特異な形状

であり、この賓と類似する甑がH-133住に出土している。

VlI期
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H-73・107号住が該当する。士師器坪・高坪・小形費・費・甑などの器種が存在する。坪はA2・Da. 

Cbが存在する。高坪Eは須恵器模倣坪の形態に短脚が付くものである。甑はCの中型・大型が見られ、

胴部の丸みがさらに少なくなってきている。聾は Lの系譜にあるもので、さらに長胴化している。

VlII期(r加賀塚遺跡 1.l1のW期相当)

H-69・75・79・84・126・145・150号住居が該当する。

坪はCb・Db及び須恵器坪が見られる。甑にはAとBが確認できる。 Aは聾と同形で底部を抜くも

のであるが、乙の期以前に出土している甑Aとは形状は異なり、同時期の賓と同じ長胴化して胴部にほ

とんど丸みを持たないものである。 Cは胴部の丸みはほとんどなく直線的な形状である。要はLの系譜

にあるもので、胴部の丸みがさらに少なくなっている。良好な資料がなく、下半部を欠くものであるが

長胴化は進んでいるものと思われる。

IX期

H-I09・125・137・138・143号住が該当する。

資料は少なく士師器坪・甑・費・小形費、須恵器蓋・坪が少量見られる程度である。坪はCb・CC. 

Cdが存在する。 Cdは本遺跡では 1点のみの出土であるが、富岡市の上丹生屋敷山遺跡に見られる杯

Zに分類されているものと類似する。甑はCであり、胴部が直線的なものであるが下半部は欠く。聾は

Lの系譜にあるものと思われる。

X期

との期に該当するのはH-122号住の 1軒のみであり、ほとんど資料がない。唯一出土した土師器

費は、器高 39叩を測り最も長胴化している段階のものである。直線的な胴部で縦位に箆削りされ、口

縁部は緩やかに外反する。

4 実年代について

本遺跡の 1• n期は古墳時代前期に相当する。との時代の編年に関しては、樽式系土器の崩壊過程を

中心に分析を行った若狭編年【1】に準拠して位置付けを行いたい。 I期は、費や壷の形状や調整に樽式系

の様相が残ることから、若狭編年の樽式系E段階に相当し、 E期はそれに後続する。 E期とE期の聞は

断絶があると考えられ、出現期の屈折脚高杯やS字口縁台付賓の系統で胴部を箆削りする台付費などの

土器群が想定できよう。

E期から医期は連続した土器様相が捉えられ古墳時代中期から後期に相当する。これらの時期につい

ては、土師器と共伴する須恵器の年代観から実年代を導き出した坂口編年ω(古墳時代中期土器)によっ

て推定すれば、 E期が坂口組年の I段階に相当すると考えられ、5世紀第 1四半期に比定される。 w.v・

VI期がそれぞれE・m.w段階に相当し、 vn・咽・医期は坂口編年(古墳時代後期土器)のm.w・v

段階に相当すると考えられる。政期とX期の聞にも断絶があると思われ、 X期は長胴化した賓の様相か

ら四段階に相当すると考えられる。

註

(1)若狭徹 1990r群馬県における弥生土器の崩壊過程Jr群馬考古学手帳u
(2)坂口一 1986 r古墳時代後期の土器の編年Jr群馬文化J208号

1987 r群馬県における古漬時代中期の土器の編年Jr研究紀要4J群馬県埋蔵文化財調査事業団
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2 石製品・石製模造品について

加賀壕遺跡では、古墳時代中期から後期にかけての石製品、石製模造品及びその製作資料が、住居地

を中心に多数出土した。石製模造品の製作は、集落の時期を反映して、中期前半と中期後半の2時期に

分けられ、製作のみでなく、集落内で使用されていた痕跡が認められた。特に中期後半から後期初頭に

かけては、製作工房祉が存在し、集落内で集中的に石製模造品の製作が行われ、古墳あるいは他地域へ

の供給が行われていた可能性が明らかとなった。

ここでは、前回の調査を含め、加賀壕遺跡の石製品及び石製模造品について、時期ごとの特徴をまと

めたい(第 164図・第 165図)。

石製品は、勾玉、管玉等の玉類が中期から後期にかけての遺構から少数出土した。ただし、玉類は、

集落内で製作されたものではなく、使用石材の点から、未成品を含め全て搬入品である。また、時期に

よる形態に差は小さい。勾玉は、断面楕円形で、平面がややコの字状となるのが多く、管玉は、太型と

細型の両者が認められた。特殊例として、中期前半のH-153号住覆土から、欠損と摩耗が著しい琴

柱形石製品が出土した。との石製品は、県内では、下佐野E遺跡等で前期における製作例が確認されて

いる。ただし、本遺跡の遺構とは時期差が存在することから、住居祉との共伴については、混入の可能

性もあり、注意が必要である。

石製模造品は、滑石を石材とするが、時期によって石質が異なり、石質によって製作技術に特徴が認

められることが明らかとなった。中期前半では、硬質の緑色系の滑石(蛇紋岩系)を石材として、分割

工程を中心に素材を覆得し、蔽打と研磨によって製作・仕上げをする。一方、中期後半以降では、軟質

の白色系滑石を石材とする傾向が認められ、打撃による剥離あるいは、分割・切断によって素材を獲得

し、素材に対する調整を施し、研磨で製作する。中期前半では、大形の石核あるいは分割素材が多数認

められ、剣形を中心に製作されている。素材に対する調整剥離が少ないため、調整剥片は極端に少ない。

中期後半以降は、石材は小さくなるまで分割、剥離されるほど完全に消費される。調整による調整剥片

等は多数存在し、小形の素材に至るまで、様々な大きさ、形状の素材が生産されている。白玉以外は、

同じ製作工程で製作される器種である。主な器種は、白玉、剣形、勾玉形、円板・方板(有孔・無孔)

に限定され、他の器種を摸した石製模造品器種は極端に少ない。

剣形は、断面五角形あるいは三角形となり、稜が明瞭となる「剣」を模倣したものから、肩平で粗雑

な形骸化したものへと変化する。穿孔は、 1あるいは2カ所ある。勾玉形と円板・方板は、剣形と同じ

素材、工程で製作されたもので、中期後半以降にみられる。臼玉は、中期後半以降、製作工程が確認でき、

径が7-10mmの大形から、 5mm前後の小形となる。石材は、白色系滑石が選択される傾向となる。

紡錘車は、扇平で、研磨が荒いものから、中期後半以降、厚く台形状となる。石材は、黒色系の滑石

で、石製模造品の石材とはやや異なる。

今後は、碓氷川涜域を中心とした中期以降の石製品・石製模造品の生産流通システム、そして、供給

先の可能性がある古墳あるいは周辺地域の集落との関係については、現在整理中である人見枝谷津・人

見向原遺跡との比較、分析によって明らかにしていきたい。

(井上慎也)
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3 古墳時代の集落

1 集落の概要

加賀塚遺跡における一連の調査では、広大な調査区が設定されたため、集落域のほぼ全域を調査する

ととが出来た。調査区北東側が唯一調査区外にあたるが、東からの谷状地形が入り込んでいるため、集

落の構成を大きく変えるような遺構群は期待できないだろう。

出土した土器によると、集落は3世紀後半から始まり 6世紀に終罵を迎えるようである。検出された

建物祉はいわゆる竪穴式建物祉(以下、住居祉)が主体をなしており、掘立柱建物祉は確認できなかっ

た。おそらくトレンチャーによる撹乱が調査区全域にわたっていたため、確認できなかった可能性が高

い。そのような問題点を残すものの、集落のあり方を考えるうえでは十分なデータを得ることが出来た

と言えよう。そとで以下、住居祉に焦点をあて、その動向を述べていきたい。

住居祉の出土土器から判断すると、 3世紀代のものが3棟、 4世紀代のものが6棟、 5世紀前半のも

のが 28棟、 5世紀後半のものが 24棟、 6世紀前半のものが 10棟、 6世紀後半のものが5棟ある。 A.

B区の調査成果(IT'加賀塚遺跡 1~)と合わせると、 5 世紀に集落の最盛期を迎えるととが分かる。

それら住居祉群は、ーヶ所に集中していたのではなく、ある程度の広がりをもって展開している。地

形的特徴によってみていくと、大きく 1-5区の 5区域に分けられる(第 166図)。まず、 1区は調査

区北端部で、最も樺高の高い位置にあたり、その北側には碓氷川の河岸段丘による急峻な崖がひかえて

いる。また、東には東から伸びる小支谷が入り込んでおり、そ乙へ向かつて東斜面を形成している。 2

区は、その小支谷の落ち込み縁辺部稜線上にあたり、比較的平坦な地形をなしている。 3区は2区を最

高点として南へ大きく傾斜する一帯である。遺構の分布は希薄である。 4.5区は、 3区の下位にあたり、

緩やかに南へ傾斜している。 M-3号溝周辺は住居祉がなく、また 3区ではM-3号溝より東側へは集

落が展開しないことから区画溝と判断される。そこでM-3号溝より西側を 4区、東側を 5区とした。

2 竪穴住居祉の時期別分布

次に住居地の時期別の分布状況を見ていきたい。時期の比定は出土土器によって行っている。ただし、

その構成によっては、四半世紀単位の詳細な時期がわかるもの、半世紀単位程度のおおよその時期がわ

かるもの、時期不明のものがある。そこで乙とでは集落動向の大きな流れを把握するため古墳時代前期・

5世紀前半・ 5世紀後半・ 6世紀代以降にわけでその分布状祝を示した。また出士土器によって時期不

明となったものは省いている。

まず古墳時代前期のものは、 1• 2区に分布する(第 167図)0 1区では分散した状況が見られるが、

東側の調査区外に当たる部分を考慮すれば、住居構成が若干変わってくる可能性はある。 2区ではH-88

号住の大形住居祉を中心とした一群が認められる。いずれにせよ密集した状況は看取されない。

5世紀前半では、 1・2区に多くの住居祉が認められる(第 168図)0 1区では大形住居祉H-65

号住を中心としたまとまりがある。 2区はもっとも多く住居地が分布している。大形住居祉H-95号

住を中心として、広く分布し、 3区にまで広がっている。また 4・5区においてもわずかに散在している。

5世紀後半になると、分布の申心は4区になる(第 169図)。比較的密集しており、一部では切り合

う住居祉も存在する。ただし、 1・2・3区においても住居跡が分散している。

6世紀代になると、住居祉数は激減する(第 170図)。その分布に密集した状況は見られないが、 2
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区においてH-79号住を中心とした一群が認められる。

とのように古墳時代前期には北側の標高の高い位置に展開し、 5世紀代になると徐々に南の標高の低

い方へ移動している。そして 6世紀になると、住居祉数は激減し、集落は終嘉を迎える。ただし、古墳(K

-1号古墳)が築造されていることから推測しでも、まったくの無住の地となったわけではなく、集落

域が比較的近い場所に移動したと考える方が妥当であろう。

また本調査では集落の境界を把握することができた。 M-3号溝 (M-2号溝も含む)は、集落の東

側を南北に走り、楠井 (uS -1 )に至る。ぞれより東側では酒井のある 5区周辺を除いては住居祉は

なくなるととから区画溝と判断される。 M-3溝西側の 1U-52グリッド付近では、多量の石製模造

品が出土する地点がある。またそのすぐ西にはH-118号住が存在するが、深度のある竪穴を有する

ものの柱穴はなく遺物もほとんど出土していない。この一帯が集落の境界とそれに伴う儀礼空間であっ

た可能性が推測される。

3 竪穴住居地の形態変遷

確認された竪穴住居祉は、方形の竪穴に 4本主柱穴、炉・カマドの燃焼施設、貯蔵穴を伴うというも

のが最も多い。その一方で、浅い竪穴を有するものの、燃焼施設や主柱穴が伴わないものも多く存在し

た。それらについては、壁外柱穴など上屋構造が推測されるものの検出に努めたが、撹乱が著しいこと

もあって十分な検出には至らなかった。そとで以下、前記の竪穴住居祉と過称されるものについてその

変遷を見ていく(第 171図)。

まず古墳時代前期の住居祉は、平面方形を基調とする。竪穴壁はまっすぐ走るが、竪穴四間は角をも

たずわずかに円弧を描くものが多い。 4本主柱穴を基本としているが、主柱穴が明瞭でないものもある。

燃焼施設には炉を用い、住居北側に設けられる。貯蔵穴は南壁際の南東隅部分に設置される。ただし貯

蔵穴は東壁から離れた位置にあり、東壁との聞に若干のスペースが設けられる。貯蔵穴の西脇、住居南

壁前面に入口ピットを 1基設けるものが多い。壁周溝は廻らせているが、間仕切り溝は確認されていな

い。大形住居祉のH-88号住 (680x 640cm)では竪穴周囲にテラス状の浅い掘り込みが確認された。

5世紀前半の住居地は、平面方形を基調とする。竪穴壁はまっすぐ走り、竪穴四隅は角を持つものが

多くなるが、H-53号住のように四隅が円弧を描くものもある。 4本主柱穴を基本としているが、主

柱穴が明瞭でないものもある。また 4本主柱穴は、古墳時代前期よりも若干住居中央へ寄る傾向がある。

燃焼施設には炉を用い、住居北側に設けられるものが多い。貯蔵穴は、南壁際の南東隅部分に設置され

る。古墳時代前期とは異なり、東壁際に寄っており、東壁との聞にスペースは減少する。入口ピットは

貯蔵穴の西脇、住居南壁前面に 1基設けられるものが多い。壁周溝とともに闇仕切り溝が出てくる。 H

-65号住居のように大形住居祉には竪穴周囲にテラス状の浅い掘り込みが認められるが、 H-62号

住のように中形の住居祉にもみられる。

5世紀後半の住居跡は、平面方形を基調とする。竪穴壁はまっすぐ走り、壁面が明瞭なものは、竪穴

四隅が角をもち円弧を描かなくなる。 4本主柱穴を基本としているが、主柱穴が明瞭でないものも存在

する。燃焼施設にはカマドを採用し始める。カマドではなく炉を有するものには、H-ll1号住がある。

その他、カマド・炉のいずれの燃焼施設も有さないものもあるが、それらは小形住居祉に属する傾向が

ある。北カマドが主体をなすが、 H-116・H-130・H-136・H-149号住では東カマドを採用

している。東カマドは、東壁中央よりやや南側に寄った位置に設置されている。貯蔵穴は、 住居南東隅
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の他に、住居南西隔またはカマド右脇の住居北東隅に設けられるものがある。東カマドのものはいずれ

も貯蔵穴は南東隅にある。 H-136号住をみると、東カマドの南脇にはスペースがなく、貯蔵穴は西

に寄っている。おそらくカマドを構築したのちに貯蔵穴を掘削したものと推定される。東カマドにみら

れる南東隅の貯蔵穴が、前代からの伝統性によるものか、それともカマド右脇に貯蔵穴を設けるという

新来の住居構造によるものかは検討の余地を残している。壁周溝を廻らすものは全周しているものが多

く、部分的に設けるものは少ない。闇仕切り溝も確認されている。また全く壁周溝が確認できなかった

ものも多い。入口ピットは存在しないもしくは不明瞭なものが多いが、いずれも南壁付近東寄りで確認

されている。掘り方を有する住居祉が多く出現し、竪穴中央には床下土坑が掘削されている。

6世紀前半の住居祉は、平面方形を基調とするが、 H-137号住のように横長長方形になるものが

ある。竪穴壁はまっすぐ走り、壁面が明瞭な色のは竪穴四隅に角をもっ。 4本主柱穴を基本としている

が、主柱穴が明瞭でないものも認められる。燃焼施設にはカマドを用い、北カマドが主体をなすが、東

カマドを有するものもある。貯蔵穴は 5世紀後半のものと共通し、住居南東隅、カマド右脇北東隅、住

居南西隅のいずれかに設置される。東カマドを有するH-73・H-84号住は、いずれも南東隅に貯

蔵穴を設けており、カマド右脇にあるととになる。壁周溝は無いものが多いが、全周するものも認めら

れる。部分的に廻らせるものは少ない。間仕切り溝はほぼ確認されていない。入口ピットは少数である

が、南壁付近に設けられる。 H-126号住では、南壁に接して入口施設と考えられる床面の高まりが

あり、入口ピットはその西端から確認された。 H-I09号住では、竪穴の北側部分にテラス状の浅い

掘り込みを設けている。多くの住居祉で掘り方があり、住居中央からは床下土坑が確認される。

6世紀後半の住居地は、平面方形を基調とする。竪穴壁はまっすぐ走り、壁面が明瞭なものは竪穴四

隅に角をもっ。 4本主柱穴を基本としているが、主柱穴が明瞭でないものもある。主柱穴が明瞭でない

ものは、小形住居に属する傾向がある。燃焼施設にはカマドを用い、北カマドが主体をなす。東カマド

を有するものもあり、 H-143号住では東壁北寄りに設置する。貯蔵穴は、北カマド右脇北東隅、南

東隅に設けられる。 H-122号住やH-150号住のように小形の方形を呈する貯蔵穴も認められる。

壁周溝は検出されない住居祉が多い。入口ピットは少数であるが、南壁付近で検出される。壁周溝のあ

るものは、多くの住居枇で掘り方があり、住居中央からは床下士坑が確認される。

とれまで述べてきたように住居の平面形態は、古墳時代前期から方形を基調とするが、古墳時代前期

では間丸方形、 5世紀以降では方形となる。柱穴は全時期を通じて4本主柱穴となるが、古墳時代前期

から 5世紀代になると、実寸でそれぞれ 10-20cm程度住居中央寄りに配置されるようになる。貯蔵

穴は、古墳時代前期には住居南東側に設置され、 5世紀前半になると住居南東間角部分に設けられる。

そしてカマドの出現する 5世紀後半以降では、住居南東隅角の他に、北カマド右脇北東瞬、住居南西隅

に設けられるものも出てくる。また明確な掘り方および床下士坑も 5世紀後半から出現する。入口ピッ

トは全時期を通じて、南壁付近にあり、入口施設と考えられる床面の高まりも南壁際で確認される。

このように住居形態においては、古墳時代前期から 5世紀前半段階の聞と、 5世紀前半から 5世紀後

半段階にかけての聞に画期を見出すことが出来る。とくに 5世紀前半から後半にかけてはカマドの導入

をはじめ住居構築方法から大きく変化している。しかし、その一方で、カマドを採用した段階において

も依然として貯蔵穴を南東隅に設けるものがある点なとは、古墳時代前期からの伝統性が窺える。
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4 竪穴住居施設における諸特徴

前項においては、加賀塚遺跡において多く認められる基本的な住居構造についてまとめてきた。そと

で以下では、その他の特徴を有する住居構造について述べていきたい。

張り出し部 まず、住居壁面の一部に張り出しを設ける住居地が複数認められた。張り出し部を有する

住居祉にはH-65・H-95・H-137・H-152号住がある。 H-65号住では、平面楕円形の土坑

状を呈し、住居西壁中央に設けられる。張り出し部の覆土は住居覆土へと連続しており、また張り出し

部と住居内との接合部分床面にはピットが2基ある。これらのことからも張り出し部は本住居祉に付帯

するものと言える。なお張り出し部中央にはピットは確認できなかった。 H-95・H-152号住は住

居壁面の半分以上にわたる平面方形の張り出し部分が認められる。 H-95号住では、張り出し部分と

住居内との接合部に部分的に周溝が入る。その一方でH-152号住では、壁周溝が住居内から張り出

し部分にかけて連続する。 H-137号住では、平面方形の土坑状の張り出し部が住居西壁面に付帯する。

張り出し部分の覆土と住居覆土は連続するが、張り出し部分の床面は住居内床面より一段高くなる。

H-65・H-95号住は 5世紀前半に、 H-152号住は 5世紀後半に、 H-137号住は 6世紀前半

に位置づけられる。とくにH-65号住にみられる張り出し部は、 5世紀後半以降に疏布する張り出し

ピットとも過称されるものが想起される。 H-65号住は最大規模の住居祉で、張り出しピットを設け

る住居地との共通性が見いだせる。ただし、 H-65号住のものには、中央部にピットが検出されない

ととなEの相違点が指摘できる。また加賀塚遺跡においては、との型式学的連続性が窺える資料は認め

られなかった。

石組カマド 次にカマドは、ローム士を主材とするものが一般的であるが、石組のカマドが認められた。

とくに顕著なものは、H-99号住である。北カマドで、人頭大もしくはそれ以上の大きさの離を袖お

よび天井に用いている。使用された礁はいずれも安山岩である。袖は住居内に長く伸び、煙道部分は地

山を掘り込んで構築している。加賀場遺跡で検出したカマドでは、 5世紀段階では袖が長く伸び、煙道

部分は比較的短く、 6世紀になると徐々に煙道部分が長く伸びる。とれらのととからもH-99号住の

石組カマドは5世紀段階の特徴を示していると言える。ただしこの石組カマドは、火床もなく燃焼した

形跡が認められず、恒常的に使用した観はなかった。また型式学的に連続するような資料も認められな

かった。おそらく特別な場面で使用されたか、新来の集団によって短期的に構築されたものと推測され

るが、遺物からはその証左となるものは現状では確認できなかった。

テラス状遺構住居竪穴周囲にテラス状の浅い掘り込みを廻らせるものが確認された。確認された住

居祉には、 H-62・H-65・H-88. H-109・H-113・H-118・H-119・H-126・H-

129・H-144・H-146号住がある。 H-62・H-65・H-88・H一 119号住は 5世紀前半、 H

- 129・H-146号住は 5世紀後半、 H-109・H-126号住は 6世紀前半に位置づけられている。

主に竪穴に深度のある住居祉で確認されており、 H-62. H-88・H-126号住ではテラスが全周

しているが、その他では全周しない。 H-65号住ではテラス部分から遺物が出土しており、棚状の施

設となっていたものと考えられるが、正確には上屋部分もしくは周堤帯と竪穴との聞にあたるものと推

測される。全周しないものについては、いずれも傾斜地において標高の高い方で検出されている。との

ことからも壁面の高さ調整の役割もあったものと考えられる。なおH-126号住居では北側テラス内

に柱穴が3基認められる。中央の柱穴がカマド煙道部分に近いことからも、この壁外柱穴とテラス、カ

マド、周堤帯がどのような関係にあったのか検討の余地を残している。

-202-



5 鍛冶関連遺構

加賀塚遺跡では鍛冶を行った遺構は確認できなかったが、高坪転用羽口と鉄棒が出土している。

まず高坪転用羽口が出土した住居祉には、 H-59・H-62・H-70号住があり、前2者は 5世紀

第E四半期に位置づけられている。 H-70号住は、 4世紀前半に位置づけられるが、高坪転用羽口自

体は混入であろうか。鉄棒の出土した住居祉には、H-52・H-62・H-70号住がある。 H-52号住-

H-62号住は、 5世紀第E四半期に位置づけられている。つまり高坪転用羽口と鉄津が伴うものは、

H-62号住とH-70号住となる。

H-62号住は、その平面規模が6.15X 4.90 mの長方形を呈し、深さは 87cmと比較的深い住居祉

である。柱穴は、 2本住居中央にあり、 4本主柱穴を基本とする他の一般的な住居祉とは異なっている。

炉は2本の柱穴間北側で確認され、住居中央東側には台石が 1点床面より出土している。また周囲には、

竪穴状遺構(調査時には住居祉と呼称)は存在するものの、住居祉が集中する地点からは離れている。

このように住居構造およびその分布からは他の住居祉とは異なった点が指摘される。

富岡市上丹生屋敷山遺跡では、 5世紀中頃に位置づけられている鉄鑑が出土している。また加賀塚遺

跡における鍛冶閣連遺構は、 5世紀前半に集中している。 5世紀前半段階においてこの一帯が鉄器生産

において何らかの画期を有していた可能性が指摘されるだろう。

6 まとめ

以上、加賀塚遺跡における住居地の特徴について概観してきた。今後はこの集落を営んだ集団が、ど

とから来たのか、そしてどとへ移動・拡散していったのか、挙げた諸特徴の系譜および分布によって追

うことができるであろう。

近年この横野台地において 5世紀の集落群(人見枝谷津・東向原遺跡、人見向原遺跡、人見西原遺跡)

が多く確認されている。とれがどのような要因によるものか、集落分析とともに周囲との関係性におい

て考えなくてはならない。とくに大形古墳が在在しない当地において、その生産基盤がどこに存在した

のか、Eのような集落関係が構築されていったのか、今後の課題となる。とくに水源の乏しい横野台地

においてとの時期に集中して集落を営んだ状況は、単に自然発生的なものとは言えない。その中で鉄器

生産のあり方は重要な鍵となるであろう。

次に6世紀以降、加賀塚遺跡は縮小する。この時期から台地下に集落が増加するが、それらがスムー

ズに連続するものか考えていかなくてはならない。とくに初期横穴式石窒を有する襲瀬二子塚古墳を構

築した集聞が、加賀塚遺跡など横野台地の集聞を出自とするのか、それとも新たな外来集団によるもの

か今後の課題となる。

また古代以降、横野台地は牧関連の遺構が確認され、文献に記載のない私牧と想定されている。その

規模は非常に広大であり、との台地が生産域として大きく転換していったことがわかる。つまり集落の

縮小は、単に集落域の移動といったものだけではなく 、地域権力による再編成までも視野にいれておく

必要が指摘されるのである。

(石丸敦史)
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古墳時代前期

H-51号住

H-88号住

5世紀前半

H-53号住
H-52号住

5世紀後半

H-99号住 H-llT号住

6世紀前半

H-I01号住 H-I09号住

6世紀後半

。
@。

0.。。
Hー 138号住

H-122号住

第 171閏 加賀塚遺跡における住居祉変遷図
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古墳時代住居祉観察表

規模(国n)
住居内土坑 燃焼施設lテラスl 時期 備考

住居名 主軸方位 主柱穴
〈世紀) l その他付属施設]

長軸 短軸 jJさ 規模分類 貯蔵〈区〕 床下値量) 炉 カマド

H-52 565 545 59 E N-12・-w 16 4 :ft 50 
土l間葺仕き切厘り榎溝崩・落入かロ.ピット]

H-53 502 400 95 N N-60_W 16 不明 東 5U 床1~霊面周に溝ロ・ー入ム口高ピまッりトあlり固

H-54 478 435 25 w N_180_W 。 5U 竪穴状逮捕。

H-55 418 338 38 V N-9・-W 4 5ill 床面にローム高去りあり自

H-56 445 398 30 v N-44・-E 21 5 1 竪穴状逮捕。

H-57 409 353 75 v N-270-W 15 不明 北東 3後半 住l入居口構ピ築ッ材ト炭]化物あり。

団Uψ4周甫から東にかけて

H-58 655 625 1(泡 E N-7・-W 15 4 50 
テラスめぐるかl
入口(甫)部分にローム高
まりあり。

H-59 497 477 54 w N-35・-E 16 4 。 50 住l墜居周内溝にl被熱磯あり。

H-60 420 386 58 v N-6・-E 16 。 北 4 l入ロピット]

H-61 420 (361) 58 V N-260-W 16 不明 5 1 貯蔵穴は非常に浅い。

H-62 615 490 87 N N-370
←E 4 2か 西 5U 入l外口周テ@わラス部]分にローム高

まりあり。

H-63 370 342 15 v N-15・-W 。 5ill 竪穴状遺構。

H-64 620 441 11 v 真北 不明
形態・規機不明瞭.堅穴状
遺構，

lピ壁ッ周ト鴻・・間仕切り構・入口

845 目日目 外周テラス・張り
H-65 

[9831 [8991 
109 I N剖 O_W 16 4 北東 50 

最出大し規晒模住〕居]。住居構築材

炭化物あり，

H-66 557 511 7 v N-16・-W 不明 竪穴状遺構。

カマF踏に方形貯蔵穴。撹
H-67 418 410 46 v N-4・-E 4 1 不明 ;ft 乱多いa カマFは撹乱によ

り大きく損失a

H-68 588 585 29 E N-26・-E 16 4 5n 撹乱多い.柱穴プラン不明
際。

集石あり。柱穴脇にローム
H-ti9 443 433 24 w N-210_W 13 1 4 ;ft 61 U 高まりあり。カマF柚は黒

色土主体。焚口天井石・柏石.

H-70 548 525 42 E N-32・-W 31 4前半
炉状のピ、yトあり幌土な
し〕。東壁損失.

H-71 451 (339) 15 v N-4・-W 15 2 3 (4か〕 北 Sill 住居構築制炭化物あり.カ
マド石が北側に散在e

H-72 460 445 63 W N-130-W 16 不明 北東 4 貯l入蔵口穴ピ周ッ聞トに]方形枠痕b

l間仕切り溝]
H-73 425 407 61 v N-59・-E 16 1 4 東 61 カマF柚はローム+黒色土。

1曜日天井石・袖石。

H-74 444 401 32 w N-21・-W 16 。 北東 5n 竪穴状遺構.貯動立浅い.

H-75 471 413 43 V N_90_W 16 2 4 ;ft 61 n 
溝l張]り出し鎌〉・間仕切り

カマドはローム+黒色土。
焚口天井石。

東・甫壁不明瞭。
H-76 500 440 35 w N-7・-E 16 4 ;ft 5ill カマF柚黒色土主体個焚口

天井石・袖石は円払

貯l張織り穴出周し図個〉・壁周溝I
H-77 588 576 45 E N-16・-W 15 4 ;ft 51 

に方形枠揺ら北
側柱穴聞に炉由来と推定さ
れる焼士が散在。

撹乱多い.床下士坑に焼士

H-78 477 377 34 w N-65・-E (4) 4 北京
をもつものあり.カマドは
大きく損失し、形態・構造
不明。

H-79 690 自15 55 E N-5・w 16 1 4 ;ft 61 U 撹l墜乱周多溝くl、カマドは大きく

損失，

H-aO 495 473 61 w N-18・-W 16 4 :ft 
IR周溝・入ロピットl

5U 撹乱多い。

H-al 549 4目。 37 w N-90_W 16 1 3 ;ft 撹乱多く、 カマドは大きく
損失，

H-a2 485 438 27 w N-19・-W 竪穴状遺構。壁面不明瞭。

第5表遺構観察表 (1)
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規模(図。
住居内土坑 燃焼施設

[テラスl 時期 備考
住居名 主軸方位 主柱穴

(世軒 [その他付属施設l
長軸 短軸 深吉 規模分類 貯蔵(区〉 床下(基) 炉 カマF

撹乱多〈、カマFは破櫨芭
H-83 502 492 46 w N-54・-w 13 4 北西 5m れる.柚はローム主体かa

E沼5住→H84住の切り合
い。撹乱多く、カマFは大

H-84 435 412 61 v N-87'-E 16 l 4 東 61 n きく破壊される.袖はロ}
ム主体か.焚口は袖石を使
周した可能性。

H-85 541 537 76 w N-34・-w 15 4 ~t 4前半
E[ピ泡壁ッ5周住ト溝]→ ・間仕切り漕・入口

H84住の切り合
い.住居内に灰色鮎土散在固

炉由来と推測される焼土が
H-86 587 583 82 E N-14・-w 16 4 ~t 511 北側柱穴聞で検出されたが、

撹乱により範囲不明固

H-87 408 387 22 v N-28'-W 。 竪穴状遺札

680 640 壁[外面周際テにラ焼ス土・あ入り口.ピット]
H-88 

1870] 1776] 
82 E N-22'-W 15 4 北 3後半 集石あ

り.

H-89 592 577 72 E N-19' -W 16 4 ~t 511 貯[入蔵口穴ピのッ周ト囲]に方形枠嘘ム

H-!初 487 363 7 v N-1・-E 。 西 4 平面プラン不明瞭。

H-91 377 373 25 V N-19' -w 。 竪プ也知舗。壁面黒色土a

[入ロピット]
H-92 480 453 52 W N-30・-w 16 4 ~t 51 n 貯蔵穴周囲にロームの方形

枠.

H-93 455 443 49 W N-31' -W 16 4 ~t 511 炉[外石周周テ辺ラにス極微個量里の町焼l土。
1485] 

700 670 1日 2棟重複。壁画不明瞭。
H-94 4日4 408 14 E N-19' -w 16 不明 4後半

H-95 865 707 54 N-18' -W 16 4 中央 511 
貯[り彊蔵溝り穴l出周し囲・に壁方周形溝枠・盛間田仕焼切

土周辺は盛銀な硬化面目

H-96 277 244 15 V N-8・-E 。 5皿
竪f祉総量構。壁面緩やかに
立ち上がる。

H-97 452 434 8 N N-18' -W 不明
竪穴状遺構司 H-97住→
H-I00住の切り合い。

H-9日 523 478 B N N-10・-E 。 町明遺構。東壁不明瞭。

[壁周溝・間仕切り糟・入口
ピットl

H-99 623 558 59 E N-3・-E 16 4 ;ft 5m 右組カマ}<.H-I01住→
H-99住の切り合い。貯蔵穴
周囲に方形枠患。

H-I00 410 292 59 V N-40・-w 不明 ~t 5II 
H[壁-9周7往鴻→lH-1∞住の切り

合い.炉は掴り込みなし.

[壁周01溝住1→ 

H-I0l 477 64 V N-25・-E 不嗣 51 n 
H-I01 G::-->H-99住の切り
合い。貯蔵穴周囲に方形枠
痕。

H-I02 363 319 16 v N-22・-w 。 竪穴状遺.. 

H-I03 495 487 30 N N-I0・-w 16 4 ~t 5II 炉右周辺に焼土散在，

H-I04 657 650 52 E N-8・-w 16 4 ~t 5II 
炉周辺に焼土散昌弘撹乱多
u、.

H-I05 613 6∞ 26 E N-9・-w 16 3か 東 5II 壁[壁画周黒溝色]土。貼床なし。

H-106 477 447 14 v N-22'-W 16 3か 竪穴状遺構。壁画損失。

H-I07 519 511 61 N N-I0・-w 16 1 4 ;ft 61 
[カ壁マ周ド溝柚]は地山削り出し.

焚口天井石。入口部分にロ
ームの高まり。

H-108 不明
形状不明。範囲は平画検出
時のプラン。

東[外カ周マテドラ。ス]

H-I09 577 575 69 E N-79・-E 16 1 東 61 n 
カマド袖はロー

164町 [623] ム主体.焚口天井石・柚石.

第6表遺構観察表 (2)
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規複 (cω
住居内土坑 燃焼施設

住居名 lテラスl 主軸方位 主柱穴
時期 備考

長輸 短輔 深古 規積分類 貯蔵〈区J 床下(基) 炉 カマF
〈世紀〉 lその他付属施殴]

北側柱穴聞に炉の可能性が
H-l11 685 677 63 E N-28'-W 16 4 ~t 5ill ある焼土が散在する掘り込

みあり g 集石あり固

H-1l2 528 527 28 w N-2・-w 16 4 ~t 51 II 炉は据り込みなし硬化面
のみ。

H-1l3 560 62 E S-89' -E 15 1 4 南東 切カl外マり周溝Fテ柚]ラはス石・粗壁.周溝・間仕

H-1l4 490 473 2 v N-9・-w 不明 竪穴状遺構。壁画損九

H-1l5 586 566 45 E N-19' -E 16 4 5ll 炉l雪無量周し鴻。l床面地山硬化面.

l間仕切り糟]
住居北壁面土坑は、壁画損

H-1l6 547 510 60 E N~7・ -E 16 4 南東 5ill 壇による補修と想定される.
カマド焚口天井石・袖石の
み残存。

H-117 542 480 64 w N-40・-E 16 4 ~t 5ill 
l壁周溝・間仕切り焚溝口l天井
カマF柚黒色土。
石・柑石は円札

H-118 
424 357 64 V N・19'-E 。 深l外度周のテあラるス竪]7械遣枇
[625) (562) 

383 339 炉l外は周振テりラ五ス・入口ピット]
H-119 [484) 14681 

86 v N羽・-w 16 。 ~t 51 II 込みなし硬化面
のみ。

H-120 500 425 47 w N-23'-W 16 4 :ft 5ll 北側柱穴聞にわずかに焼土
が散在。

東側担当究開の焼土は炉では
H-121 468 406 40 W N-1・-w 4 東 ない可能性が高い。床面に

は顕著な硬化面はなし.

カマド柚は地山削り出し。
H-122 553 508 67 w N剖・-w 4 4 ~t 6lV カマド東脇にローム+黒色

土の樋状の高まりあり。

H-123 468 425 60 w N-12・-w 13 。 ;ft 5lV 
カl壁マ周F溝袖・は入地ロ山ピ削ッりト出lし。

カマF煙過は撹乱のため不
明。

H-124 445 415 66 v N剖 '-w 13 4 :ft 5lV カl壁マ周F溝袖lはローム主仇

平面長方形の小規模住居祉。

H-125 431 309 29 V N-S'-W 4 l 。 :ft 6ill 
浅い床下土折;あり。カマド
の形状不明.袖石と想定さ
れる円磯あり。

l外周テラス・壁外柱穴・壁

H-126 445 451 83 w N-ll・-w 16 1 4 :ft 6ll 周入自口国郎l分 〈甫)にローム高
[694] [7151 

まりあり。カマド袖はロー
ム+黒色土.焚口袖石。

H-127 433 420 。 v N-2・-E 13 1 4 :ft 5ill カマFは地山ローム1111り出
し.

H-128 511 529 34 w N-19・-w 4 竪穴状遺構.

l外周Tフス・ 壁周溝・間仕

日-129 555 471 89 w N-I0・-E 16 3 :ft 5ill 切住居り構溝築]材炭化物あり.0-2 
[655] [6061 は掴り方。カマド袖石・支

脚石のみ残存。

H-I30住→H-141住の切り

H-I30 562 18 v N-79・-E (2) 東 5ill 
合い関係。カマF柚は黒色
土。カマF材と想定される
磯が散在。

H-131 550 434 32 w N-1・-w 。 5lV 竪穴状遺構.

竪穴状遺構.白玉多量出土。

H-132 472 407 17 w 真~t 。 床下から不規則な直列のピ
ット書苛責曲されたが、本住
居祉との帰属は不明。

l壁周溝・間仕切り鴻・入口

ピッ中トか] 

H-133 629 594 70 E N-l・-E 16 4 4 :ft 5ill 
覆土 ら柱痕が確認され、
上屋は自然崩落した可能性
あり。カマド焚口天井石・
袖石のみ残存。

貯蔵穴周囲に方形枠患。方
H-134 452 449 58 w N-16・-w 16 4 :ft 5lV マド柚はローム+黒色土。

焚口天井石。

l間仕切り溝]
H-135 388 3日7 41 V N-18'-W 16 4 :ft カマド袖はローム+黒色士@

第7表 遺構観察表 (3)
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規根(回。
住居内土焼 燃焼施設

住居名 [テラスI 主軸方位 主町立
時期 備考

長軸 短軸 深吉 規模分類 貯蔵(区〉 床下(差〉 炉 ヵ・マド
(t跡。 [その他付属施設l

H-136 543 535 61 E N-70・-E 15 4 宵東 5N 
東カマド.カマド袖はロー
ム主体a

H-137 480 375 58 v N-9'-W 15 l 4 ~t 61 n カ[張マりド出柚しはlローム+黒色土。

[入ロピット]

H-138 677 663 76 E N-6'-E 16 1 4 ~t 6m 
カマド袖はローム+黒色士。
焚口天井石。炉西脇に支脚
石があり、壷を設置.

H-139 472 453 。 v N-6'-W 不明 竪穴状遺構。

H-140 401 355 84 V N-27'-W 。 ゴヒ東 カマド袖はローム主体。

堅グ司裁量構。 H-130住→
H-141 528 413 38 N N-7' -E 4 5N H-141住の切り合い関係。

撹乱多い.住居北西隅に棚
H-142 437 420 50 N N-3'-W 不明 状のローム高まりあり.

H-143 271 234 38 V N-85・-E 16 。 北東 6mN 
小形住居。東カマド.カマ
ド袖はローム+鳳色土a

土葺き屋根の崩落あり.カ
H-144 425 90 E N-3'-E 16 4 ~t 5m マド摘にはー咽羽離を用いる。

H-145 760 691 14 v N-30・-W 。 61 n 
野誠遺構と切り合う侃
後関係不明)。プラン不鮮明。

H-146 691 539 86 N N-5・-W 16 4 ~t 5N 
[カ外マ周ドテ袖ラはスロ・ー壁ム周主溝体]。焚

口柚には一都圏院を使用か.

H-147 555 553 58 E N-20'-E 4 撹乱多い。

H-148 428 415 35 N N-23・-E 。 霊プ械遺構。

H-149 480 477 60 N N-88・-E 16 4 東 5m 東カマJ:.石組みカマJ:.

H-150 495 487 28 N N-5・-E 1 4 ~t 6mN 
カマドは大きく損失。袖は

ローム主体』

H-151 563 528 43 E N-31・-W 15 4 ~t 3後半 尉[入官e口yピ周ッ囲トに]方形枠、

[張り出し・墜周溝・入口ピ

H-152 5∞ 436 67 N N-12・-E 4 4 ~t 5N ット lF柚は
カマ ローム+黒色土。
焚口天井石・柚石。

[壁周溝・入内内口外ピZッ組ト認]め
4本在穴が ち

H-153 619 605 62 E N-33・-W 15 4+4 ~t 5II 
れる。外側の方が撮り方が
大量いため、外側を接室取

り後内側へ建て替えたか.

深度の浅い住居祉。
H-154 638 593 6 E N-lt・-W 。 ~t カマド柚は黒色土か.

規模分類(住居下略での計測値による床面面積) 1: 49nl以上 n : 36nl以上49nl未満 m: 25nl以上36nl未満 N:16nl以上25nl未満 V : 16nl未満

周溝状遺構観察表

所見

周溝プランは明瞭に検出された。北東隅・甫西隅は陸橋状に周調理が途切れる。

溝観察表

所見

士坑観察表

遺構名
上端規模 (cω 下端規模(問。

深さ 平面形鋼 断面形態 時期 所見
長柑 短輸 長軸 短軸

D-28 156 107 116 66 126 楕円形 フラスコ状 縄文時代 陥九

D-29 102 98 80 82 32 円形 逆台形 古代以降

D-30 124 116 117 10日 36 円形 方形 古代以降

D-31 136 126 121 107 36 円形 方形 古代以降

D-32 129 119 112 105 38 円形 方形 古代以降

D-33 129 117 119 107 42 円形 方形 古代以降

D-34 11目 114 78 73 包自 方形 逆台形 古代以降

第8表 遺構観察表 (4)
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遺構名 番号 種類 組種
法量 成・盤形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外商 内面 (g) 

鈍い黄褐~ 白色粒・ 口縁部 口縁部横費量で、胴部上 日縁部横擦で、周部~ 164 
H-52 1 土師器 柑 8目3 日.1 普通 黒褐色 黒色粒 一部欠 位擦で、下位~底部箆 底部箆織で

損 骨jり

鈍い黄褐色 白色誼・ 112 ロ縁部横嫌で、周郁上 口縁献横擦で、厨榔~ 94 
H-52 2 土師器 t甘 (7.8) 5.3 8.2 普通 黒色誼 位指で、中位箆織で、 底部箆撫で

下位~底部箆削り

明赤褐色 白色粒・ 完形 口縁部横織で、鋼部上 日縁部横様で、胴部~ 246 
H-52 3 土防器 紺 8.2 9.3 普通 石英・様 位指で、下位~底部箆 底部箆織で

静lり
鈍い黄褐色 白色粒・ ほぽ完 ロ縁部横撫で、闘部上 口録蹄横織で、周部~ 1...6 

H-52 4 士師務 t甘 (7.0) 7.1 普通 ~明赤褐色 黒色粒 形 位撫で、下位~底部箆 底画事箆撫で
削り

檀色 白色粒・ 2/3 口禄都~闘部上位績掻 日録部横擦で、踊部~ 123 

H-52 5 土師器 t甘 (8.2) 5.1 7.3 普通
褐色粒 で、胴都中位~下位指 底部箆掃で

で、底部箆削り

鈍い黄糧色 白色粒・ ほぽ完 ロ縁部横撫で、闘部上 口録蹄横様で、周部~ 229 
H-52 6 士師務 t甘 8.1 9.1 普通 ~鈍い黄褐 黒色粒 形 位箆織で、中位~底部 底画事箆撫で

色 箆削り

鈍い橿色~ 白色粒・ 3/4 口縁部~胴部上位績指 日録部横撫で、胴古書~ 133 

H-52 7 土師器 t甘 8.8 5.8 7.0 普通
黒褐色 黒色粒 で、胴都中位~下位箆 底部箆揚で

議で、底部箆削り

糧色~明赤 白色粒・ 完形 ロ縁部横掘障で後放射状 口録郎横様で後放射状 506 

H -52 8 土師器 麹 13目9 4.8 13目1 普通
褐色 褐色粒・ 箆勝き、胴部上位箆搬 箆膚き、周部~底部箆

震母'1車 で、中位~底部箆1111り 織で

鈍い黄檀色 白色趣・ 録音s4/5口縁部横織で、体部箆 日縁部横揮で、体官官~ 294 
H-52 g 土防器 高杯 18.2 普通 ~巣褐色 黒色粒 即Jり 底部箆揮で

浅黄栂色~ 白色粒・ 脚静残 脚部織で、裾陣横織で 脚侮箆削り、複部横書匝 193 
H-52 10 土師器 高杯 12.8 普通 鈍い黄栂色 黒色粒・存 で

褐色粒

飼い黄櫨色 白色粒・ 7/8 口縁部横擦で、体郁~ 日縁部~底部箆磨き 179 

H-53 1 士師器 鉢 12目8 3目7 普通
~黒色 黒色粒・ 底調箆磨き

5.4 角閃石

鈍い質調色 白色粒・ 3/4、口 口縁部横婦で、体曹司螺 目録部横様で、体 部 ~ 187 
H-53 2 土師犠 坪 4目2 普通 黒色粒・ 唇部欠 で、下位~底部箆削り 底部振で

褐色粒損

樫色 白色粒 ・3/5 口縁部横撫で、闘部議 口緑献横擦で、周商事~ 113 
H-53 3 土師器 t甘 7.3 且5 普通 褐色粒 で、底画事箆刑り 底自転箆撫で

稽色~褐灰 白色粒・ 頭 部 ~ 頭部揮で、胸部~底部 頭骨匹~底樺理E畿で 89 
H-54 1 土師器 柑 普通 色 褐色粒 底部5/6箆削り

種色~鈍い 白色粒・ 口禄部 口縁部横撫で、胸 部 ~ 日縁部上位横指で、下 2，350 

H-55 1 土防器 費 18.4 8.4 30.2 普通
褐色 褐色粒・ 114欠損 底部箆謙で 位~底部箆搬で

ー曜

楢色~巣褐 白色濫・ 7/8 口録割噂目録で、闘部箆 日録部績擦で、踊部~ 2.840 
色 褐色濫・ 前り、底部衝で 底部箆継で

H-55 2 土師器 聾 20.5 6.9 32.6 普通 雲母

褐色~鈍い 白色濫・ 7/8 口縁部横織で、体曹司掘 日縁部横様で、体部構 414 

H-55 3 土防器 高杯 15.0 10.7 12.1 普通
褐色 黒色濫 で、脚部織で、裾部横 で後粗い放射状箆磨

議で後、全体に粗い放 昔、脚部箆削り、裾部
射状箆磨き 横援で

栂色~明赤 白色粒・ 2/3 ロ縁部~脚部箆振で 口録部~底部搬で、脚 3 

H -56 1 土師器 ミニ'T.Y (2.2) 1.6 2.2 普通
褐色 褐色粒 郎箆担障で

褐色~黒褐 白色粒・ ほぽ完 口緑郡横撫で、周部上 日縁部償撫で、胸部~ 193 
H -56 2 土師棒 増 8.9 3.8 9.1 普通 色 黒色粒 形 位撫で、下位箆削り、 底画事箆織で

底部撫で

鈍い赤褐色 白色粒・ 4/5 口縁部横費量で、胴部~ 日縁部横耳障で、周 部 ~ 176 
H -56 3 土師器 柑 8.1 9.目 普通 ~黒褐色 黒色粒 底部箆謙で 底部箆揮で

鈍い黄樺色 白色粒・ 口縁都 口縁部横撫で、周部上 口録画書槙擦で、腐西宮~ 64 
H -56 4 土師器 滑 ....0 普通 黒色粒 下 位 ~ 位撫で、下位~底部箆 底画事箆撫で

底郁 1/2削り

朗褐色~黒 白色濫・ 7/8 口縁部横績で、闘部上 口総郡横様で、廟蔀~ 144 
H -56 5 土防器 地 10.2 5.1 6.3 普通 褐色 黒色趣 位箆織で、下位~底部 底慌箆揮で

箆削り

栂色 白色粒・ 底 鶴 ~ 休部~榔邸調盤不明 底部調整不明白血、脚部 2的
H -56 6 土師務 高杯 普通 黒色粒・ 脚郎 1/3峰、裾醐臨で 箆撫で、裾部償撫で

褐色粒

第9表出土土器観察表(1)
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遺構名 番号 種類 機種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 器商 @清高成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

鈍い黄橿色 白色粒・ 胴都中 厨書事箆削り 胸部箆援で 780 
H -56 7 土師栂 阪 5目7 普通 角関石・ 位~底

穣 部 3/4

鈍い黄笹色 白色粒・ ロ縁部 口縁部横擦で、周前箆 ロ縁部横撫で、周部箆 116 
角関石 ~厨榔 撫で 撤で

H -56 B 土師摺 国民 普通 上位破

片、把
手

鈍い檀色 白色粒・ 7/8 日経郡横議で、闘部~ 口録部積極で、廟都~ 634 
H -56 9 士郎繕 小形聾 10.6 5.5 15.8 普通 黒色粒 底蔀箆削り 底部箆搬で

明赤褐色~ 白色粒・ ロ縁部 ロ録音事慣撫で、頭部~ ロ縁部横撫で、周侮箆 488 
H -56 10 土師栂 小形費 12.9 普通 鈍い赤梅色 黒色粒 ~厨部 厨部箆織で 撫で

下位2/3

明赤褐色 白色粒・ 3/4 口縁部横擦で、周部箆 口縁部横掻で、周部~ 1，260 
H -56 11 土師腐 J( 15.5 6.1 23.4 普通 褐色粒・ 1111り、底部箆織で 底部箆織で

磁

笹色~褐灰 白色粒・ 718 口縁部横振で、周部~ ロ縁部績織で、周部~ 1，169 
H -56 12 土師楊 蛮 15.0 5.8 21.9 普通 色 褐色粒 底悌箆削り 底部箆振で

鈍い糧色~ 白色粒・ 4/5 日経郡横議で、胴部箆 口録都積極で、劇部~ 3，935 
H -56 13 士郎糧 台付費 15.7 10.9 32.8 普通 黒褐色 黒色粒・ 閉め、台部擦で 底部箆詣で、台部箆指

碩 で

鈍い褐色 白色粒・ ロ縁部 ロ縁部~胴部上位縄文 ロ縁部績撫で、廟侮~ 790 
H -57 1 士師鴇 台付費 (17.2) 普通 黒色粒・ ~台郎 国、中位~台部箆振で 底侮箆織で、台育事箆搬

角閃石 上位2/5 で

浅黄橿色 白色粒・ 口縁部 口縁部横掻で、胴部箆 口縁部~厨部箆磨き 1目7
H -57 z 土師標 ヨ恒 (13.8) 普通 角関石・ ~胸部 開Iり

碩 下位1/3

明黄褐色~ 白色粒・ ロ縁部 口縁部横擦で、体育事上 ロ緑棒横様で、体様箆 63 
H -57 3 士郎器 鉢 (16.0) 普通 鈍い褐色 掃色粒 ~体様 位箆振で、下位箆削り 振で

下位1/6

灰黄禍色~ 白色粒・ 頭 部 ~ 頭部~底部箆織で 頭部~底部箆織で 175 
H -58 1 土師橿 指 3.4 普通 黒褐色 黒色粒 底部7/8

笹色 白色粒・ ロ縁部 ロ縁部横擦で、願書官上 ロ緑陣慣擦で、廟郡上 74 
H -58 2 士師楊 柑 (6.2) 普通 褐色粒・ ~厨部 位謙で、下位箆削り 位しぼり目、申位~下

角関石 下位3/5 位箆擦で

明赤褐色~ 白色粒・ 杯部7/8口縁部横娠で後二段の 口縁部横掘で後箆1M曹 58自
H -58 3 土師橿 高杯 21.2 普通 黒色 黒色粒 箆1M曹、休部搬で後箆

膚き

鈍い黄雷色 白色粒・ 完形 口縁部横振で、廟官官~ 口縁棒横織で、廟部~ 146 
H -59 I 土師繕 樹 7.9 7.7 普通 黒色粒 底僚箆削り 底部箆織で

鈍い黄梅色 白色粒・ 213 口縁部横謙で、胴部~ 口縁部横嫌で、劇部~ 153 

H -59 2 士師楊 柑 (7.9) 8.8 普通
~灰黄梅色 黒色粒 底部箆削り 底部箆織で

鈍い橿色 白色粒・ 口唇骨匹 口緑世帯横擦で、周商事上 ロ緑棒横様で、廟郁~ 119 

H -59 3 土師器 柑 3.2 普通
褐色粒 欠損 位擦で、下位箆削り、 底郁箆採で

底脅混搬で

鈍い貧褐色 白色粒・ 1/2 口縁部横掻で、胴郡上 口縁部績掻で、厨部~ 111 
H -59 4 土師穏 小形童 (6.0) 白目7 普通 黒色粒 位謙で、下位~底部箆 底部箆織で

開Iり
鈍い賞世色 白色粒・ ロ録骨匹 口縁部横擦で、休部旗 ロ緑樺横様で、体樺理竃 116 

H -59 5 土師器 杯 9.8 普通
掃色粒 ~体悌 で 振で

下位3/4

灰褐色 白色粒・ 口縁部 口縁部横掻で、胴部箆 口縁部績指で、廟部箆 119 
H -59 B 土師穏 小形費 〈日目〉 普通 黒色粒 ~厨部 振で 織で

下位2/3

明褐色~明 白色粒・ ロ録音匹 口縁部~廊部箆磨き ロ緑酪~底棒箆磨き、 626 

H -59 7 士郎器 高節 20.8 普通
赤褐色 掃色粒・ ~脚骨匹 脚鮒箆削り

褐色粒・ 上位残
角関石 存

明赤褐色 白色粒・ 脚部残 脚部撫で後箆膚宮 脚部上位しぼり目、下 転用羽 21日

H -59 B 土師橿 高杯 普通
黒色粒・ ff-..裾 位箆閉jり、裾部繍撫で口

E車 端部欠
損

鈍い積色~ 白色粒・ 脚部3/4脚部理属で、裾部横軍属で 脚部上位しぼり目、下 転用羽 177 
H -59 9 土師揚 高杯 12.6 普通 鈍い貧褐色 角関右 位箆撫で、裾部横様で口

鈍い赤褐色 白色粒・ 脚部1/3脚部~楊部振で後粗い 脚部箆削り、裾部横織 転用羽 77 
H -59 10 土師縛 高杯 (11.0) 普通 鼎色粒 箆磨曹、橋部横擦で で 口

明赤褐色 白色粒・ 脚部2/5脚櫛地盤で、裾郁横揺で 脚部上位しぼり回、下 転用羽 169 
H -59 11 士郎器 高節 (13.7) 普通 角関石・ 位箆織で、裾様横撮でロ

碍
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遺構名 番号 種類 組種
法量 成・盤形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外商 内面 (g) 

鈍い黄櫨色 白色粒・ 4/5 口縁部~休部箆嫌で、 日縁部~底部箆擦で、 550 
H-59 12 土師器 高杯 17目1 (11.5) 13目1 普通 黒色粒 鵬噌憎磨き 脚部箆織で、楊障横搬

で

鈍い檀色 白色粒・ 2/5 ロ縁剖瀬振で、頭剖司輯 口録郁横擦で、周郎上 543 

H-59 13 土防器 聾 (18.0) 7.8 20.8 普通
様 で、厨官官上位鐙織で、 位箆織で、中位箆削り、

中位~底部箆削り 下位~底榔箆織で

鈍い黄櫨色 白色粒・ 底 部 ~ 脚部箆磨昔、円孔3筒 底部箆磨き、脚部箆蟻 216 
H-60 1 土師器 高杯 12目。 普通 ~褐灰色 褐色粒・ 脚部残 所 で

雲母 存

褐色 白色粒・ 1/3 口縁部横嫌で、周郁上 日緑献横擦で、腐西宮~ 76 
H-61 1 土師器 t甘 (8.1) 8.3 普通 黒色粒 位箆撤で、下位~底部 底部箆織で

箆削り

黒褐色~褐 白色艦・ 3/4 口縁甜場蝕植で、頭曹司据 口縁部横援で、胴部~ 551 

H-61 2 土師器 小形喪 (13.4) 5.0 14.2 普通
色 褐色艦・ で、胸部箆揖で、底部 底部箆揮で

雲母 箆削り

明黄褐色~ 白色誼・ 7/8 口縁部横撫で、周部上 日録画置横擦で、周西宮~ 960 

H -61 3 土師器 聾 13.5 6.0 22.4 普通
時褐色 黒色誼 位~中位箆削り、下位 底部箆織で

議で、底部箆削り

黒褐色-tr 白色粒・ 口縁部 口縁部横撫で、頭部議 日縁部横様で、周部~ 1，145 

H -61 4 土師務 • 14.6 6目3 22.3 普通
色 褐色粒・ 一部欠 で、胴都箆削り、底部 底部箆識で

雲母 損 鎌で、口縁部~胴都中
位煤付着

樺色~黒褐 白色粒・ ロ縁部 ロ縁部横擦で、煤付着、 日縁部横擦で、胸部箆 1，680 

H -61 5 土師器 費 17.4 普通
色 褐色粒・ ~胴部 廟宮市窟削り、上位~申 撫で

雲母 下位残 位煤付活

存

鈍い檀色 白色濫・ ほli完 口縁部~踊部上位横掬 日録部横擦で、踊部~ 74 

H -62 1 士郎器 ミこ.bY 4.8 2.2 
角関石 形 で、中位指で、下位箆 底部損で

6.3 普通 指で、底部箆削り

明赤褐色 白色粒・ ほIt'完 口縁部~踊部上位積揖 口総郡横掻で、踊郡上 192 

H -62 2 土防器 t首 8.9 3.1 
角関石 形 で、中位指で、下位箆 位援で、下位~底部箆

8.8 普通 指で、底部梅で 揮で

明赤褐色~ 白色粒・ 2/3 口伝部~闘部上位横指 口縁部横織で、廟部~ 129 

H -62 3 土師器 理 ω.ω 2.5 8.0 普通
鈍い赤褐色 黒色粒・ で、中位指で、下位箆 底樺理監詣で

角閃石 削り、底部指で

種色 白色濫・ 脚憾2/3脚商事上位置障で、下位箆 飾部し』まり回、裾郁積 転用羽 261 

土師器 高坪 普通
緑色濫・ 擦で後箆磨き、裾部横 嫌で ロ

H-62 4 16.5 褐色濫・ 擦で後箆磨き

!II母

樫色 白色粒・ 脚郎7/8脚部搬で、複部損織で 脚部し』まり目、裾郁横 転用羽 251 
褐色粒・ 嫌で ロ

H-62 5 土師樺 高杯 13.4 普通 露母

種色 白色濫・ 脚憾5/6脚部織で、密憶横梅で 脚偉箆削り、福棒横様 転用羽 148 
緑色濫・ で ロ

H-62 6 土師器 高杯 10目8 普通 褐色艦・
雲母

浅質量色 褐色粒・ 脚部2/5脚部揮で、裾郎横費量で、 脚郎しぼり園、裾揮横 転用羽 127 

H-62 7 土師樺 高坪 (12.6) 普通
角関石 後粗い箆磨き 織で 口

鈍い賞檀色 白色粒 ・脚 部 ~ 脚部~裾部箆磨曹 脚部箆削り、根部横据 転用羽 102 
H-62 且 土師器 高坪 普通 角閃石 ・器部上 で 口

保 位 2/3

明赤褐色 白色粒・ 脚郁3/5脚部~裾部箆磨き 脚郁箆削り、毎探横権 転用羽 137 

H-62 9 土師樺 高坪 (11.4) 普通
角関石 で 口

明赤褐色 白色粒 ・脚部 112脚部~裾部箆磨曹 脚部しぼり目、橋部箆 転用羽 151 
H-62 10 土師器 高坪 (13ω 普通 黒色粒 指で 口

鈍い黄栂色 白色艦・ 3/4 ロ縁部横揺で、休 部 ~ ロ録憶横揮で後箆磨 880 

土師器 高坪 普通
~種色 黒色艦・ 胸部箆掻で、福部横掻 吉、底調漉で後箆磨き、

H-62 11 22.2 16.4 15.9 褐色艦 で後口縁部~裾部まで 脚部箆織で、福棒横様
粗い箆磨き で

明赤褐色 白色粒・ 7/8 ロ縁部横振で、休 部 ~ ロ録画事~底商事箆振で、 548 
H-62 12 土師繕 高.~ 17.4 13.2 14.3 普通 黒色粒・ 劇部箆擦で、裾部検嫌 脚部箆機で、密部績嫌

褐色粒 で で
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遺構名 番号 種類 務種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 (i)!完成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

笹色 白色粒・ 9/10 ロ縁部横嫌で、下位箆 ロ縁部横織で、休部~ 627 

H~2 13 土師揚 高郎 18.3 13.8 14.6 普通
角関石・ 織で、体郁-J町郎振で、 底醐幅荒れ調盤不明
礎 裾都機振で 崎、脚部上位しぼり目、

下位掻で、裾郁横掻で

鈍い黄檀色 白色粒・ 口縁部 口伝部検掻で、煤付着、 口録部援措で、劇部箆 吹きζ 1，210 

H~2 14 士郎楊 台付費 16.0 普通
黒色粒 ~底部 胴部箆揮で、煤付着 指で lまれの

213 痘跡あ
り

鈍い褐色 白色粒・ 718 口縁部横嫌で、煤付着、 ロ縁部横織で、周部~ 457 

H~2 15 土師器 d唄蝿 (9.3) 11.9 普通
褐色粒・ 厨郎~底部箆開lり、胴 底部箆鎌で
角関石・ 都中位煤付着

石英

檀色 白色粒・ ほぽ完 口総部検掻で、休部器 口縁部横指で、体都ん 117 
H~3 1 士郎揺 杯 10.9 3.9 4，0 普通 角関石・ 形 面荒れ蝿整不明瞭、底 底部嫌で

碩 部振で

積色 白色粒・ ほぽ完 ロ縁部横撫で、胴部上 ロ緑脅横織で、廟俸上 155 

H~3 2 土陣樺 小形費 9.9 6.9 普通
角関石・ 形 位謙で、下位箆謙で、 位機で、中位~底部箆
石英・穣 底様箆刑り後箆謙で 撫で

栂色 白色粒・ 4/5 ロ縁部横撫で、周部上 ロ縁部損織で、体部~ 244 
H~5 1 土師楊 杯 12.6 7目3 普通 角関石・ 位謙で、中位~底部箆 底悔箆撫で

磁 撫で

鈍い粛省色 白色粒・ 71且 口縁部横携で、休部箆 目録都横揮で、休部ト 156 

H~5 2 士師楊 杯 11.3 
角関右・ 1111り 底部箆織で

6目2 普通 碩

笹色 白色粒・ ほl王完 口縁部横援で、休部損 口縁障債織で、体膏1- 141 

H~5 3 士郎楊 杯 11.1 5目9 普通
鳳色粒・ 形 で、底部箆削り 底部箆振で
褐色粒・
石英

鈍い貧積色 白色粒・ ほぽ完 口縁部横援で、体部上 口緑樟積嫌で、体膏ト 273 

H~5 4 土師栂 坪 15.0 3.2 7.9 普通
碩 形 位箆擦で、下位箆剛り、 底官官箆擦で

底曹司睡で

笹色 白色粒・ 9/10 口語部横掻で後箆. 口縁部横詣で後箆膚 185 
H~5 5 土師橿 指 7.1 8，1 普通 角関石・ 曹、胸部振で、底部箆 君、周首都~底部t障で

磁 開lり
鈍い賞者色 白色粒・ 9/10 ロ縁部上位横披で、申 ロ縁部上位横援で、下 167 

H~5 6 士師楊 柑 (7.5) 且3 普通 角関石・ 位~胴部擦で、底部箆 位~底部憲擦で
碩 1111り

明赤褐色~ 白色粒・ 71且 口縁部上位横掬で、中 目録音容上位横織で、下 560 

H~5 7 土師橿 直口壷 12.8 5.2 16.4 普通
鈍い赤褐色 角関石・ 位~周蔵上位箆掻で、 位~底部箆擦で

磁 中位撫で、下位~底部
箆削り

皆色~鈍い 白色粒・ 体 部 ~ 体部~脚蹄箆磨昔、裾 底部織で、脚部箆織で、 233 

H~5 自 土師樺 高杯 13.0 普通
皆色 黒色粒 脚部残 輔 踊 で 裾棒横銀で

存

明赤褐色 白色粒・ 胸部上 胸部箆削り、台部箆掬 胸部~底部箆織で、台 454 

H~5 9 士郎器 台付費 (11.4) 普通
角関石・ 位~台 で、端部横撫で 部上位箆撫で、下位績

磁 部2/3 織で

笹色~鈍い 白色粒・ ロ緑陣 ロ縁部横擦で、顕郁朗 ロ緑邸慣擦で、廟節箆 1，650 

H~5 10 土師穏 重量 17.7 普通
質種色 褐色粒・ ~厨部 毛目後震援で、胴宮市箆 振で

角関右・ 下位2/51111り
石英

柄の直
鈍い貧檀色 白色粒 完形 指で 指で 36 

H~5 11 士郎極 匙 長さ 7，4幅 4.25
径1.45

普通

栂色 白色粒・ 3/4 ロ縁部横嫌で、胴部上 ロ縁部横撫で、廟侮~ 434 
H~8 1 士師鴇 直ロ壷 (11.8) 4.9 15.1 普通 黒色粒・ 位箆嫌で、中位箆削り、 底侮箆織で

褐色粒 下位~底部箆搬で

鈍い檀泡 白色粒・ 215 口縁部横振で、胴 部 ~ 口縁部横織で、廟都~ 206 

H~ 2 土師書留 制捜 (12.5) 6.0 12.1 普通
褐色粒・ 底部箆削り 底部箆畿で
雲母

明赤褐色~ 白色粒・ 5/6 ロ縁部被撫で、休部~ ロ縁部横撫で、体部機 128 

H~9 I 士郎腐 杯 11.9 4目。 普通
黒褐色 黒色粒 底部箆削り で

明賃補色~ 白色粒・ 213 日経郡横議で、体部~ 口録静北部積極で後 109 

H~9 2 土師楊 杯 (13.0) 4.6 普通
果樹色 黒色粒 底蔀箆削り 箆磨き

第 12表出土土器観察表 (4)

-217-



遺構名 番号 種類 穂種
法量 成・整形鐙法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外商 内面 (g) 

明貧褐色~ 白色粒・ 7/8 ロ緑穆横撫で、周部箆 口縁部横撫で、周部箆 1.592 

H -69 3 土師器 甑 (17.3) 8目白 27目包 普通
黒褐色 黒色粒 削り 撫で

鈍い黄檀色 白色濫・ 胸部上 廟部箆織で、底部箆削 胴llII---底慌箆揮で 39 
H-70 1 土防器 ミニチ"-7 3.2 普通 鳳色濫 位~底り

部 1/3

鈍い黄樺色 白色粒・ 7/8 ロ縁部調整不明瞭、体 口縁部~底部箆撫で後 238 

H-70 2 土師器 高坪 15.9 10目9 9.9 普通
黒色粒 剖ト脚部箆踊き 箆磨き、脚部上位箆撫

で、裾醐臨で

檀色 白色濫・ 脚部2/5脚部織で後箆磨昔、極 脚部上位しぼり目、下 転用羽 100 
H-70 3 土師器 高坪 (14.6) 普通 角関右 協横指で後箆磨き 位箆削り、裾部横書障で 口

明赤褐色 白色粒・ 脚 郎 ~ 脚陣織で後箆磨き 跡悔しぼり目、裾部積 転用羽 73 
H-70 4 土師棒 高杯 普通 褐色粒・ 裾曲解上 織で 口

角関石 位 1/2

鈍い黄橿色 白色粒・ 1/4 口縁部横撫で、休部箆 日録音軍横耳障で、体官官~ 65 
H-71 1 土師器 杯 (12.8) 5.0 普通 黒色粒・ 磨者、底部切揺で 厄語臨調陣き

角関石

鈍い褐色 白色粒・ 係部 1/2ロ縁部横振で、休部箆 口縁部~底部搬で 23 
H-72 1 土師器 寓杯? 8.1 普通 黒色粒 議で

関赤褐色 白色濫・ ほぽ完 口縁部横織で、体構上 日縁郡~体育事横様で、 187 
H -73 1 土防器 事干 12.8 5.6 普通 黒色濫・形 位指で、中位~底部箆 底曹司睡で

角閃石 開'1!J
明赤褐色 白色粒・ 体部一 ロ縁部機嫌で、体部~ 口縁部~休部機嫌で、 180 

H -73 2 土師務 杯 12.0 5.2 普通 黒色粒・ 部欠損 底部箆削り 底部議で
褐色粒

鈍い褐色 白色粒・ 7/8 口縁部横撫で、休部~ 日縁部~底部横撮で後 318 

H -73 3 土師器 高杯 11.4 10.6 10.0 普通
黒色粒 脚部箆掻で、援部積書 放射状箆磨君、脚部箆

で 掃で、楊都横揚で

鈍い褐色 白色粒・ 7/8 ロ緑穆横撫で、体部~ ロ縁部横撫で、休部~ 359 

H -73 4 土師器 鉢 12.1 5目6 9.1 普通
黒色粒 底部箆削り 底画事箆撫で

調灰色~鈍 白色粒・ 完形 口縁部模型匝で、胴部箆 日経部積書障で、闘部~ 2，300 
H -73 5 土師器 重 20.0 6.7 31.5 普通 い褐色 鳳色粒 削り、底部箆指で 底僚箆揮で

灰褐色~褐 白色粒・ 1/2 口緑都横撫で、休部箆 口縁部積撫で、体西宮~ 66 
H -74 1 土師棒 杯 (8.5) 4.1 4.7 普通 灰色 褐色粒 開J口、底郵織で 底都箆織で

明褐色~褐 白色粒・ 7/8 口縁部織で、体部箆繍 口縁部~底部箆議で後 237 
H -74 2 土師器 高書事 12.0 9目3 7目7 普通 灰色 褐色粒 で、脚部調障で 箆磨昔、脚部箆費量で

明赤褐色~ 白色粒・ 口縁部 口縁部横撫で、休部箆 口録音官~底部横議で後 200 

H -74 3 士郎器 高坪 (18.0) 普通
褐色 黒色粒・ ~脚部 閉り、脚部撫で後箆膚 箆膚曹、胸部箆掻で• 1/3 き

明赤褐色~ 白色粒・ 口縁部 口縁部横擦で、胸部覧 口縁部横擦で、胴部箆 2，2∞ 
H -74 6 土師様 費 19.0 普通

黒褐色 黒色粒 ~廟部 開jり 擦で
下位2/3

外明褐色 白色粒・ 1/3 口縁部横撫で、休 部 ~ 口縁部横振で、休部~ 75 

H -75 1 士郎器 野 (12.6) 4.1 普通
内明赤禍 黒色粒 底部箆閉口 底部撫で
色

栂色~鈍い 白色粒・ 3/4 口縁部横振で、岡部箆 口縁部横謙で、周部~ 362 

H -75 z 土師器 小形聾 (10.7) 5.9 14.8 普通
栂色 角関石 嫌で後刷毛目、底部箆 底憾箆振で

嫌で

鈍い黄褐色 白色粒・ 4/5 口縁部検嫌で、胴部~ 口縁部横議で、闘 部 ~ 469 
H -75 3 土師器 小形喪 12.9 B目4 12目6 普通 ~褐灰色 褐色粒 底部箆削り 底部箆織で

鈍い黄栂色 白色粒・ 7/8 目録音官~脚部箆膚き 口縁部~底部箆謙で、 17 
H-76 1 土師器 ミニチ，，-1 3.6 2.5 4.1 普通 褐色粒 脚部箆識で

浅黄檀色~ 白色粒・ 7/8 口縁部横績で、体 構 ~ 日縁郁横様で、体官官~ 227 
H-76 z 士郎器 蹄 12.6 6.2 普通 鈍い檀色 調色粒・ 底部箆削り 底際箆揮で

雲母

浅黄栂色 白色粒・ 7/8 ロ緑悔横撫で、体部箆 ロ録部繍撫で、休部~ 580 

H -76 3 土師器 高坪 17.5 12.4 13目Z 普通
褐色粒・ 削り、脚郎織で、裾師 底画事箆織で、脚部箆撫
角関石 横撫で で、裾醐臨で

鈍い黄槽色 白色粒・ 2/3 口縁部模型匝で、闘部上 口総宮市積書障で、廟部~ 2，120 

H -76 4 土師器 !l 16.7 7.6 普通
角閃石 位箆蟻で、中位箆削り、 底僚箆揮で

24.5 一部箆掻で、下位~底
部副り
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遺構名 番号 種類 穂積
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

鈍い黄笹色 白色粒・ 3/4 口縁部横振で、周部箆 ロ縁部績嫌で、周部箆 1，281 

H -76 5 士郎繕 甑 21.2 6.4 27.3 普通
黒色粒 織で、底骨事情銭け 織で後箆磨き

明赤褐色 白色粒・ 314 口縁部箆磨曹、休部~ 口縁部~底部箆磨き 153 
H -77 I 土師栂 杯 12.6 4.9 普通 黒色粒・ 底部箆削り

褐色粒

鈍い褐色 白色粒・ 3/5 口縁部横振で、周部~ ロ縁部績織で、廟部~ 197 

H -77 2 士郎糧 小形聾 13.0 4.4 8.2 普通
黒色粒・ 底悌箆搬で 底部箆振で
褐色粒

笹色~鈍い 白色粒・ 完形 口縁部~裾部箆磨幸、 口縁部~底部箆磨章、 810 
H -77 3 士郎栂 高杯 19.9 14.0 16.5 普通 赤褐色 黒色粒 脚部申位に焼成前穿 脚部箆削り、裾部横掻

孔、 1筒所、径0.45岨 で

笹色 白色粒・ 213 ロ縁部横様で、休部~ ロ緑砂山体部被撫で後 120 
H -79 I 土師揚 杯 12.5 4.5 普通 黒色粒・ 底郁箆削り 放射状箆磨き

褐色粒

灰貧褐色 白色粒・ 口録部 口組部箆掻で、体部箆 口録静4本音臨磨き 自

H -80 1 士郎器 高杯? (8.0) 普通 黒色粒 ~休部 開lり
下位114

黒褐色 白色粒・ ロ縁部 ロ縁端剖瑚嶋で、ロ禄 ロ縁椙部横振で、ロ縁 553 
H -80 2 士師楊 褒 (15.4) 普通 黒色粒 ~府部 部上位~胴部箆削り 部上位~廟画審箆撫で

中位113

赤褐色~明 白色粒・ 1/2 口縁部横振で、休部~ 口縁部横掘で、休部戸 140 
H -83 1 土師鴇 好 11.2 6.1 普通 赤褐色 黒色粒 底部箆削り 底部箆磨君

明褐色 白色粒・ 1/4 口縁部横擦で、体世帯~ ロ縁部~底棒横織で後 67 
H -84 l 土師揚 杯 (13.2) 4.7 普通 掃色粒 底悌箆削り 放射状箆磨き

鈍い黄檀色 白色粒・ 7/8 口語部~脚部鑑磨君、 口録静~底部箆磨昔、 110 
H -85 1 土師器 器台 7.0 8.0 8.2 普通 巣色粒・ 円孔6箇所 脚部箆磨き

補色粒

手担士
鈍い賞者色 白色粒・ 体 部 ~ 体部~底部箆刑り 体郡~底部箆援で 67 

H -85 2 士師楊
様

4.0 普通 黒色粒 底部3/4

鈍い黄橿色 白色粒・ 杯部7/8口縁部横振で、休 部 ~ 口縁部績指で、休蘇ト 415 
H -85 3 土陣織 高杯 19.4 普通 黒色粒・ 胸唱臨箆磨き 底部箆虜曹

角関石

明赤褐色 白色粒・ ロ録骨匹 口縁部横擦で後箆磨 ロ縁部内凶体樹海織で後 117 
H -86 l 士郎器 高節 (19.8) 普通 角関石 ~体悌 き、体視型睡で後箆磨き 箆磨き

215 
鈍い黄檀色 白色粒・ 213 口縁部織で、休部箆削 口縁部~底部箆織で 167 

H -88 1 土師橿 杯 14.1 5.0 5.0 普通 ~鈍い貧褐 黒色粒・ り、底部箆携で
色 石英

鈍い黄色 白色粒・ 314 口縁部~体部上位指 口緑部~底部箆織で 128 
H-88 2 士郎栂 鉢 11.2 4.1 5目6 普通 黒色粒 で、体部下位~底部箆

1111り
鈍い黄檀色 白色粒・ 口縁部 口綾部~頭部機振で、 口縁部横揺で、周部~ 163 

H-88 3 土師繕 !If 4.5 普通 ~灰黄褐色 黒色粒・ 下 位 ~ 口縁部一部箆膚曹、周 底部箆織で
褐色粒・ 底部7/8部~底部箆撫で
石英

鈍い黄橿色 白色粒・ 7/8 口縁部横援で、体部箆 口緑酪横織で、体罰い 322 

H-88 4 土師橿 高杯 9.7 15.0 10.2 普通
黒色粒 損で、脚部箆磨曹、裾 底節箆費量で、脚部箆費量

醐 捕 で で、裾部横様で

灰貧褐色~ 白色粒・ 完形 口縁部~劇部箆振で、 口縁部~底部箆撫で 902 

H-88 5 士郎繕 望量 14.5 7.9 16.5 普通
鈍い黄梅色 黒色粒 底部箆削り

樋灰色~鈍 白色粒・ ほぽ完 口爺部~胴都中位箆磨 口縁部~属部上位箆磨 549 
H-88 6 士郎器 台付費 11.4 9.4 20.3 普通 い貧檀色 黒色粒 形 雪、下位箆擦で、台部 君、中位~底部箆揺で、

箆削り 台部箆詣で

鈍い桓色~ 白色粒・ 完形 複合口総ロ緑節下位 ロ縁部上位横爆で、下 958 
鈍い黄桓色 黒色粒 刷毛目、原部上位鳳j毛 位~底部箆擦で

H -88 7 土師橿 壷 13.2 5.6 19.9 普通 目後箆織で、中位鳳j毛

目、下位鍵撫で、底部
箆削り

浅黄桓色~ 白色粒・ ほIf完 ロ縁部償撫で、周部箆 ロ縁部損撫で後箆虜 517 

H -88 日 土師留 壷 11.9 5.9 17.3 普通
栂色 黒色粒 形 膚昔、下位箆織で、底 き、周部~底陣織で

部箆削り

灰黄褐色 白色粒・ 3/5 口縁部償謙で、周商事~ 口緑郎横撫で、周 節 ~ 96 
H -89 1 土師恩 小形壷 7.1 4.0 7.0 普通 黒色粒 底部箆織で 底画事箆機で

信色~灰褐 白色粒・ ほぽ完 口縁部横擦で、体郡上 目録棒債指で、体膏ト 230 

H -89 2 土師楊 杯 12.1 5.9 普通
色 黒色粒・ 形 位届~毛目、申位~底部 底部器商荒れ欄墜不明

補色粒 窟指fで 瞭

第 14表出土土器観察表 (6)

-219-



遺構名 番号 種類 橿種
法量 成・聾形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 器高 ①焼成 ②色調 ③助士 残存 外面 内面 (g) 

鈍い赤褐色 白色粒・ 7/8 口縁部横撫で、休部上 日縁部繍撫で、体部~ 231 

H-89 3 土師器 ~ 13.3 5.9 普通
黒色粒・ 位箆織で、下位~底部 底部箆指で
角関石 箆削り

明赤褐色 白色魁・ 4/5 口縁部横揺匝で、体部~ 口縁部横援で、体部~ 137 

H-89 4 土師器 Z事 (13.0) 5.2 
黒色魁・ 底部箆磨き 底鐸箆磨き

普通 褐色魁

明赤褐色 白色粒・ 7/8 口録制踊で、体調溜 口縁郁横織で、体郁織 152 

H-89 5 土師樺 鉢 11.5 4.9 4.3 普通
鳳色粒・ で、底部箆揮で で、底部箆掻で
褐色粒・
角閃石

鈍い檀色 白色粒・ 完形 口縁部~頭部横撫で、 口縁部横擦で、胸部~ 288 
H-89 6 土師器 JI 8.7 3.0 10.1 普通 黒色粒・ 周部箆閉り、底部箆掻 底部箆撫で

褐色粒 で

鈍い笹色~ 白色粒・ 完形 口伝部~頭部横嫌で、 日縁郁横織で、胴郁~ 223 

H-89 7 土師樺 小形聾 11.0 4.6 7.7 普通
鈍い褐色 鳳色粒・ 闘部~底部箆削り 底商理監搬で

褐色粒・
石英

樺色~鈍い 白色粒・ 113 口縁部~脚部箆磨き 口縁部~底部箆庖君、 143 

H-90 l 士郎器 高杯 (12.4) (11.8) 9.5 普通
黄糧色 角関石 脚部箆据で後刷毛日

手控士
鈍い栂色~ 白色粒・ 111:(完 ロ縁部~底部箆擦で 日縁部~底部建擦で 179 

H -92 l 士師犠 8.5 5目。 5.9 普通 鈍い褐色 黒色粒・形
機

褐色粒

鈍い褐色 白色濫・ 4/5 口縁部~底部議で 日録音官~底部擁で 54 

H -92 l 士郎器
手控土 (4.2) (4.3) 3.8 普通

角閃石
器

鈍い黄樺色 白色粒・ 2/3 ロ縁部横擦で、体部上 ロ縁部横擦で、体部~ 108 
H -92 2 士師器 柑 8.3 5.4 6.3 普通 角閃石 位擦で、申位~底部箆 底部箆擦で

削り、底部中夫擦で

鈍い明赤褐 白色粒・口縁部 口縁部横撫で後箆庖 口録音官横掻で後箆膚 774 
H -92 3 土師器 壷 (17.0) 普通 色 角関石 ~胴部 曹、腕部箆庖き 宮、胸部箆療で

中位 1/2

黒褐色 白色粒・ 完形 口伝部模型匝で、体 構 ~ 口縁部横擦で、体部~ 210 
H -93 2 士郎器 Z干 11.4 7.5 普通 黒色粒 底部箆掻で 底商理軍機で

外ー鈍い貧槍 白色粒・ 完形 口縁部横撫で、体部上 口縁部積擦で、休部~ 116 

H -93 3 士師器 坪 9目9 4.8 普通
色 黒色粒・ 位携で、下位箆撫で、 底部擦で
内ー灰黄褐色 角閃石 底部箆削り

鈍い黄櫨色 白色粒・ 3/4 ロ録習慣~休部撫で、底 口縁部横擦で、体官官~ 101 

H -93 4 土師器 杯 10.2 6.2 普通
角関石 骨H箆録で 底脅理E織で

檀色 白色粒・頭部~ 頭部~休部上位横搬 頭採横織で、休部~底 169 

H -93 5 土師器 事事 普通
褐色粒・底部3/5で、休部申位箆削り、 部箆績で
角関石 下位織で、底部箆削り

鈍い黄栂色 白色粒・ ロ縁部 ロ緑棒横擦で、体部~ ロ縁部横娠で、休部~ 231 
H -93 6 士郎器 ~ 10.8 5目。 8目4 普通 黒色粒 一部欠 底部箆織で 底画事箆織で

銅

明黄褐色 白色粒・口縁部 口信部横振で、闘部~ 口縁部横擦で、踊 部 ~ 290 

H -93 7 土師器 小形聾 10.8 6.0 9.3 普通
黒色粒・一部欠 底部箆指で 底部箆織で
角関石 ・領
石英

褐色~黒褐 白色粒・ ほIf完 ロ縁部~顛前横嫌で、 ロ縁部横擦で、胴部~ 310 

H -93 8 土師器 小形喪 10.9 6目白 9目5 普通
色 黒色粒・形 胴部~底部箆自障で、ロ 底部箆織で

角閃石 縁部~原部上位煤付着

鈍い褐色 白色粒・ 9/10 口縁部機揮で、闘部箆 日経郡横議で、闘部箆 1，190 

H -93 9 土師器 • 14.5 B目8 22.4 普通
角関石 指で、底部箆削り 揮で後箆削り、底部箆

揮で

栂色~灰黄 白色粒・ 3/4 口縁部横織で、頭部箆 口縁部機嫌で、周部~ 1.080 

H-93 10 土師器 費 (13.8) 5.2 20.6 普通
褐色 穣 撫で、厨部箆削り、下 底部箆擁で

端部箆織で、底部箆削
り

灰黄褐色~ 白色粒・ 口縁部 口縁部績割障で、胴郡上 口縁部横援で、頭 部 ~ 630 

H-93 11 土師器 ヨE 18.4 普通
鈍い橿色 褐色粒 ~廟部 位箆援で、中位~下位 胴都下位箆搬で

下位 1/2堕削り

黒褐色~鈍 白色粒・ 7/8 口録音官横揺で、胸部箆 口縁部積謙で、胸部~ 1.530 

H-93 12 士郎犠 台付費 15.5 10.2 30目l 普通
い黄燈色 黒色粒 継で、台部織で、口緑 底都箆織で、台古事箆繊

部~胸部中位煤付着 で、端部折返し
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遺構名 番号 種類 栂種
法量 成・霊形援法の特徴

備考
重量

口径 底径 器高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

鈍い褐色 白色誼・ 2/3 口縁部横撫で、周部上 日録献横擦で、腐郡上 1.020 

H-93 13 土防器 聾 (14.8) 7.6 25.5 普通
角閃石・ 位箆識で、下位~底郎 位箆削り、下位~底部
機 箆削り 箆擦で

鈍い黄櫨色 白色粒・ 口縁部 口縁部横援で、闘部~ 日縁部機援で、胴部~ 106 
H-94 1 土師器 柑 普通 ~黒色 黒色粒 欠損 底部箆削り 底部箆織で

浅粛色 白色粒・ 口縁部 口縁部下位~飼育事箆謙 日縁部下位~厨部箆据 290 

H-94 2 土師器 直口壷 普通
褐色粒 下位~ で で

府都中
位 2/3

鈍い質種色 白色粒・ 口縁部 口伝部模型匝で、体部~ 日縁歯車~底部箆援で、 80 
H-94 3 土防器 高係 6.6 普通 ~巣褐色 黒色粒・ ~劇部 脚部箆擦で 脚商理監搬で

角閃石 3/4 
鈍い貧樺色 白色粒・ ほぽ完 口縁部横撫で、周商事~ 日録歯車横撫で、胸部~ 245 

H-95 1 土師器 小形喪 11.0 4.8 8.9 普通 ~黒褐色 黒色粒・形 底部箆削り 底曲事箆織で
角閃石

鈍い黄橿色 白色粒・ 口縁部 口縁部~胴郡上位横議 日録音軍横耳障で、周郁箆 137 
H -95 2 土師器 柑 (6.9) 普通 角閃石 ~闘部 で、胴都中位~下位指 織で

下位3/5で

明赤褐色 白色粒・ 3/4 ロ縁部~休部上位横議 口縁部横擦で、休部上 127 
様 で後箆磨君、休部中位 位擦で、下位揚面荒れ

H -95 3 土師樺 葺F 10.2 4.8 5.9 普通 議で、下位箆撫で後一 調壷不明瞭
悌箆磨曹、底部箆擬で

種色 白色粒・ 3/4 口縁部横揺で、体構箆 口縁部~体育事横擦で、 4∞ 
H -95 4 土師器 高亦 18.5 13.6 14.4 普通

褐色粒 議で、脚部織で、裾昔日 底疎地聾で、胸部箆剛り、
横織で 信様模様で

黒褐色~檀 白色粒・ 口綾部 口縁部横擦で、煤付着、 日録部横擦で、頭部指 762 

H -95 5 土師器 ヨ匝 16.0 普通
色 褐色粒・ ~胴部 厨部上位箆識で、中位 で、胴郁箆畿で

碩 上位2/3箆削り、煤付費

鈍い貧栂色 白色粒・ 2/3 ロ緑穆横嫌で、体部上 口縁部横擦で、休部~ 154 
H -96 1 士師務 杯 (11.8) 7.3 普通 角関石・ 位撫で、下位~底部箆 底自事箆撫で

E車 開U!J
檀色 白色粒・ 口綾部 口縁部横嫌で、体部上 日録郡横撮で、休 部 ~ 221 

H -96 2 土師器 杯 13.4 5.8 普通 黒色粒・ 一部欠 位撫で、下位~底部箆 底部放射状箆磨き
角閃石 領 量E菅

明赤褐色 白色粒・ 9/10 ロ縁部横振で、休部嫌 口縁部積撫で、底部嫌 158 
H -96 3 土防器 高宣事 16.6 12.4 12.8 普通 様 で、脚部~裾隊輸銀で で、胸部箆削り、裾郁

横揺で

鈍い檀色~ 白色粒・ 7/8 日経部横携で、休部上 口組部検掻で、休部~ 211 
H -99 1 土師揮 杯 10.8 4.0 5.5 普通 褐灰色 角関石 位指で、中位~底部箆 底部箆撫で

間り

鈍い黄樺色 白色粒・ 9/10 ロ縁部横擦で、胸部11ロ縁部横擦で、胴部箆 468 

H -99 2 土師構 有孔鉢 17.1 6.5 日.5 普通
角関石・ 撫で、底部箆削り、孔 擦で後箆剛り
際 径 2.2皿

鈍い赤褐色 白色粒・ 3/4 口録部横撫で、休部上 口信部検旗で、休部~ 129 

H -99 3 士郎器 野 11.5 7目4 普通 ~褐色 褐色粒・ 位箆畿で、中位~底部 底部箆指で
雲母 箆削り

鈍い黄褐色 白色粒・ 口縁部 口縁部横振で、岡部~ 口縁部横謙で、周部~ 342 
H -99 4 土師器 小形聾 13.6 6.4 8.9 普通 ~黒色 黒色粒・ 一郎欠 底部箆削り 底部箆織で

角関石鍋

鈍い貧檀色 白色粒・ 口録部 口録部横擦で、闘部箆 口組部積掻で、踊部箆 2.460 
H -99 5 土師器 壷 (19.2) 普通 ~貧灰色 褐色粒 ~厨部 指で後箆磨君 議で後粗い箆磨宮

中位 1/3

栂色 白色粒・ 体都下 休部箆燃で、底部窟I!IJ体部~底官軍箆擦で 31 
H-l∞ 1 士郎器 ミニチ，1 2目8 普通 黒色粒・ 位~底り

角閃石 部残存

檀色~浅黄 白色粒・口縁部 口縁部横撫で、休部~ 口縁部横擦で、休 部 ~ 158 
H-1∞ 2 土師器 坪 12.4 5.2 普通 檀色 褐色粒 一部欠 底部箆閉り 底擦撫で

調

鈍い赤銅色 白色粒・ 7/8 口伝割増踊で、頭部箆 口縁部横織で、廟部~ 322 

H -101 1 土師密 小形聾 11.8 2.9 10.1 普通
~悶赤褐色 黒色粒・ 議で、廟首都~底部箆削 底部理車振で

角閃石 り、底陣中央銀で

鈍い檀色 白色粒 ・2/5 口縁部横織で、胸部上 口録音書横擦で、厨都~ 620 

土師器 費 (9.0) 普通
角関石 位箆織で、中位箆削り、 底部箆撫で

H-101 2 16.4 17目。 下位箆掻で、底部箆聞
り

鈍い黄櫨色 白色粒 ・口縁部 口縁部横擦で、休部上 日録部横擦で、休 部 ~ 163 

H-!03 l 土師犠 坪 10目4 3目l 6.3 
~黒褐色 褐色粒 一部欠 位撫で、下位~底部箆 底部箆揮で

普通 領 則り、休部衡す普
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遺構名 番号 種類 組種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 ①焼成 ②色調 ⑤胎土 残存 外商 内面 〔ρ
鈍い赤褐色 白色粒・ 3/5 口縁部~体部上位横嫌 日縁部横擦で後箆磨 148 

H-I03 2 士郎器 杯 10目Z 6.7 普通
~灰褐色 黒色粒・ で後箆磨者、中位~底 堂、休部~底部箆援で

角閃石・ 部箆削り
石英

灰褐色~積 白色粒・ ほぽ完 口縁部~体曹場捕で後 日縁部~体部横様で後 617 

H-I03 3 土師器 高杯 18.3 15.2 14.7 普通
色 褐色粒・形 放射状箆鱒昔、脚部刷 政射状箆膚昔、脚部箆

雲母 毛回復箆鱒き 織で、複障横織で

担色 白色粒・ 9/10 ロ縁部横嫌で、体部揚 口録部『休部横様で、 5ω 
角閃石 面荒れ調堕不明瞭、脚 底部織で、関悔しぼり

H-I03 4 土防器 高'JF 17.7 13.6 14.1 普通 僚撫で、裾部鍵振で、 目、裾郎横振で
端部横謙で

樺色 白色粒・ 7/8 口縁部横撫で、休部箆 日縁部~休部横掻で、 720 

H-I03 5 士郎器 高杯 19.5 12.9 16.7 普通
褐色粒・ 間り、脚部掬で、梅部 底部密画荒れ調整不明
雲母 横織で 服、脚部箆織で、棺部

横擦で

樺色 白色粒・ 4/5 ロ縁部横擦で、体部~ 日縁部模様で、体部~ 549 
黒色粒 脚宮市建擦で、指郡横嫌 底部箆撫で、脚部しlま

H-103 6 土師犠 高杯 17目5 12目。 15目5 普通 で り目後箆剛り、裾郡横
撫で

栂色 白色粒・ 9/10 口縁部積織で、休部上 日縁部~宇都横擦で、 540 

H-103 7 土師器 高坪 18.2 13.3 14.9 普通
角閃石 位箆綴で、下位蛸TJり、 底画事箆掘で、脚郁箆削

開郡織で、裾部穆自備で り、裾郁横嫌で

樺色~鈍い 白色粒・ 口縁部 口縁部横婦で、胸部箆 目録郡横様で、周部箆 298 
褐色 褐色粒 ~廟部 骨jり 織で

H-103 8 土師器 小形費 12.4 普通 中位残
存

鈍い褐色~ 白色濫・ 口縁部 口縁部横撫で、周部上 日縁部横擦で、腐蹄箆 427 
樺色 褐色粒・ ~厨部 位箆綴で、中位~下位 織で

H-I03 9 土師器 小形聾 14.2 普通 雲母 下位 1/2E書面が剥落し調整不
明、口縁部~厨部上位
煤付着

灰褐色~鈍 白色濫・ 口縁部 口縁部横携で、鋼部箆 口録部横掻で、闘部箆 1，100 
H-103 10 土師器 費 19.4 普通 い赤褐色 黒色濫・ ~踊部 開I]!l 揮で

角閃石 下位2/3

鈍い黄栂色 白色粒・ 頚 悔 ~ 頭部機嫌で、胴部箆機 頭部横撫で、廟侮~底 9，640 
H-I03 11 士郎器 壷 10目1 普通 E車 底部 で、下端部箆骨jり、底 郁箆担障で

9/10 西崎臨で

明赤褐色 白色粒 ・2/3 口縁部横擦で、休部上 日録部横擦で、休 部 ~ 137 
H-I04 1 土師器 坪 (10.0) 6.0 普通 黒色粒 ・ 位撫で、下位~底部箆 底都議で

褐色粒 宵iり
鈍い赤褐色 白色魁・ 1/3 ロ録部~間部上位箆磨 口縁部箆磨き、胸部箆 279 

H-I04 2 土師器 邸付聾 15.3 11.4 普通
掃色魁・ 昔、下位箆癖で 織で
褐色魁・
角関石

檀色~灰褐 白色粒 ・口縁部 口縁部横擦で、闘部上 日録部横擦で、闘部箆 966 

H-I04 3 土師器 • (18.0) 普通
色 褐色粒 ・~胴部 位箆旗で、下位箆削り 織で

角関石 下位 1/3

明赤褐色 白色粒・ 2/3 ロ縁部横撫で、体部~ 口縁部横娠で、体部~ 154 

H-105 1 土師密 杯 13.4 普通
黒色粒・ 底部箆削り 底自事箆撫で

5.7 褐色粒・
角閃石

鈍い赤褐色 白色粒・ 頚 棒 ~ 胴部上位撫で、下位~ 周侮上位箆携で、下位 756 
H-105 2 土師器 費 且2 普通 黒色粒・ 底陣3/4底部箆削り ~底部箆削り

E曜
鈍い赤褐色 白色粒・ 2/3 口縁部横擦で、胴部上 日録音書横援で、周 部 ~ 740 

H-105 3 土師器 費 14田昌 5目6 15.4 普通 黒色粒 位箆搬で、中位~底部 底部箆織で
箆削り

明赤褐色~ 白色粒・ 7/8 ロ縁部横振で、休部上 口縁部~休部横擦で 166 

土師器 普通
鈍い赤褐色 褐色粒・ 位指で、下位~底部箆 後、ロ緑郁箆磨昔、底

H-107 1 坪 12.1 5.4 雲母 町り、底部に焼成前の 剖瀧で
績調jあり

明赤褐色~ 白色粒・ 6n 口縁部横撫で、休部~ 口録画官~体費者横擦で 139 
H-107 2 土師器 事事 12.2 4.7 普通 栂色 褐色粒・ 底部箆削り 後、口緑郁箆膚曹、底

雲母 剖耳障で

関赤禍色 白色粒・ 5/6 口縁部横嫌で、体構上 日縁郁~体様横費量で後 164 
H-107 3 土防器 書干 11.7 4.6 普通 調色粒・ 位指で、下位~底部箆 箆磨昔、底部箆織で

雲母 開Jり
明赤梅色~ 白色粒・ 3/4 ロ縁部横撫で、体部上 口縁部~休部箆膚き、 117 

H-107 4 土醐量 杯 (11.0) 4.5 普通
糧色 褐色粒・ 位撫で、下位~底部箆 底部携で

11母 謙で
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遺構名 番号 種類 糠種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 @焼成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

灰貧褐色 白色粒・ 7/8 口緩郡横議で、闘部箪 口緑様板織で、廟郎~ 432 

H -107 5 土師揚 d判5費 (11.5) 4.4 普通
褐色粒 開Iり、底郁織で 底部箆揮で

12.4 

鈍い黄褐色 白色粒・ 7/8 口縁部横擦で、胸部箆 ロ緑棒横様で後箆磨 664 
~巣褐色 黒色粒 磨昔、底蹄箆揮で き、胸部~底部箆織で

H -107 6 士郎栂 小形童 11.2 7.3 13_6 普通

灰褐色~栂 白色粒・ 2/5 口縁部内萄拍同院織で、 口縁部横撫で、周侮箆 1.∞o 
色 褐色粒 府陣上位~J毛日後箆搬 磨君、下位箆携で

H -107 7 土師楊 • (21.2) 8.5 20.7 普通 で、胴都中位~下位刷
毛日後箆磨き、下位繍

織で

橿色~明黄 白色粒・ 7/且 口縁部横撫で、周富市箆 口録醗績織で、周郁箆 1，630 

H -107 自 士師楊 阪 24.2 (9.6) 普通
褐色 黒色粒・ 削り、底部筒掻け 振で

29.7 棟

鈍い褐色~ 白色粒・ 4/5 口縁部横援で、胴部~ 口緑陣横織で、胴部~ 1，198 

H -107 自 土師楊 • 12.4 7.8 23.2 普通
黒褐色 黒色粒 底部箆削り 底部箆援で

灰褐色~鈍 白色粒・ 7/8 ロ縁部横撫で、胴部建 口録邸機嫌で、廟悔~ 1，970 
H -107 10 士師楊 費 19_0 7.0 34.7 普通 い赤褐色 黒色粒 削り、底部箆線で 底侮箆費量で

鈍い貧橿色 白色粒・ 頭 部 ~ 頭部横織で、胴都~底 頭部~底部箆畿で 1，460 
H -107 11 土師穏 • 7.5 普通 ~灰貧褐色 黒色粒 底滞2/3部箆削り後箆織で

檀色 白色粒・ ロ緑樽 ロ縁部検振で、周部箆 ロ縁部横織で、周部箆 2，420 
H -109 I 土師楊 甑 26.8 9.2 27.6 普通 礎 112欠損 磨吉、底部筒按け 磨き

鈍い黄檀色 白色粒・ 7/8 口語部横掻で、廟部箆 口鎌髭横揮で、劇部~ 1，440 
H -109 2 士郎糧 • 17.0 5.4 26.8 普通 角関右・ 削り、底部ホ湯割良 底部箆指で

礎

栂色~明褐 白色粒・ ほぽ完 ロ縁部横嫌で、休部~ ロ縁部横撫で、体 部 ~ 155 
H -111 1 士師鴇 事事 11.5 5目7 普通 色 黒色粒・ 形 底部嶋削り 底侮箆担障で

角関石

橿色~明褐 白色粒・ 完形 口縁部積極で、休 部 ~ 口縁部横織で、休部戸 190 

H -111 z 土師標 坪 9.2 4.3 6.5 普通
色 黒色粒・ 底部箆削り 底部箆畿で

褐色粒・
角関石

外ー呆褐色~白色粒・ ほぽ完 口縁部横様で後箆磨 ロ録様横犠で後箆磨 219 

H -111 3 士郎器 坪 10.3 4.7 6.8 普通
灰褐色 黒色粒 形 き、劇部盤振で、底部 曹、胸部~底部箆擦で
内ー鈍い赤褐 箆削り
色

樺色~褐灰 白色粒・ 4/5 口縁部積侮で、休部上 口緑都機嫌で、休部戸 215 
H -111 4 土師恩 坪 (12_9) 6.6 普通 色 補色粒 位指で、下位~底部箆 底部箆擦で

JJり
灰黄褐色~ 白色粒・ 5/6 口縁部横書障で、廟郡上 口縁部横繍で、廟郁~ 190 

H -111 5 土師栂 柑 (7.5) 8.9 普通 糧色 褐色粒・ 位事障で、中位~底部箆 底部箆揚で
雲母 JJり

鈍い黄檀色 白色粒・ ほぽ完 口縁部損掻で、厨 部 ~ 口縁部機嫌で、周部~ 130 

H -111 6 土師楊 t甘 7.4 7.3 普通
黒色粒 形 底部醐yり 底部箆療で

鈍い檀色 白色粒・ ほぽ完 口縁部績侮で、胸部上 口録都横撫で、府部~ 252 
黒色粒 形 位箆撫で、下位~底部 底部箆擦で

H -111 7 士郎器 指 9.7 3.1 10.2 普通 箆削り

鈍い桓色 白色粒・ 3/4 日縁部上位繍織で、下 ロ緑郎績割障で、休部~ 623 

H -111 B 士郎栂 高野 19.0 14.5 14.9 普通
角関石・ 位~休部箆削り、脚部 底部箆撫で、脚部しぼ
磯 箆削り、語部繍搬で 。目、裾部横撫で

檀色 補色粒・ 7/8 口縁部績憶で後放射状 口縁部上位横織で、下 821 

H -111 9 土師碍 高杯 20_7 17.4 15.4 普通
雲母 箆磨き、体商溜で、脚 位~底部箆掻で、脚部

部箆唐昔、裾都機嫌で 上位しぼり目、下位~
後放射状箆唐古 裾部箆織で

灰補色 白色粒・完形 口縁部積極で、胴部上 口縁部横擁で、胸部~ 1，640 
黒色粒 位箆織で、中位~下位 底部箆撫で

H -111 10 土師栂 壷 14.6 6.0 23.4 普通 箆削り、底部箆継で

鈍い褐色 白色粒・ 口緑郎 口縁部上位横織で、下 口縁部上位横嫌で、下 660 

H -111 11 土師掛 重量 15.9 普通
角閃石 ・~胴郁 位撫で、厨部箆織で 位箆謙で、周部箆謙で

磯 上位4/5
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遺構名 番号 種類 標種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 都高 ①焼成 ②色鯛 ③胎土 残存 外函 内面 (g) 

樹灰色~檀 白色魁・ liぽ完 口縁部横織で、保付着、 口縁部横援で、廟部~ 2，680 
色 鳳色魁 形 廟郡上位~中位箆削 底部箆搬で、台郡箆削

H-111 12 土防器 台付聾 16.3 (9.3) 33.4 普通 り、下位箆織で、台郁り
箆削り、胴都中位~下
位煤付着

鈍い褐色~ 白色粒・ 7/8 ロ録商端撫で、顕淘磯 口録部横撫で、周部~ 1.440 

H-111 13 土師器 要 14.6 5回目 25目昌 普通
黒褐色 褐色粒 で、胴部~底部箆再uり、 底画事箆撫で

ロ縁部~関部下位煤付
着

鈍い黄槽色 白色魁・ 口語部 口縁部横織で、胴部箆 日縁部横様で、廟部箆 687 

H-112 1 土師器 費 (18.4) 普通
鳳色魁 ~踊部 即Jり 揮で

下位 1/3

樺色 白色粒・ 7/8 口縁部~休部横撫で、 口縁部~底面市横擦で後 310 
H -115 1 土師器 坪 18.2 9.8 6.0 普通 黒色粒・ 底部箆削り 箆擦で

角閃石

明褐色 白色粒・ 日経部 口縁部横擁で、体構上 日縁郁~底部箆費量で 181 
H -115 2 土防器 Z干 15.2 6.0 5.1 普通 鳳色粒 ー部欠 位指で、下位~底部箆

鋪 開Jり
鈍い黄樺色 白色粒・ ロ縁部 ロ緑鶴横撫で、体部~ 口縁部横撫で、休部~ 213 

H -115 3 土師事審 杯 13.1 6.8 4.8 普通 ~黒褐色 黒色粒 一部欠 底部箆削り 底画事箆織で
領

鈍い黄檀色 白色粒・ ほIt完 口縁部横嫌で、休部~ 日縁部横撮で、休部~ 154 
H -115 4 土師器 杯 9目8 5.5 普通 黒色粒 形 底部箆削り 底部調整不明瞭

赤褐色 白色粒・ ほぽ完 ロ縁部横振で、体部上 口縁部~摩郡横擦で後 159 
H -115 5 土師器 杯 10.6 5.5 普通 黒色粒 形 位指で、下位~底部箆 放射状箆磨き

骨'11)
檀色~縄灰 白色濫・ 口語部 口縁部機擦で、休部上 日録部償援で、体部~ 167 

H -115 6 土師器 事干 9.8 6.6 普通 色 黒色濫 一部欠 位指で、下位~底部箆 底部箆揮で
鎖 開111)

明褐色~晴 白色粒・ 5/6 ロ緑棒横嫌で、体部上 ロ縁部償嫌で、体部~ 219 
H -115 7 士郎器 野 12.7 6目7 6.5 普通 赤褐色 褐色粒 位擦で、中位~底部箆 底部箆撫で

骨111)

明赤褐色 白色粒・ 7/8 口縁部横擦で、体部上 口縁部検擦で、休 部 ~ 125 
H -115 s 土師器 杯 11.0 5.3 普通 褐色粒 位撫で、申位~底部箆 底部箆振で

聞Iり

赤褐色~明 白色粒・ 7/8 口縁部横振で、休部上 口縁部横掻で、休部~ 144 
H -115 9 士郎器 杯 ω.ω 3.2 6.3 普通 赤褐色 褐色粒 位掻で、下位~底部箆 底憾箆織で

開Jり
槽色 白色粒 ほぽ発 口縁部横撫で、闘部上 口縁部横擦で、闘部~ 259 

H -115 10 士師器 小形費 9目4 6.1 8目2 普通
形 位指で後箆膚昔、下位 底部箆撫で

箆撫で、底部箆削り

鈍い賞栂色 白色粒・ 口縁部 口録部~頭部積織で、 口縁部横謙で、周部~ 178 
H -115 11 士郎器 小形聾 9.0 4.4 6.0 普通 角関石 1/3欠損 廟部上位振で、下位箆 底制普面開1調盤不明

振で、底部箆削り 瞭

槽色~鈍い 白色粒・ 7/8 口録音官上位機梅で、頭 口縁部積撫で、劇部~ 157 

H -115 12 士郎器 m 9.1 2目7 8.6 普通
質権色 褐色粒 部箆織で、胸部上位指 底部箆織で

で、中位~下位箆織で、
底部織で

鈍い賞栂色 白色粒・ 口縁部 口録部上位横様で、下 口縁部上位横搬で、下 615 

H -115 13 土師器 直口壷 12.8 5.7 16.4 普通 ~褐灰色 褐色粒・ 一郎欠 位~胴郎上位箆織で、 位~底部箆振で.母 調 中位~底部鑓削り

灰貧褐色 白色粒・ 口縁部 口伝部検擬後箆磨君、 口縁部横議で、胴 部 ~ 516 
黒色粒 一部欠 闘部~底部箆織で 底部箆織で

H -115 14 士郎器 直口壷 10.7 13.6 普通 損

明赤褐色 白色粒・ 台部欠 口縁部~胴部上位績調 口縁部横議で、厨部上 376 

H -115 15 士郎器 台付聾 11.9 普通
角関石・損 で、下位箆擦で 位箆撫で、下位~底部• 箆聞り

栂色~鈍い 白色粒・ ほIt完 ロ縁部~頭部横擦で、 ロ縁部横線で、休部~ 352 

H -115 16 土師語 高杯 13.9 且日 10.4 普通
黄櫨色 司 形 休部上位擦で、下位箆 康保箆織で、脚官事箆旗

削り、脚部擦で で、裾部擦で

鈍い貧檀色 白色粒・ 語部一 口信苗場蝕量で後放射状 日録部~体部繍擦で後 630 

H -115 17 士郎器 高杯 16.9 11.4 14目8 普通
~灰黄褐色 黒色魁 部欠損 箆磨君、脚部箆磨雪、 放射状箆唐昔、底部剥

語部積握で 腫により調整不明、脚
部箆強で、裾部損詣で

栂色 白色粒・ ロ縁部 ロ縁部横振で後放射状 口縁部~休部横擦で後 550 

H-115 18 土防器 高杯 19.0 12.2 14.9 普通
角閃石・ 1/4・裾 箆磨き、休部-l1li郁旗 放射状箆磨き、底部撫
機 部1/5 で、裾部根強で で、胸部箆削り、裾郁

欠損 横擦で

檀色 白色粧・ ほIt完 口縁部横擦で、休部箆 日縁部上位横織で、体 505 

H -115 19 土師器 貰係 19.3 13.2 14.0 普通
角閃石 形 開Iり、脚部箆謙で、相 部箆援で、脚部箆援で、

部湖闘で 密都横織で
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遺構名 番号 種類 機種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 器商 @清高成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

笹色 白色粒・ ほぽ完 口縁部検援で、休部~ 口緑限額織で後箆膚 761 

H .115 20 土師橿 高杯 19.9 14.9 16.0 普通
角関石・ 形 脚自眠箆援で、根部横搬 昔、体官官~底部箆撫で
穣 で 後箆腐昔、脚部箆削り、

裾榔横織で

笹色 白色粒・ ほぽZZ 口縁部償謙で、休部箆 口縁部横撫で、休部~ 584 

H .115 2.1 士郎鴇 高坪 17五 11.7 14.8 普通
角関石・ 形 開jり、脚部箆撫で、裾 底部箆織で、脚部箆削
司匝 部横撫で り、裾郡積撫で

赤銅色 白色粒・ 718 口縁部横振で、体部箆 口縁棒横織で、体部~ 538 
H .115 22 土師椙 高節 17.5 11.0 13.6 普通 褐色粒・ 指で、脚部織で、裾部 底部箆強で、脚部箆強

礎 横振で で、裾郁横織で

明赤褐色~ 白色粒・ 楊部3/4口縁部積謙で後放射状 口綾部~底部積極で後 816 

H .115 23 士郎栂 高坪 21.5 15.8 15.1 普通
暗赤褐色 黒色粒 欠損 箆膚昔、休部織で、脚 放射状箆膚曹、即都箆

制蹴で蝕膚曹 携で、橋部横擦で

明赤褐色~ 白色粒・ 718 ロ縁部横振で、体部箆 ロ縁部~底商理E織で、 757 

H .115 24 土師橿 高杯 21.4 15日 14.6 普通
暗赤褐色 巣色粒 削り、脚蹄箆揮で、裾 脚部箆援で、裾部横費量

制 鵬 で で

鈍い貧檀色 白色粒・ 213 口縁部横振で、胸部箆 口縁部横掘で、厨部~ 1.810 
角関石・ 搬で、底部箆削り、底 底部箆織で

H .115 25 土師橿 ヨ匝 18.4 6.5 30.3 普通 磯 都中央績で

灰賀補色 白色粒・ 口縁部 口録部横振で、廟郡上 口緑隊横織で、廟昔日~ 1，560 

H .115 26 土師樺 • 15.1 6.9 22.4 普通
機 1/4・胴 位箆擁で、下位箆削り、 底部箆掻で

部一部 下端部箆織で、底部箆
欠銅 WJり

鈍い黄櫨色 白色粒・ 3/5 口縁部積極で後箆膚 口縁部横撫で後箆. 2.119 

H .115 27 士郎器 童 18.7 8.3 32.4 普通
褐色粒・ 曹、中位に弱い段を持 曹、厨部~底部箆掻で
角関石 つ、胴部箆削り、下端

部箆織で、底部箆削り

鈍い黄橿色 白色粒・ 3/4 ロ縁部横嫌で、廟部~ 口緑鶴機嫌で、廟節~ 2，010 

H .115 28 土師嬬 壷 16.9 8.0 29.7 普通
褐色粒・ 底部貫録で 底部箆型障で
穣

鈍い貧檀色 白色粒・ 口縁部・ 口録部績詣で、胴部上 口縁部横織で、属部~ 1.920 
角関石・ 踊部一 位箆擦で、中也箆削り、底部箆掻で

H .115 29 士郎栂 費 15.7 7.4 26.7 普通 礎 部欠損 下位箆磨曹、下掛都機
で、底部箆削り

補色~暗褐 白色粒・ 7/8 口縁部績継で、胴部上 口縁部~頭部横織で、 1.590 
色 黒色粒 位箆撫で、中位~下位 胸部~底部箆携で

H .115 30 土師標 費 18.5 7.8 24.7 普通 箆削り、下端部箆絡で、
底部箆削り

糧色~黒褐 白色粒・ 口線鶴 ロ縁部繍搬で、煤付着、ロ縁部機嫌で、府部箆 1.595 
H .115 31 土師楊 聾 17.5 普通 色 黒色粒 ~胴郎 胴郎箆織で、胴部中位 携で

下位3/4煤付着

手翠土
鈍い黄橿色 白色粒・ほぼ完 口縁部~底部箆織で 口縁部~底部箆搬で 67 

H .116 I 土師楊
様

6.1 4.2 4.9 普通 ~灰黄褐色 黒色粒 ・形
角関石

橿色~明褐 白色粒・1Iぽ完 ロ縁部横様で、休部上 口縁部~底悌箆磨き 276 
H .116 2 土師栂 杯 13.1 7.4 普通 色 黒色粒 形 位撫で、下位~底部箆

削り

鈍い黄檀色 白色粒・ 7/8 口縁部損掻で、体部上 口縁部~休部横揮で、 179 
H .116 3 土師器 坪 11.8 6.2 普通 ~檀色 補色粒 位揮で、下位~底部箆 底調噂11.'

ftJJり
鈍い貧栂色 白色粒・7/8 ロ縁部損嫌で、体部上 ロ緑欝積撫で、体部~ 209 

H .116 4 士師栂 杯 12.7 6.5 普通 ~栂色 褐色豊監 位撫で、下位~底部箆 底部箆軍属で
開lり

鈍い黄檀色 白色粒・完形 口緑静ー休部上位横按 口縁部横識で、体者ト 267 

H .116 5 土師鶴 坪 13.1 6.7 普通 ~鈍い黄禍 異色粒 ・ で、中位~底部箆削り 底部箆撫で
色 褐色粒 ・

角関石

鈍い黄笹色 白色粒・ほぽ完 口縁部~体商事上位繍鋸 ロ緑隊横搬で、体様~ 241 

H .116 日 土師婦 坪 10.0 7.5 普通
~鈍い貿褐 巣色粒・ 形 で、中位~底部箆剛り 底部盤強で

色 角関石

鈍い黄檀色 白色粒・3/4 口縁部損振で、頭部刷 口縁部績掘で、周部~ 511 

H .116 7 土師鶴 小形費 15.8 5.9 11.9 普通 ~鈍い黄禍 異色粒 ・ 毛国後績振で、闘部上 底部箆織で
色 褐色粒 ・ 位箆撫で、下位~底部

角関石 箆削り

明褐色 白色粒・ 213 口縁世帯横擦で、胸部上 ロ緑棒横擦で、頭部し 303 
H .116 自 土師鵠 重 8.9 14.1 普通 黒色粒 位箆盟障で、下位~底部 iまり目、廟部~底脅理E

箆剛り 振で

明褐色~鈍 白色粒・ 4/5 口縁部横振で、胴部~ 口縁部債権で、胴 都 ~ 834 
H .116 自 土師橿 • 14.2 7.4 19.4 普通 い黄櫨色 黒色粒 底部箆削り 底部箆搬で
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遺構名 番号 種類 組種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 ①焼成 ②色調 ⑤胎土 残存 外商 内面 〔ρ
鈍い褐色~ 白色粒・ 1/2 口縁部横擦で、胴郁上 日縁部横擦で、周官事~ 1，310 

H-1l6 10 土師器 !I! 14.7 7.4 24.2 普通
飼い赤褐色 黒色粒・ 位箆搬で、下位~底部 底部箆指で

褐色粒 箆削り

相色~鈍い 白色粒・ 完形 口録商碍貫撫で、胴凱上 日縁部積織で、周部~ 543 

H-1l7 1 土師棒 小形壷 9.2 4.8 12.9 普通
黄櫨色 黒色粒・ 位箆織で、下位箆磨君、 底都箆織で

石英・角 点在織で
閃石

鈍い橿色~ 白色粒・ 2/3 口縁部横撫で、休部~ 日縁部横耳障で、体官官~ 182 

H-1l7 2 土師器 坪 12.9 5.8 普通
檀色 褐色粒 底部箆削り 底部箆織で

鈍い貧槽色 白色粒・ 邑n 口縁部横撫で、周海上 日縁部償織で、胸部~ 1，640 

H-1l7 3 土師器 費 16目2 5目6 27.7 普通 ~黒褐色 黒色粒・ 位箆織で、下位~底部 底都箆織で
角閃石 箆削り

鈍い補色~ 白色粒・ 7/8 口録部横婦で、煤付着、 口縁部横振で、胸部~ 2，020 

H-1l7 4 土師密 費 15.4 6.0 28.5 普通
黒色 黒色粒 廟郡上位箆織で、下位 底商理E織で

~底部箆剛り、闘都中
位焼付着

鈍い黄櫨色 白色粒・ 7/8 口縁部~頭部横撫で、 口縁部横擦で、厨部署 吹曹と 1，410 

H-1l7 5 士郎器 聾 15.5 普通 ~呆褐色 褐色粒 煤付着、厨部箆削り、 両荒れ調整不明瞭、下 ぽれの
厨部上位煤付着 位箆織で 痕跡あ

り

鈍い桓色~ 白色粒・ 7/8 ロ緑膏横振で、煤付着、 日縁部横様で、周部~ 1，770 

H-1l7 B 土師器 費 17.8 6目7 26目5 普通
灰褐色 黒色粒・ 胴部上位箆織で、中位 底画審箆織で

褐色粒 ~底部11剛り、申位線
付着

檀色~黒褐 白色粒・ 2/3 口縁部横携で、胴郡上 口径部績援で、胴部~ 1，160 
H-1l7 7 土師器 費 15.0 7.0 21.8 普通 色 褐色粒・ 位箆揮で、下位~底部 底部箆揮で

磁 箆削り

褐灰色~灰 白色粒・ 2/5 ロ録膏横撫で、闘部~ ロ縁部被擦で、周部~ 750 
H-1l9 1 士郎器 壷 (10.8) 5.2 18.0 普通 黄褐色 黒色粒 底部箆剛り 唐画事箆織で

明赤褐色 白色粒・ 3/4 口縁官官~踊官官上位績指 口縁部横擦で、踊 部 ~ 225 
H-120 1 土師器 小形裏 9.6 (5.3) 9.2 普通 黒色粒 で、下位箆削り、底部 底部箆撫で

箆織で

明赤褐色~ 白色粒・ 1/4 口縁部横振で、岡部~ 口縁部横謙で、廟部~ 287 
H-120 z 土防器 有孔鉢 (16.0) 4.8 12.4 普通 鈍い褐色 県色粒・ 底部箆嫌で、底部円孔 底憾箆織で

角関石 径1.6皿

時灰黄色 白色粒・ 112 口録音官~頭部検撫で、 口縁部横振で、断部~ 228 
H-122 1 土師器 小形聾 (10.0) 8.6 普通 黒色粒 劇部~底部箆織で 底部箆撫で後箆磨君

明赤褐色~ 白色粒・ 完形 ロ縁部横擦で、胴部~ ロ縁部横振で、胴部~ 2，190 
H-122 z 士郎器 実 20.9 3目6 39目。 普通 鈍い赤褐色 黒色粒・ 底部窟剛り 康保箆擦で

角閃石

褐色 白色粒・2/3 目録音官~体官官上位横掘 口縁部横振で、休部放 94 
H -123 1 土師器 坪 (13.0) 4.6 普通 黒色粒 で、下位~底部箆擦で 射状箆膚曹、底部箆膚

曹

鈍い貿槍色 白色粒・ 3/4 口縁部横振で、劇部箆 口縁部横擦で、廟部箆 943 
H -123 z 士郎器 甑 (22.7) 8.7 25.3 普通 黒色粒 削り、底部筒抜け 揮で

明赤褐色 白色粒・ 2/3 口縁部機嫌で、休部上 口縁部横振で、休部放 162 
H -124 1 土師樺 野 10.6 6.2 普通 黒色粒 位指で、下位~底部箆 射状箆膚昔、底部箆膚

宵[~ 曹

赤褐色 白色粒・ 1/2 口縁部横擦で、体書官~ 口縁部横援で、体西宮~ 76 
H -124 2 士郎器 杯 (12.2) 4.8 普通 黒色粒 底部箆織で 底部箆漕き

明赤褐色~ 白色粒・ 7/8 口縁部慣擦で、休部上 口縁部横謙で、休 部 ~ 334 

H -124 3 士郎器 高杯 13.8 9.5 9.4 普通
灰黄梅色 黒色粒 位擦で、下位箆織で、 底都撫で、脚部箆削り、

脚部撫で、裾穂積撫で 楊都横掬で

栂色~褐色 白色粒・ ロ縁部 ロ録音宮慣擦で、胴商事費 ロ縁部横線で、胴部箆 858 
H -124 4 士郎器 費 16.0 普通 黒色粒 ~廟部 骨jり 織で

下位 1/3

時褐色 白色粒・ 4/5 口縁部俊擦で、休部~ 口縁部ι休部横議で、 225 
H -125 1 土師器 坪 12.5 5.3 普通 黒色粒・ 底部箆関口 底部箆撫で• 鈍い賞褐色 白色艦・ 7/8 ロ縁部横揺で、休 部 ~ 口録郁横擦で、休部~ 203 
H-125 2 土師器 事事 12.9 5.6 普通 ~褐色 黒色濫・ 底部箆削り 底膏理E織で

様

黒褐色 白色粒・ ほぽ完 口縁部横撫で、体部上 日縁部積撫で、体 部 ~ 197 
H-125 3 土師樺 杯 11.6 3.9 普通 黒色粒 形 位指で、下位~底部箆 底部織で

期勺

灰褐色~褐 白色粒 3/4 口縁部横婦で、闘部~ 目録部横様で、胴 部 ~ 459 
H-125 4 土師器 小形費 14目6 7.1 15目2 普通 灰色 底部箆削り 底部箆織で

鈍い黄檀色 白色粒 ・口縁部 口縁剖瑚臓で、休部~ 口縁部横擦で、休部~ 209 
H-126 1 土師器 杯 12.3 5.4 普通 黒色粒 一部欠 底部箆閉り 底部織で

領
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遺構名 番号 種類 機種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 器商 @清高成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

笹色 鳳色粒・ 7/8 口縁部検援で、休部~ 口録音巨~休部績織で、 196 
H -126 z 土師栂 杯 14_9 E目6 普通 褐色粒 底部箆削り 底部擦で

鈍い黄褐色 白色粒・ 3/4 口緑商事検謙で、体費者上 口縁部~底自信箆携で 241 
H -126 3 土師橿 杯 12_0 6.5 普通 ~灰粛褐色 黒色粒 位擦で、下位~底部箆

振で

外ー灰褐色 白色粒・ 口録郎 回転横揮で、底僚左回 回転横甥で 292 

H -126 4 須恵繕 杯 13_5 4.6 還元
内一灰色 鳳色粒 ~体自匹 転箆削り

一部欠
指

灰色 白色粒・ 3/4 回転横織で、底部右回 回転機織で 249 
H -126 5 須.碍 杯 13_5 5目4 還元 黒色粒 転箆削り

鈍い粛省色 白色粒・ 7/8 口縁部横議で、周部箆 口録欝積織で、胴酪箆 1.439 
H -126 E 土師栂 阪 24_6 呂田9 26.8 普通 黒色粒 開Iり、底部筒按け 織で

鈍い黄笹色 白色粒・ 口縁部 口縁部横擦で、周西市箆 口縁部損織で、周部箆 1.299 

H -126 7 土師穂 蜜 20.5 普通
褐色粒 ~厨榔 Tf!1り 織で

中位残
存

明褐色 白色粒・ 213 日経郡横議で、休部~ 口縁部積極で、休部~ 212 
H -127 

1 土師楊 杯 (10_8) 7.2 普通
黒色粒・ 底蔀箆削り 底部箆搬で

B 補色粒・
角関石

褐色 白色粒・ 718 口縁部横擦で、休部栂 ロ縁部損織で、休部放 171 
H -129 I 土師栂 杯 13.1 4.9 普通 黒色粒 面荒れ調整不明瞭、底 射状箆磨き

部箆削り

果樹色 白色粒・ ほぽ完 日経都機嫌で、体育世上 口録探極構で、休部~ 267 
H -129 2 士郎総 杯 9.2 7.0 普通 黒色粒・ 形 位議で、下位~底部箆 底部箆揮で

角関石 Tf!1り
明黄褐色~ 白色粒・ 7/8 ロ縁部横謙で、休部箆 ロ縁部横撫で、頭悔箆 287 

H -129 3 土師楊 杯 12_6 7目7 普通 黒褐色 黒色粒 撫で、底部箆削り 削り、体悔~底悔箆撫
で

鈍い粛省色 白色粒・ 4/5 口縁部横議で、胴 部 ~ 口縁部績据で、胴都~ 315 

H -129 4 土師楊 d嶋5費 12.8 5.9 9.8 普通
~黒褐色 黒色粒 底部箆削り 底部箆織で

鈍い赤褐色 白色粒・ 3/4 ロ縁部横撫で後一部箆 ロ縁部績織で、周侮~ 612 

H -129 5 士郎栂 小形賓 12.8 13.3 普通
~灰褐色 黒色粒 Tf!1り、厨悔~底部箆骨j底悔箆撫で

り

檀色 白色粒・ 日録郎 日経郡横議で、闘部~ 口録醸根織で、頭郡箆 445 

H -129 B 土陣樺 脚付賓 15_2 普通
角関石 ~底郁 底部箆磨き 磨昔、胸部箆揮で、底

残存 部箆唐古

鈍い黄褐色 白色粒・ 7/8 口緑商事績掻で、厨部~ 口緑郡横掘で、周部~ 446 
H -129 7 土師橿 有祝』車 17.4 4.0 10.7 普通 ~明赤褐色 黒色粒 底郁箆搬で、羽A!1.5 底部箆振で

ロ皿

鈍い黄橿色 白色粒・ 7/8 口緩郡横議で、廟部箆 口録陣横搬で、胴郁~ 922 
H -129 B 士郎総 有乳車事 25.4 6.4 12.9 普通 ~属褐色 鳳色粒 指で後箆磨昔、底部箆 底部箆強で後箆磨き

揮で、孔径1.5岨

鈍い黄糧色 白色粒・ 9/10 ロ縁部~胴部箆謙で ロ縁部~厨郎箆織で 1.570 
H -129 9 土師楊 • 21.2 7.4 26.8 普通 ~黒褐色 黒色粒

鈍い哩抱 白色粒・ 口縁部 口縁部噂眠障で、口縁部 口縁部横織で、胴郁箆 1.53日
H -129 10 士郎栂 吏 19.8 普通 褐色粒・ ~胴部 下位~胴部箆削り 費量で後一部箆削り

穣 下位2/3

鈍い黄檀色 白色粒・ 3/4 口縁部損謙で、頭酪~ ロ縁部横織で、周郁~ 1.444 
H -129 11 土師栂 蜜 (16，4) 8.0 26.3 普通 ~黒褐色 褐色粒 厨郁箆削り、底部箆撫 底部箆掻で

で

笹色 白色粒・ 4/5 日経部績掻で、体君事上 口鎌髭横揮で、休部横 159 
H -130 1 士郎繕 杯 12.7 5.1 普通 角関石・ 位指で、下位~底部箆 指で後放射状箆磨き

礁 lfJlり
明赤褐色 白色粒・ 2/3 ロ縁部繊振で、休部~ ロ縁部横織で、体 部 ~ 122 

H -130 2 士師鴇 事事 (12_6) 5目2 普通 角関石・ 底剖噂技師で 底悔撫で
礎

外糧色 黒色粒・ 3/4 口縁部模擬で、休部撮 口縁部績揮で、休部戸 273 
H -130 3 土師穏 杯 (12.5) 9.1 普通 内黒褐色 雲母 で、底部箆削り 底部箆織で、黒色処理

笹色~鈍い 白色粒・ 1/5 口縁部横嫌で、休部~ ロ縁部内体郡績嫌で後 86 
H -131 1 土師摺 杯 (11.9) 4.8 普通 笹色 黒色粒 底悌箆削り 箆磨き

鈍い褐色 白色粒・ 7/8 日経郡横議で、体部上 口録静ー体部積極で後 184 
H -133 1 士郎極 杯 12.4 普通 補色粒 位擦で、下位~底部箆 箆磨き、底部箆磨き

曹Iり
鈍い赤褐色 白色粒・ 3/4 ロ縁部横振で、休部~ ロ縁部【4本陣横撫で後 226 

H -133 2 土師楊 杯 13.3 5.4 普通 ~明赤褐色 黒色粒・ 底部箆削り 箆膚曹、底部織で

石英

灰褐色~赤 白色粒・ ほlま完 口縁部横振で、休部上 口縁部~休部績振で後 211 
H -133 3 土師穏 杯 12.9 5.7 普通 褐色 褐色粒・ 形 位擦で、下位~底部箆 箆磨君、底部箆揮で

雲母 開Iり
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遺構名 番号 種類 栂種
法量 成・霊形録法の特徴

備考
重量

口径 底径 器高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

灰褐色~明 白色誼・ 7/8 口縁部横撫で、休部上 日録商事~休郁横擦で後 183 
H-133 4 土師器 係 12.5 4.9 普通 赤褐色 褐色誼 位撫で、下位~底部箆 放射状箆膚曹、底部議

削り で

樺色~鈍い 白色粒・ 113 口縁部横擦で、体部~ 日縁部横揮で、休部~ 87 
H-133 5 土防器 ~ (14.0) 6.2 普通 樺色 黒色粒・ 底部箆削り 底揮箆畿で

調色粒

黒褐色-e白色粒・ 完形 ロ縁部機嫌で、体部上 口縁献横撫で、体部~ 3...1 
H-133 6 土師務 杯 13目8 8.1 普通 色 褐色粒・ 位指で、下位~底部箆 底画事箆撫で

様 削り

鈍い黄栂色 白色濫・ 3/'" 口禄部横織で、体部よ 日縁部横援で、休部~ 120 
H-133 7 土師器 杯 (14.0) 6.0 普通 黒色濫 位織で、下位~底部箆 底部箆揮で

開Iり
樫色 白色粒・ 1/2 口縁部横振で、体部上 日録郁横掻で、休部~ 107 

H-133 8 土師繕 苦手 (12.8) 6.2 普通 角関石・ 位指で、下位~底部箆 底部箆織で
様 骨Jり

鈍い貧橿色 白色濫・ 3/5 日経由噂臨で、休部~ 日録部繍擦で、体部~ 129 
H-133 g 土師器 杯 (11.8) 6.1 7.1 普通 角閃石・ 底調理室町り 底都箆指で

磁

鈍い賞種色 白色粒・ "'/5 ロ縁部横擦で、体部上 日縁部横様で、体部~ 162 
H-133 10 士師器 坪 (10.2) 6目4 6.8 普通 様 位擦で、下位~底部箆 底画審箆撫で

開jり

外橿色 白色粒・ 3/5 口縁部横撫で、休部指 口縁部横擦で、休部~ 343 
内黒褐色 黒色粒 で、脚部横織で 底部箆庖曹、口録音官~

H-133 11 土師器 高停 (14.1) 10.4 9.3 普通 底部黒色処理、脚部上
位擦で、下位横撮で

鈍い檀色~ 白色粒・ ほぽ完 ロ縁部~頚部横振で後 日縁部横振で、頭部~ 573 
H-133 12 土師器 小形聾 13.0 12.1 普通 褐灰色 褐色粒形 箆織で、周郁箆振で、 底部箆撫で

底部箆削り

褐灰色~檀 白色濫・ 完形 口縁部横旗で後盤磨 日経蔀横擦で、踊部~ 496 
H-133 13 土師器 小形聾 12.9 ....7 12.5 普通 色 褐色濫 昔、胸部上位箆磨君、 底部箆指で

下位~底部箆詣で

樺色~黒褐 白色粒・ 7/8 ロ縁部横擦で、劇部上 日縁部模様で、胸部~ 384 

H-133 14 土師器 小形喪 13.2 10.0 普通
色 褐色粒 位擦で、申位~底部箆 底部箆撫で

開jり

檀色 白色濫・ 4/5 口縁部横擦で、闘部上 日経蔀横擦で、踊部~ 406 

H-133 15 士郎器 小形喪 13.2 11.1 普通
磁 位指で、申位箆削り、 底部箆衝で

下位箆詣で、底部箆削

り

鈍い貧槍色 白色紐・ 4/5 ロ縁部横振で、闘部~ 口縁部横擦で、厨部~ 1，834 

H-133 16 土師器 聾 15.9 8.3 26.2 普通 ~黄灰色 褐色粒 底部箆織で、中央銀で 底郁箆織で

黄檀色~黒 白色粒・ ほl:t完 口縁部横嫌で、頭部覧 口縁部横搬で、胴部箆 1，466 

H-133 17 土師器 甑 21.4 7.5 23.2 普通
褐色 褐色粒・形 議で、廟部箆削り 織で後箆磨き、下端部

雲母 箆削り

糧色~鈍い 白色粒・ 112 日緑都機嫌で、関前箆 日縁部横撫で、周部箆 928 
H-133 18 土師事審 甑 29.2 且2 28.6 普通 黄橿色 褐色粒・ 削り、底郵筒抜け 織で、下端部箆削り

司自

鈍い褐色 白色粒・ 口縁部 口縁部検嫌で、休部よ 口縁部横擦で、休 部 ~ 226 

H-13'" 1 土師器 係 13.5 5.9 普通
褐色粒・ 1/8欠損 位擦で、下位~底部箆 底部箆織で後箆磨き
角関石・ 開Iり
石英・際

鈍い梅色 白色粒・ ほぽ完 口緑都横撫で、体部~ 日縁部横撫で、体西宮~ 227 

H-13'" 2 土師事審 杯 12.1 且3 普通
褐色粒・形 底都箆削り 底曲事箆撫で後箆磨き
角関石・
司自

明赤褐色 白色粒・ 完形 口縁部検織で、休部~ 口綾部横擦で、休 部 ~ 226 

H-13'" 3 土師器 杯 13.1 6.0 普通
褐色粒・ 底部箆削り 底部箆織で
角関石・
際

明赤褐色~ 白色粒・ 日緑郎 日緑都横撫で、体部~ 日縁部横撫で後放射状 197 

H-134 4 士郎器 野 11.3 5.3 普通
鈍い赤褐色 角関石・ 118欠損 底部箆削り 箆膚昔、底商事織で

司自

鈍い赤褐色 白色粒・ 口縁部 目録部機嫌で、体部上 日縁蹄横織で後放射状 187 

H-13'" 5 土師棒 野 12.3 5.4 普通
褐色粒・ 1/4欠損 位指で、下位~底部箆 箆磨昔、底郁織で
角閃石 骨Jり

鈍い黄槽色 白色粒 ・口縁部 口縁剖瑚臓で、休部上 日縁部横擦で、休部~ 103 

H-134 6 士郎器 郎 10.7 5.4 4.3 普通
褐色粒 ~休部 位撫で、下位箆織で、 底部箆撫で

116欠損 底部箆閉り

赤褐色 白色粒・ 3/5 口縁部横擦で、体部上 日縁部横擦で後放射状 159 

H-134 7 土師様 坪 (13.0) 5.6 普通
褐色粒 位擦で、下位~底部箆 震膚昔、底部機で

骨jり
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遺構名 番号 種類 機種
法量 成・整形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 器商 @清高成 ②色調 ③胎土 残脊 外面 内面 (g) 

鈍い黄橿色 白色粒・ 口縁部 口縁部横援で、休部~ 口縁陣~底部箆嫌で後 24日

H .134 日 土師橿 鉢 13.1 6.1 7.7 普通
褐色粒・ 118欠損 底部箆削り 箆磨き

角関石

鈍い粛棒色 白色粒・ 3/5 口縁部~場部箆振で、 口縁部横撫で、胴都箆 188 

H .134 9 士郎栂 柑 13.0 普通
補色粒 府部~底部箆削り 削り、底部箆膚曹

鈍い赤褐色 白色粒・ ほぽ完 口縁部横擦で、頭爵強 ロ緑棒横様で、廟榔~ 415 

H .134 10 土師極 小形賓 13.6 4.8 11.4 普通
角関石・ 形 で、刷郁上位箆削り、 底部箆車躍で

礎 下位~底樹箆揮で

鈍い糧色~ 白色粒・ 口縁部 口縁部横振で、胴部~ 口縁部績据で、厨部~ 664 

H .134 11 士郎揚 d唄捜 11.9 7.8 14.6 普通
鈍い褐色 黒色粒・ ~頭部 底部箆削り 底部箆織で

磯 一部欠

損

鈍い黄栂色 白色粒・ 3/4 口調部~厚相官箆廃き、 ロ緑節~廟部箆磨き 1，344 

H .134 12 士郎標 甑 19.8 7.2 24.9 普通
褐色粒 唐様筒抜け

笹色~鈍い 白色粒・ 7/8 口飯郡~頭部績掻で、 口録都横揮で、劇部~ 1，23日
H .134 13 士郎総 ヨ置 16.2 28.3 普通 褐色 黒色粒 胸部~底部箆揮で 底部箆援で

鈍い褐色~ 白色粒・ 3/4 ロ縁部繍謙で、胴部~ ロ縁部横織で、周侮~ 914 
H .134 14 土師楊 1( 16.1 6.0 19.8 普通 黒褐色 褐色粒・ 底部箆削り 底悔箆織で

礁

橿色~鈍い 白色粒・ 口縁部 口縁部横議で、休部上 口縁部横揮で、体様対面 20目
H .136 I 士郎標 呼 13.6 5.0 普通 橿色 角関右 1/4欠損 位指で、下位~底部箆 畿で後放射状箆虜昔、

開Iり 底部携で

世色~鈍い 白色粒・ 口緑樽 ロ縁部横議で、休部~ ロ縁部周回体郁横様で後 196 

H .136 z 士郎総 杯 12.2 4.9 普通
世色 褐色粒・ 1/8欠損 底様箆削り 放射状.磨昔、底部侮

角閃石・ で
礎

鈍い赤褐色 白色粒・ 112 口爺部繍詣で、休部上 口録静北部横衝で後 144 
H .136 3 土師緬 坪 (10.9) 6.5 普通 ~褐灰色 補色粒 位指で、下位~底部箆 放射状箆磨昔、底部損

開lり で

積色 白色粒・ ロ縁部 ロ縁部~頭部横撫で、 口禄陣横織で、胴部箆 1，083 
H .136 4 士師楊 Ii 22.5 9.7 20.2 普通 黒色粒 一部欠 駒郡箆削り、底部筒援 IfJJり

損 ~t 

灰褐色 白色粒・ 4/5 口縁部~厨都中位箆削 口録音容上位横織で、下 l，(Xl2 
H -136 5 土師橿 壷 10.5 20.2 普通 褐色粒 り、下位~底部箆織で 位~底部箆擦で

笹色~鈍い 白色粒・ 213 口縁部横擦で、廟部上 ロ録隊横犠で、廟鶴自E 1，316 

H -136 6 土師緬 聾 18.9 4.7 28.1 普通
褐色 褐色粒・ 位箆振で、下位箆磨き、 自睡で、下位~底部器面

礎 下端部~底部箆削り 荒れ調盤不明瞭

橿色 白色粒・ 口縁部 口縁部積極で、胴部箆 口縁部横績で、厨部上 1，800 

H -136 7 土師書留 蜜 16.0 7.5 26.7 普通
角関石・ 1/2欠損 削り、下靖部箆指で、 位指で、中位~下位箆
機 底部箆削り 擦で

灰色 白色粒・ ほぽ完 回転横線で、底部左回 回転検振で 231 

H -137 I 須恵穂 杯 11.9 4.6 還元
黒色粒 形 転箆切り

檀色~鈍い 白色粒・ 7/8 口縁部横掻で、廟部~ 口録髭積極で、胴都上 395 

H -137 2 土師楊 有在畠本 15.4 6.5 8.4 普通
褐色 黒色粒・ 底部箆削り、底部に鏡 位箆閉Iり、下位~底部

補色粒・ 成後円孔径2.2国 箆揮で
石英

鈍い黄梅色 白色粒・ ほぽ完 口縁部損撫で、周部上 ロ縁部横織で、厨郁上 487 

H -137 3 士郎繕 小形型 11.8 6.5 9.9 普通 ~鈍い黄檀 黒色粒 形 位撫で、中位箆町り、 位箆擦で、下位~底部
色 下位指で、底部箆削り 箆削り

鈍い貧橿色 白色粒・ ほIt完 口縁部横様で、胴 部 ~ 口縁部横織で、胴部~ 542 
鳳色粒・ 形 底部箆削り 底部箆振で

H -137 4 士郎栂 小形賓 11.5 5.0 14.1 普通 褐色粒・
角関石・
石英

鈍い黄橿色 白色粒・7/8 口縁部損撫で、厨 部 ~ 口縁部機搬で、周郁~ 1，755 
H -137 5 土師梧 聾 18.8 5.6 33.2 普通 ~鈍い黄禍 黒色粒 底郎箆削り 底部箆撫で

色

鈍い粛省色 白色粒・ 213 日経部刷毛回復横揺匝 口縁部上位横揮で、中 1，93日

H -137 日 土師鶴 聾 (19.5) 1.9 34.9 普通
角関石 で、胴部跡I毛日後箆指 位~底部刷毛日後箆揺

で、粘土付着、底部搬 で
で

灰黄色 白色粒・ 112 間報機嫌で、天井榔右 回転横搬で 133 

H .138 1 須恵繕 蓋 (15.4) 還元
褐色粒 回転箆削り

笹色 白色粒・ ほlま完 口縁部横援で、体 部 ~ 口縁陣~体部績織で、 184 
H .138 z 士郎栂 杯 13.9 4目3 普通 黒色粒・ 形 底部箆削り 底部擦で

褐色粒

第24表出土土器観察表 (16)
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遺構名 番号 種類 嬬種
法量 成・盤形技法の特徴

備考
重量

口径 底径 棒高 ①焼成 ②色調 ③胎土 残存 外面 内面 (g) 

樺色 白色濫・ 3/5 口語割噂蝕量で、休部上 日録部~体部繍擦で、 137 
H-138 3 土師器 杯 12.6 5.5 普通 掲色魁・ 位指で、下位~底部箆 底部継で

角閃石 開jり

鈍い黄担色 白色粒・ 3/4 ロ縁部横擦で、体部上 日縁部~底部揚面荒れ 150 
H-138 4 士師器 杯 12目6 4.8 普通 褐色粒・ 位擦で、下位~底部箆 調室不明瞭

角閃石 骨jり

黒褐色~明 白色粒・ 口縁部 口縁部横撫で、闘部箆 日縁部検撫で、厨部箆 3.264 
H-138 5 土師器 壷 (19.6) 普通 褐色 緑色粒 ~胴部 間り 撫で

下位 1/2

種色~褐灰 白色粒・ 口縁部 口伝割増踊で、下位~ 口縁蹄横振で、廟部鑑 1，937 
H-138 6 士郎器 甑 25.7 普通 色 褐色粒・ ~胸部 胸部箆削り 指で後箆磨き

様 下位7/8

種色 白色粒・ 3/5 口縁部横携で、体部~ 日縁部積嫌で、体部放 151 
H-141 1 土師樺 吾F 13.7 5.0 普通 角閃石・ 底部箆削り 射状箆磨君、底都箆膚

ー世 き

鈍い黄宿色 白色粒・ 1/5 口縁部横婦で、劇部上 日縁部横援で、胴官事箆 326 
H-141 z 土師器 費 (15.2) 普通 褐色粒 位箆搬で、中位~下位 織で

箆削り

鈍い檀色 白色粒・ 口縁部 口縁部横撫で、周郁箆 口緑献横撫で、厨献箆 1.106 
H-143 1 土師器 • (18.η 普通 a曜 ~周前 削り 骨jり

下位3/4

鈍い黄檀色 白色魁・ 完形 口縁部横織で、体部上 日縁部横揮で、体官官~ 314 

H-144 1 土師棒 杯 10.9 5.4 6.4 普通
~鈍い黄禍 黒色粒・ 位指で、中位~下位箆 底揮纏で、黒色処理
色 石英 擦で、底部箆削り

樫色 白色粒・ 3/4 口縁部横撫で、体郁~栂面荒れ爾聾不明瞭、 169 

H-145 1 土師器 Z干 (13.9) 4.6 普通
褐色粒・ 底部箆閉り 一部箆膚き
雲母

灰色 白色粒・ 112 回転横擦で、虚軍用左回 回転宿織で 122 
H-146 1 須恵器 坪 (11.0) 4.5 還元 黒色粒 転箆削り

檀色~鈍い 白色粒・ 2/3 口縁剖瑚臓で、休部上 日縁部横擦で、休部~ 224 

H-146 2 士郎器 坪 (15.2) 7.0 普通
檀色 黒色粒・ 位撫で、下位~底部箆 底部放射状箆庖曹、底

石英 間り 部に様刻「十」

鈍い赤褐色 白色粒・ ロ縁部 ロ縁部箆識で、周部箆 口録部横撫で、周部箆 1.150 

H-146 3 土師事審 • 15.9 普通
~浅黄栂色 褐色粒・ ~胴部 開Jり 織で

皇軍 中位残
存

鈍い黄櫨色 白色濫 ・ほぽ完 口禄部横織で、闘部~ 日縁部横援で、胴古事~ 2，6四3
H-146 4 土師器 要 16.3 26目白 普通 ~灰黄褐色 黒色濫 形 底部刷毛目 底部箆揮で

樺色 白色粒・ ほぽ完 ロ縁部横振で、休部上 口縁部~休部横擦で、 187 

H-149 1 土防器 F干 12.6 4.8 普通
黒色粒・形 位指で、下位~底部箆 底節能面荒れ調董不明
褐色粒・ 削り後鐙磨き 臨
角閃石

飼い橿色 白色粒・ 口縁部 口縁部横擦で、休部~ 日縁部横擦で、体官官~ 380 

H-149 2 土師器 高停 (17.0) 普通
角閃石・ ~稲部 脚部上位擦で、下位箆 底部箆織で、脚部箆搬
石英・標 上位3/5削り、積郡横議で で、裾爺横援で

鈍い黄栂色 白色粒・ 口縁部 口縁由噴撫で、顕淘司輯 日縁部積撫で、胸部箆 1.038 

H-149 3 土師犠 費 (16.6) 普通
角閃石・ ~胴面市 で、府悔箆削り 撫で
石英，_下位 1/3

灰褐色 白色粒・ 1/2 口伝割増踊で、劇 部 ~ 口縁部横織で、廟部~ 171 

H-150 1 土師捧 小形聾 9.4 5.9 9.8 普通
褐色粒・ 底部箆削り 底樺理E織で
角閃石

浅粛檀色~ 白色粒 ・4/5 口縁部横織で、胸部箆 口縁部横撮で、厨 部 ~ 689 

H-150 2 土防器 小形聾 17.2 6.8 14.9 普通
灰黄梅色 栂色粒 ・ 間り、底部織で 底部箆据で

雲母，_

浅黄桓色~ 白色粒・ 回線部 ロ縁部横擦で、胴部箆 日縁部横擦で、周部'1( 1，298 

H-150 3 土師器 甑 (25.6) 普通
灰賀補色 褐色粒 ~胴部 開jり 撫で

下位 1/3

鈍い貧槽色 白色魁・ ほぽ完 口語部~底部箆携で 日録部~底部箆梅で 20 

H-151 1 士郎器 ミニ'h.Y 4目6 2目。 2.4 普通
掲色濫形

浅黄檀色 白色粒・ 2/3 器面荒れ謂盤不明瞭、 日縁部~底郁潟面荒れ 74 

H-151 2 土防器 高杯 8.8 8.0 7.2 普通
黒色濫・ 脚部円孔3箇所 調董不明瞭、脚部箆磨
栂色粒・ き
露母

檀色 白色粒・ 口縁部 口縁部横擦で、体部よ 日縁部横援で後箆磨 93 

H-152 1 土師器 杯 11.8 普通
褐色粒・ ~休部 位織で、下位~底部箆 き、休部~底部擦で
角閃石・ 下位3/5開Iり
石英

第25表 出土土器観察表 (17)
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話量 成・盤形袋法の特徴
遺構名 番号 種類 僻種

口径 底径 穂高 ①焼成 ②色調 ③胎士 残存 外面

棒色 角関石・ 213 口縁部横振で、休部~

H -152 2 土師揚 杯 (12_1) 4目9 普通
磯 底部箆削り

鈍い褐色~ 白色粒・ 1/2 口緑世帯横擦で、休部~

H -152 3 土師器 鉢 (14_2) 5.2 9.4 普通
灰褐色 褐色粒 底脅混搬で

鈍い粛橿色 白色粒・ 3/4 口縁部横掻で、闘部箆

H -152 4 土師揚 制捜 (10_4) 5_0 9.1 普通
碩 膚曹、底部箆削り

鈍い貧栂色 白色粒・ 3/4 ロ縁部横撫で、廟部箆
H -152 5 士郎楊 片口 (12.4) 6.4 12_8 普通 角閃石・ 開問、下掛部箆撫で、

礁 底部箆削り

明赤褐色~ 白色粒・ 71且 口縁部横議で、胴部~
H -152 B 士郎穏 • 16_8 4_8 30_3 普通 暗褐色 黒色粒・ 底部箆削り

碩

鈍い賞置色 白色粒・ 4/5 口縁部横擦で、頭部指

H -152 7 土師揚 褒 15_0 (7_0) 28_1 普通 礎 で、周部~底部箆削り

鈍い黄檀色 白色粒・ 頭 部 ~ 頭部~胸部上位指で、
日 153 1 土師器 l!f 普通 補色粒・ 底部残 中位箆織で、下位~底

雲母 存 部箆削り

灰黄褐色 白色粒・ ロ緑陣 ロ縁部横振で、胴部建
H -153 2 士師楊 • 15.0 普通 黒色粒 ~胴節 扱で

下位2/3

第 26表出土土器観察表 (18)
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市遅過
コード 北鱒 東経

. ， . . ， . 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

~'九者世占it"丞字 102113 G-46 36' 17' 20" 138' 51' 03" 20081001 34，000rd 工業団地分

抽議.j指 ~ 重量

20090331 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落 縄文前・中期 陥穴 1 深鉢、石器伍鍍・打製石斧他)古墳時代前期~後期にかけて

弥生 なし 土器片・石梼(磨製石鎌・石鍬)の集務社。

古墳前~後期 住居祉 102 士鵬署・須恵樗 石製模遺品製作祉。

周溝状遺構 1 石製品・石製撲遺品得柱形・ 炉かち竃への変遷過程が認め

竪穴状 勾宝・管宝・剣形・白玉等、紡 られる。

士坑 錘車)

溝 1 石器(砥石)、鉄製品、士製品(紡

古代以降 士坑 6 錘車)

平成 17年度に調査を実施した加賀塚遺跡の4次調査。今回の調査では、古墳時代前期から後期にかけての集落跡が

確認された。前回の調査分を含め、 150軒以上の住居祉が確認され、古墳時代中期全期にわたっての集落変遷が認めら

れた。集落内では石製品・石製模造品の製作と消費がみられた。また、単独で東日本では少ない「琴柱形石製品」が出

土した。古墳時代中期の鉄島生産と関係する高杯転用羽口・鉄棒・鉄製品なども出土している。

加賀塚遺跡2

横野工業団地分譲事業に伴う
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